
農
民
兵
士
の
生
と
死
北
上
市
の
二
人
の
手
紙
よ
り

関
沢
ま
ゆ
み

開
⑫
8
『
昔
昌
瓜
ば
⑫
目
o
ユ
傷
亀
夢
⑫
＝
昔
呂
島
0
8
書
o
蒙
冨
蜀
曽
日
⑫
亨
。
・
巳
法
2
。
・
‥
■
×
ロ
目
巳
傷
摩
o
日
＃
o
o
慶
巳
象
⑫
諺
宣
法
宮
汗
旬
彗
一
〇
」
せ

0
な
ぜ
今
か

②
小
原
清
止
さ
ん
の
生
と
死

③
菅
沼
義
平
さ
ん
の
生
と
死

④
生
の
知
ら
せ
と
死
の
知
ら
せ

⑤
論

点

0
資
料
紹
介

［論
文
要
旨
】

兵
士
の

手
紙
に
つ
い
て
は
、
書
き
手
の
兵
士
本
人
の
声
を
聞
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
一
方
の
受
取
り

手
の
声
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
本
稿
で
は
民
俗
学
の
立
場
か

ら
、
戦
死
、
戦
病
死
と
い
う
異
常
な
る
兵
士
の
大
量
の
死
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
岩
手
県
北
上
市
の
二

人
の
農
民
兵
士
の
手
紙
を
手
が
か
り
に
、
記
録
（
手
紙
）
、
記
憶
と
語
り
（
聞
き
取
り
情
報
）
、
物

（位

牌
や
墓
石
な
ど
の
死
者
の
表
象
物
）
と
い
う
三
つ
の
資
料
的
側
面
か
ら
整
理
を
行
っ
た
。
そ
し

て

以
下

の
四

点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
に
、
二
人
の
農
民
兵
士
の
家
族
へ
の
手
紙
の
特

徴

は
、
戦
闘
状
況
に
は
あ
ま
り
ふ
れ
ず
に
家
の
こ
と
ば
か
り
心
配
し
て
書
い
て
お
り
、
身
体
は
戦
地

に

い
て

も
心
は
常
に
故
郷
の
家
族
の
元
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兵
士
に
と
っ
て
は
手
紙
を
出
す

こ
と
が
、
家
族
に
と
っ
て
は
手
紙
が
く
る
こ
と
が
、
生
存
の
知
ら
せ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二

に
、
戦
死
、
戦
病
死
は
伝
統
的
な
日
本
の
農
村
社
会
に
お
い
て
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
死

に
方
で
あ
っ
た
。
公
報
に
よ
る
死
の
知
ら
せ
、
村
葬
、
家
の
葬
儀
な
ど
が
慌
だ
し
く
流
れ
て
も
家
族

は
死
を
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
妻
は
夫
の
死
を
自
分
で
何
と
か
確
め
よ
う
と
す
る
衝
動
に
突

き
動
か
さ
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
戦
死
、
戦
病
死
し
た
夫
の
墓
を
作
る
こ
と
が
夫
の
死
の
受
容
の
方

法
の
一
つ
で
あ
り
、
老
境
に
お
い
て
も
墓
と
は
生
者
と
死
者
と
の
関
係
性
の
「
切
断
と
接
合
の
装

置
」
に
他
な
ら
ぬ
と
解
読
で
き
た
。
第
四
に
、
戦
死
、
戦
病
死
者
の
位
置
づ
け
の
具
体
相
に
お
い
て

死
者
の
表
象
物
お
よ
び
「
供
養
・
慰
霊
・
追
悼
」
と
い
う
宗
教
儀
礼
の
重
層
性
、
重
複
性
が
注
目
さ

れ

た
。
死
者
に
対
す
る
民
俗
儀
礼
と
し
て
は
、
普
通
死
の
場
合
に
は
伝
統
的
に
「
供
養
」
で
あ
り
、

異
常
死
の
場
合
に
は
「
慰
霊
」
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
色
を
排
し
な
が
ら
そ
の
人
物
の
死
を
悼
む
場

合

に
は
「
追
悼
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
類
は
当
然
そ
の
意
味
も
異
な
り
、
「
供
養
」
の
場
合
に
は

成
仏
を
、
「
慰
霊
」
の
場
合
に
は
神
格
化
へ
、
と
人
格
の
喪
失
と
異
化
が
現
象
化
す
る
の
に
対
し
て
、

「追
悼
」
の
場
合
に
は
人
格
が
維
持
さ
れ
、
悼
ま
れ
つ
づ
け
る
死
と
し
て
定
位
す
る
、
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ

の
死
者
の
位
置
づ
け
の
方
向
力
が
作
用
す
る
。
戦
死
、
戦
病
死
の
表
象
物
お
よ
び
儀
礼
は
、
空

間
的
重
層
性
と
と
も
に
宗
教
儀
礼
的
重
層
性
を
も
有
し
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

231



国立歴史民俗博物館研究報告

　第101集2003年3月

0
な
ぜ
、
今
か
1
戦
争
体
験
者
の
記
録
ー

　
現
在
、
戦
後
五
〇
数
年
が
過
ぎ
、
戦
争
の
直
接
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
観
察
や
聞
き
取
り
を
主
な
情
報
資
料
収
集
の
方
法
と
す

る
民
俗
学
に
と
っ
て
は
、
戦
争
と
民
俗
に
関
す
る
直
接
体
験
者
か
ら
の
情
報
収
集
は

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　
戦
争
体
験
の
記
録
を
そ
の
種
類
と
記
録
さ
れ
た
時
期
を
基
準
に
整
理
し
て
み
る

と
、
第
一
に
戦
争
当
時
に
書
か
れ
た
手
紙
や
葉
書
、
手
記
や
日
記
の
類
と
、
第
二
に

戦
後
に

書
か
れ

た
体
験
記
、
思
い
出
の
記
、
部
隊
記
の
類
に
二
分
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

戦
後

に
な
さ
れ
た
記
録
の
場
合
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
終
戦
直
後
、
昭
和
三
〇
年

代
、
戦
後
五
〇
年
、
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
今
、
も
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

つ
の
新

し
い
動
き
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
記
録
を
行
っ
た
本
人
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
る
場
合
と
、
本
人
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
刊
行
さ
れ
る
場
合
と
に

　
　
　
　
　
　
　

分
け
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
手
記
や
日
記
の
類
で
は
た
と
え
ば
兵
士
、
学
徒
兵
ら
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

手
記
や
日
記
で
、
戦
争
直
後
の
刊
行
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
一
九
四
九
年
の
『
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
1
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
1
』
が
有
名
で
あ
る
。
一
方
、
戦
後

五

〇
年
の
時
期
の
刊
行
は
大
量
で
、
塩
川
優
一
『
軍
医
の
ビ
ル
マ
日
記
』
（
一
九
九

　
　
　
　

四
年
）
、
後
藤
弘
『
征
き
死
な
ん
春
の
海
ー
海
軍
飛
行
予
備
学
生
の
日
記
1
』
（
一
九

　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

九

四
年
）
、
勝
見
明
『
戦
場
に
残
さ
れ
た
日
記
』
（
一
九
九
五
年
）
、
岩
丸
定
『
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

4
5
年
応
召
第
二
国
民
兵
の
手
記
』
（
一
九
九
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

『軍

医
の
ビ
ル
マ
日
記
』
は
塩
川
優
一
（
大
正
七
年
生
ま
れ
）
が
昭
和
一
七
年
一
一

月
か
ら
昭
和
二
一
年
五
月
ま
で
記
録
し
た
日
記
の
う
ち
、
現
存
す
る
昭
和
一
九
年
三

月
以
降
の
主
に
ビ
ル
マ
戦
場
に
お
け
る
軍
医
と
し
て
の
日
々
の
記
録
を
中
心
に
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
日
記
を
公
刊
す
る
そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
生
還
し
た
塩
川
自

身
の
歴
史
の
証
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
、
戦
死
、
戦
病
死
し
た
兵
士
へ
の
鎮
魂
の

思
い
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
勝
見
明
『
戦
場
に
残
さ
れ
た
日
記
』
は
勝
見
（
昭

和
二
七
年
生
ま
れ
）
が
ワ
シ
ン
ト
ン
国
立
公
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル

島
の
戦
闘
で
収
集
さ
れ
た
複
数
の
日
本
兵
の
日
記
の
一
部
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
日
記
に
つ
い
て
は
戦
時
中
、
軍
事
的
情
報
の
収
集
の
た
め
に
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
が
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
勝
見
は
「
戦
史
に
残
ら

な
い
、
も
う
一
つ
の
戦
争
の
真
実
を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、
無
念
の
思
い
で
散
っ
た

日
記
の
書
き
手
た
ち
へ
の
鎮
魂
」
（
＝
一
ペ
ー
ジ
）
と
考
え
て
こ
れ
を
刊
行
し
た
と

い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
手
記
や
日
記
の
場
合
、
記
録
を
行
っ
た
本
人
に
よ
る
刊
行
で
も
本
人

以
外
の
人
物
に
よ
る
刊
行
で
も
そ
の
目
的
と
し
て
は
戦
死
者
、
戦
病
死
者
へ
の
追
憶

鎮
魂

と
記
録
保
存
と
い
う
二
つ
の
動
機
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
追
憶
鎮

魂

と
記
録
保
存
と
い
う
衝
動
は
、
戦
後
に
な
っ
て
戦
争
体
験
の
記
憶
が
あ
ら
た
め
て

記
録
化
さ
れ
編
集
さ
れ
た
体
験
記
や
部
隊
記
の
刊
行
に
お
い
て
も
同
様
に
み
と
め
ら

　
　
　
　
れ
る
。

　
次

に
、
出
征
兵
士
か
ら
故
郷
の
家
族
や
知
人
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
手
紙
を
編
集
し

て

刊
行
し
た
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
早
い
例
は
一
九
六
一
年
刊
行
の
岩
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
農
村
文
化
懇
談
会
編
『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年

代
か

ら
八
〇
年
代
に
は
、
岐
阜
県
の
「
白
鳥
町
戦
没
者
の
手
紙
」
編
集
委
員
会
編

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

『白
鳥
町
戦
没
者
の
手
紙
』
、
菊
池
敬
一
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
－
高
橋
峯
次
郎

　
　
　
　
　
　
⌒
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
農
民
兵
士
た
ち
ー
』
、
和
我
の
ペ
ン
編
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
、
吉
田
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
、
成
子
編
『
と
う
ち
ゃ
ん
の
軍
事
郵
便
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
戦
後

五
〇

年
を
機
と
し
た
刊
行
と
し
て
は
、
青
木
一
＝
日
一
信
ー
戦
地
か
ら
妻
へ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

六
〇

〇

通
の
葉
書
』
（
一
九
九
六
年
）
、
岩
崎
稔
『
或
る
戦
い
の
軌
跡
ー
岩
崎
昌
治
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
5
）

中
書
簡
よ
り
ー
』
（
一
九
九
五
年
）
、
四
条
紫
雷
『
ガ
島
に
死
す
ま
で
－
一
兵
士
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

紙
よ
り
ー
』
（
一
九
九
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
一
九
六
一
年
刊
行
の
『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
は
、
戦
後
一
四
年
目
の
昭
和
三

四
（
一
九
五
九
）
年
に
岩
手
県
農
村
文
化
懇
談
会
と
い
う
農
民
、
農
協
職
員
、
教
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師
、
保
健
婦
な
ど
農
村
の
生
活
を
自
ら
熟
知
し
て
い
る
立
場
の
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

が
、
主
に
岩
手
県
下
に
お
け
る
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
を
集
め
、
そ
れ
を
ま
と
め

て
、
複
数
の
兵
士
か
ら
の
手
紙
と
そ
の
兵
士
の
略
歴
を
付
し
て
紹
介
し
て
い
る
も
の

で

あ
る
。
あ
と
が
き
、
に
よ
れ
ば
、
あ
え
て
解
説
を
付
さ
な
か
っ
た
の
は
主
観
的
あ

る
い
は
意
図
的
と
も
と
ら
れ
る
よ
う
な
手
紙
の
紹
介
を
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で

私
信
と
し
て
送
ら
れ
た
農
民
兵
士
の
言
葉
を
聞
こ
う
と
考
え
て
の
こ
と
だ
と
い

う
。
会
で
は
複
数
の
兵
士
の
手
紙
を
熟
読
し
、
ま
た
読
み
手
が
同
じ
当
時
の
農
村
の

実
態
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
じ
戦
争
体
験
を
も
つ
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ

ら
の
手
紙
に
は
農
耕
へ
の
配
慮
や
農
耕
に
た
ず
さ
わ
る
家
族
へ
の
思
い
や
り
が
書
か

れ
て

い

る
一
方
、
家
族
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
戦
地
で
の
つ
ら
い
こ
と
に
つ

い
て

は
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
滅
私
奉
公
」
「
軍
務
に
精

励
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
さ
ら
に
進
級
や
送
金
、

教
育
に
つ
い
て
の
話
題
も
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
故
郷
に
お
い
て
は
貧
困
と

厳
し
い
階
層
秩
序
の
な
か
に
あ
っ
た
農
民
兵
士
が
軍
隊
で
は
じ
め
て
立
身
出
世
の
道

を
見
出
し
た
、
と
い
う
解
読
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
後
一
四
年
目
と
い
う
比

較
的
早
い
時
期
に
、
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
を
集
め
、
編
集
し
刊
行
し
よ
う
と
し
た

そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
ま
え
が
き
、
お
よ
び
、
あ
と
が
き
に
、
農
家
の
あ
ち
こ
ち

で
戦
没
者
の

遺
影
を
み
る
、
そ
の
た
び
に
「
生
き
て
帰
れ
た
わ
が
身
と
思
い
く
ら

べ
、
複
雑
な
感
情
を
抱
か
さ
れ
て
来
た
」
こ
と
、
そ
し
て
戦
没
者
の
犠
牲
の
う
え
に

自
由
で
、
民
主
的
な
現
代
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
戦
没
者
た
ち
の
「
た
ま
し
い
」
に
耳

を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
強
烈
な
現
在
自
己
存
在
へ
の
問
い
か
け
が
示
さ
れ

て

い

る
。
そ
こ
に
は
戦
後
の
復
興
が
な
り
、
高
度
経
済
成
長
へ
と
向
か
う
こ
の
時
期

の
農
村

に
生
き
る
人
々
が
、
あ
ら
た
め
て
自
己
の
現
在
を
過
去
へ
と
重
ね
合
わ
せ
て

戦
没
者
の
声
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
姿
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
一
九
九
六
年
刊
行
の
青
木
一
三
日
一
信
』
は
、
青
木
自
身
が
召
集
さ
れ
た
昭
和

一
五
年
二
月
七
日
か
ら
昭
和
二
〇
年
二
月
一
四
日
ま
で
戦
地
か
ら
妻
宛
て
に
書
い
た

一
六
〇

〇

通
の
葉
書
を
の
ち
に
本
人
が
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
葉
書
の
書
き
手
自

身
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
解
説
を
付
し
て
い
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。
青
木

は
、
ま
え
が
き
で
、
「
こ
れ
は
、
私
の
遺
書
で
あ
る
」
（
一
ペ
ー
ジ
）
と
い
い
、
出
征

が
決

ま
っ
た
時
に
こ
の
葉
書
が
途
絶
え
た
日
を
戦
死
の
日
と
考
え
る
よ
う
に
妻
に
言

い
残

し
て
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
敗
戦
五
〇
年
の
反
省
と
し

て
、
こ
の
葉
書
を
取
り
出
し
て
読
む
こ
と
に
し
た
」
（
ニ
ペ
ー
ジ
）
と
、
戦
後
五
〇

年
目
を
節
目
に
翻
刻
を
始
め
た
動
機
を
記
し
て
い
る
が
、
戦
後
五
十
年
を
経
た
青
木

が
健
常
な
老
後
を
得
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
戦
争
当
時
の
自
分
の
手

紙
を
自
ら
翻
刻
、
刊
行
し
た
点
で
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

　

一
九
九
五
年
刊
行
の
『
或
る
戦
い
の
軌
跡
』
の
著
者
は
岩
崎
稔
（
昭
和
一
九
年
生

ま
れ
）
で
、
叔
父
に
あ
た
る
岩
崎
昌
治
（
明
治
四
五
年
生
ま
れ
、
昭
和
一
三
年
中
国

上
海

に
て
戦
死
。
陸
軍
工
兵
軍
曹
）
が
昭
和
一
二
年
九
月
二
日
に
充
員
召
集
が
下
令

さ
れ
て
、
中
国
上
海
に
渡
っ
た
後
、
昭
和
二
二
年
六
月
九
日
に
戦
死
す
る
ま
で
の
手

紙
の
ほ

か
、
戦
死
後
、
昌
治
の
家
族
に
き
た
親
戚
、
知
人
、
戦
友
ら
か
ら
の
手
紙
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
九
六
年
刊
行
の
『
ガ
島
に
死
す
ま
で
』
の
著
者
は
四
条
紫
雲
（
略
歴
不
詳
）

と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、
四
条
重
孝
（
大
正
九
年
生
ま
れ
1
昭
和
一
七
年
一
〇
月
二

四

日
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
て
戦
死
。
陸
軍
伍
長
）
が
昭
和
＝
ハ
年
四
月
一
〇
日
に
召

集
さ
れ
て
昭
和
一
七
年
九
月
一
四
日
に
テ
ガ
ー
ル
を
出
港
し
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
へ
上
陸
そ
し
て
戦
死
す
る
ま
で
の
家
族
へ
の
手
紙
に
加
え
て
戦
死
後
の
遺

族
宛
て

に
送
ら
れ
た
慰
め
の
手
紙
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
冊
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
三
つ
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
第
一
に
、
刊
行

の

動
機
に
つ
い
て
、
「
今
年
は
終
戦
後
、
既
に
五
十
年
、
今
や
日
本
は
平
和
な
時
代

　
　
　
　
　
　
ロ
　

が
続
い
て
い
る
」
と
い
う
時
代
状
況
の
認
識
が
前
提
と
し
て
あ
り
、
し
か
し
戦
争
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
主

張
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
第
二
に
、
著
者
が
手
紙
の
書
き
手
で
あ
っ
た
兵
士
の

甥
で
あ
る
と
か
、
手
紙
の
受
取
り
手
で
あ
っ
た
兵
士
の
両
親
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人

物
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
兵
士
や
そ
の
家
族
と
近
い
関
係
に
あ
る
人
物
で
あ
る
と
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い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
。
第
三
に
、
手
紙
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
手
紙
が
途
絶
え

た
戦
死
後
に
つ
い
て
も
、
岩
崎
昌
治
の
場
合
に
は
「
戦
死
と
そ
の
後
、
葬
儀
等
」
、

四

条
重
孝
の
場
合
に
は
「
戦
死
公
報
」
「
村
葬
」
「
遺
族
へ
の
慰
め
の
手
紙
」
な
ど
の

節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
お
り
、
遺
族
に
保
管
さ
れ
て
き
た
記
録
や
そ

の

周
辺
的
事
実
の
調
査
に
も
と
つ
く
著
者
に
よ
る
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
以

上
、
手
記
や
日
記
に
は
出
来
事
の
記
録
と
い
う
社
会
的
な
側
面
と
同
時
に
記
録

者
の

心
情
の
記
述

と
い
う
私
的
な
側
面
が
あ
り
、
特
定
の
誰
か
に
読
ま
れ
る
こ
と
よ

り
も
不
特
定
多
数
の
読
み
手
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
手
紙
や
葉
書

の

場
合

に
は
家
族
や
親
戚
、
知
人
な
ど
相
手
を
特
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

戦
地

に
お
け
る
手
記
や
日
記
の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
記
述
す
る
こ
と
自
体
が
自
己
存

在
の
確
認
と
な
り
、
手
紙
の
場
合
に
は
そ
の
発
送
自
体
が
自
己
生
存
の
証
明
と
な
っ

て

い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
手
紙
の
翻
刻
を
中
心
と
し
た
多
く
の
著

書
に
お
い
て
は
、
手
紙
の
書
き
手
で
あ
っ
た
兵
士
の
声
を
聞
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
、

ま
た
そ
の
手
紙
の
記
述
か
ら
歴
史
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た

が
、
一
方
の
受
け
取
り
手
の
声
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
記
述
が
な
か
っ
た
点

　
　
（
1
8
）

で

あ
る
。
日
中
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
況
が
拡
大
し
て
い
く
な
か

で
、
日
本
各
地
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
村
落
に
お
い
て
戦
死
者
お
よ
び
戦
病
死
者
を

出
し
た
と
い
う
事
実
は
各
村
落
社
会
の
歴
史
に
お
い
て
未
曾
有
の
事
態
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
多
く
の
家
族
は
兵
士
の
死
を
ど
の
よ
う
に
知
ら
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め

て

い

っ

た
の
か
。
本
稿
で
は
と
く
に
こ
の
側
面
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
、
今
回

の

共
同
研
究
の
共
通
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
で
あ
っ
た
岩
手
県
北
上
市
和
賀
町
に
お

け
る
軍
事
郵
便
を
手
が
か
り
に
、
兵
士
の
生
と
死
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
家
族
の
心
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に

つ
い
て

の
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
伝
統
的
に
祖
父
母
の
世
代
か
ら
継
承
さ

れ
て

き
た
家
族
の
死
と
葬
送
、
造
墓
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
戦
争
と
い
う
非
常
時

に
あ
っ
て
、
最
期
の
看
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
遠
く
離
れ
た
戦
地
で
の

兵
士
の
死
を
、
家
族
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

記
録

（手
紙
）
、
記
憶
と
語
り
（
聞
き
取
り
情
報
）
、
物
（
位
牌
や
墓
石
な
ど
の
死
者

の

表
象
物
）
、
と
い
う
三
つ
の
資
料
的
側
面
か
ら
整
理
し
て
み
る
の
が
本
稿
の
主

テ

ー
マ
で
あ
る
。

②
小
原
清
止
さ
ん
の
生
と
死

（
1
）
記
録

　
横
川
目
村
の
小
原
清
止
さ
ん
（
明
治
三
五
年
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
一
二
年
九
月
一

日
「
支
那
事
変
」
に
応
召
し
て
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
に
配
属
さ
れ
、
半
年
後
の
昭
和

二
二
年
三
月
三
日
に
山
西
省
臨
沿
県
の
野
戦
病
院
に
お
い
て
戦
病
死
し
た
。
当
時
三

五
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
小
原
家
の
家
族
は
家
長
の
清
止
さ
ん
、
父
の
命
助
さ

ん
、
清
止
の
妻
コ
メ
さ
ん
、
長
男
の
博
さ
ん
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）
、
長
女
の
節

子

さ
ん
（
昭
和
五
年
生
ま
れ
）
の
五
人
で
あ
っ
た
。
小
原
家
は
農
業
を
営
み
、
清
止

さ
ん
で
＝
代
目
の
大
本
家
で
あ
っ
た
。
清
止
さ
ん
は
大
正
一
四
年
に
コ
メ
さ
ん
と

結
婚
し
、
昭
和
四
年
に
父
命
助
さ
ん
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
た
が
、
家
は
多
額
の
借
金

を
か
か
え
て
経
済
的
に
は
苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
清
止
さ
ん
が
残
し
た
出
征
中
の
記
録
に
は
、
家
族
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
葉

書

と
手
紙
合
計
二
〇
通
が
あ
る
。
そ
し
て
間
接
的
な
記
録
と
し
て
は
、
妻
の
コ
メ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ん

（明
治
四
〇
～
平
成
九
年
）
が
戦
後
に
語
っ
た
記
録
「
夢
ま
で
悲
し
い
」
が
あ
る
。

　
清
止

さ
ん
が
出
征
後
、
妻
宛
て
に
書
い
た
最
初
の
手
紙
（
2
）
（
数
字
は
⑥
資
料

紹
介
ー
兵
士
の
手
紙
1
で
全
文
を
掲
載
し
て
あ
る
。
手
紙
の
番
号
、
句
読
点
は
適
宜

筆
者
が
付
す
、
以
下
同
じ
）
と
二
通
目
の
手
紙
（
4
）
を
紹
介
し
て
み
る
。
（
2
）

は

昭
和
一
二
年
九
月
一
〇
日
に
弘
前
か
ら
出
し
た
手
紙
で
あ
り
、
（
4
）
は
そ
の
三

日
後
の
＝
二
日
に
弘
前
か
ら
日
本
海
側
を
汽
車
で
移
動
し
て
到
着
し
た
広
島
か
ら
出

し
た
手
紙
で
あ
る
。

　
　
「
今
日
十
一
日
午
前
再
度
の
軍
装
検
査
を
終
へ
、
午
後
か
ら
馬
を
汽
車
に
積
み
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八

時
頃
出
発
の
予
定
で
す
。
去
る
四
日
に
は
第
二
大
隊
機
関
銃
隊
の
兵
士
が
機

関
銃
を
積
ん
だ
車
に
引
か
れ
て
重
傷
を
負
て
翌
日
五
日
朝
死
ん
だ
そ
う
で
す
。

又
盛
岡
出
身
の
今
度
召
集
兵
歩
兵
伍
長
は
九
日
夜
首
を
切
て
自
殺
し
た
者
も
あ

り
ま
す
。
や
は
り
馬
は
地
方
か
ら
徴
発
し
た
馬
故
、
使
に
は
仲
々
骨
が
折
ま

す
。
幸
に
私
の
馬
は
年
よ
り
馬
故
楽
な
も
ん
で
す
。
子
馬
を
残
し
て
来
た
馬
も

沢
山
あ
り
ま
す
。
私
は
小
行
李
隊
と
云
ふ
隊
で
す
か
ら
相
当
キ
ケ
ン
で
す
。
歩

兵
の
す
ぐ
後
約
九
町
位
の
処
ま
で
行
て
玉
を
歩
兵
の
人
達
に
渡
す
の
で
す
か
ら

相
当
に
キ
ケ
ン
で
す
。
併
し
皆
様
の
心
が
私
を
守
て
下
さ
る
し
亦
沢
山
の
御
守

札
も
貰
て
居
る
か
ら
私
は
絶
対
に
安
全
で
す
。
此
方
に
来
て
か
ら
も
隊
か
ら
は

難撫灘に1㌦獣…無i頴
図1　後列向かって右端が小原清止さん

　　　昭和12年9月711「ll支事変記念」撮映

・ぴぽ

　
明
治
神
、
岩
手
県
か
ら
は
県
社
八
幡
宮
、
宿
か
ら
も
一
枚
、
家
か
ら
の
外
に
三

　
枚
も
貰
て
居
り
ま
す
か
ら
決
し
て
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

部
落
の
人
達
に
は
出
来
る
丈
心
尽
く
し
を
し
て
決
し
て
恨
ま
れ
様
な
こ
と
を

　
せ
ず
に

ね
。
父
上
も
亦
君
も
弱
い
体
故
充
分
注
意
し
て
帰
り
を
待
て
居
れ
。
円

　
治
君
に
も
頼
ん
で
居
る
が
博
の
教
育
は
し
っ
か
り
や
れ
。
父
の
居
な
い
後
で
今

　

ま
で
よ
り
成
績
の
下
る
様
な
こ
と
せ
ぬ
様
に
し
て
く
れ
。

　
　
手
紙

を
出
す
時
は
、
弘
前
歩
兵
三
十
一
連
隊
気
附
中
村
部
隊
井
村
隊
特
ム
兵

　

と
か
け
。
兄
弟
達
に
も
是
れ
は
知
ら
し
て
置
け
。
十
一
日
午
後
八
時
頃
出
発
し

　
て

二

日
半
日
位
で
広
島
に
着
く
様
で
す
。
途
中
は
合
ふ
こ
と
は
出
来
ま
す
ま

　

い
。
何
れ
体
は
く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
し
な
さ
い
。
又
途
中
か
ら
も
出
し
ま
す
」

　
（
2
）
（
筆
者
註
　
円
治
は
清
止
さ
ん
の
従
兄
弟
）
。

次

は
、
そ
の
三
日
後
、
広
島
か
ら
出
し
た
手
紙
で
あ
る
。

　
「
父
上
様
や
皆
様
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
次
の
様
な
順
序
で
広
島
に
き

　
て

居

ま
す
。
弘
前
を
十
一
日
午
後
八
時
五
拾
分
発
車
で
し
た
。
客
車
九
ツ
馬
は

　
約
二
十
車
位
と
思
ひ
ま
し
た
。
十
一
日
は
朝
か
ら
雨
降
で
し
た
。
頭
か
ら
ぬ
れ

　
て

汽
車
に
馬
を
積
み
終
た
の
は
八
時
半
頃
そ
れ
か
ら
私
と
友
方
と
二
人
で
一
ツ

　
車
の
馬
番
を
し
て
行
き
ま
し
た
。
客
車
よ
り
は
馬
の
方
は
楽
に
ね
る
こ
と
が
出

　
来
た
の
で
し
た
。
秋
田
駅
に
来
た
時
思
い
が
け
な
く
ル
リ
に
会
た
の
で
皆
様
が

　
黒
沢
尻
に
出
た
の
を
聞
き
ま
し
た
。
秋
田
か
ら
た
か
よ
に
電
報
を
出
さ
せ
た
の

　
で
新
潟
県
の
糸
魚
川
駅
で
六
郎
と
た
か
よ
に
合
ふ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
ふ

　

こ
と
が
出
来
ぬ
だ
ら
う
と
思
て
居
た
。
幸
に
此
の
駅
で
馬
番
の
交
代
だ
っ
た
の

　
で
自
分
の
持
物
を
持
て
る
間
に
た
か
よ
に
呼
び
出
さ
れ
全
く
夢
の
様
で
し
た
。

　
約
二
十
分
位
停
車
あ
っ
た
の
で
話
が
出
来
ま
し
た
。
時
間
に
な
っ
て
別
れ
る
時

　
に

は

全

く
泣
き
出
し
た
く
な
っ
た
が
沢
山
の
兵
隊
の
前
で
涙
は
見
せ
ら
れ
ま
せ

　

ん
。
萬
才
の
声
は
出
せ
な
か
っ
た
。
紙
包
を
貰
ふ
た
が
見
る
ひ
ま
が
な
か
っ
た

　
の

で
今
夜
見
た
ら
千
人
針
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
仁
丹
で
し
た
。

　
　
次
に
汽
車
か
ら
見
て
行
た
の
は
越
後
の
親
シ
ラ
ズ
子
し
ら
ず
を
見
て
富
山
駅
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に
七
時
半
に
着
き
ま
し
た
。
此
処
で
は
婦
人
方
が
駅
に
出
て
御
茶
や
ら
水
や
ら

薬
（
仁
丹
）
を
く
れ
ま
し
た
。
ツ
ル
ガ
に
は
前
三
時
二
十
五
分
、
米
原
に
五
時

半
、
朝
早
く
（
ビ
ワ
コ
）
を
眺
め
乍
ら
朝
食
を
し
て
草
津
、
大
津
、
京
都
、
神

戸
、
明
石
と
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
ア
カ
シ
で
は
有
名
な
瀬
戸
内
海
を
見
て
姫

路
、
広
島
に
着
い
た
の
は
午
後
六
時
四
十
五
分
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
馬
屋
に
馬

を
入
れ
て
休
だ
の
は
十
三
日
朝
四
時
、
一
晩
中
馬
を
手
入
し
た
り
荷
物
の
整
理

し
た
り
し
た
の
で
す
。
今
日
は
一
日
ゆ
っ
く
り
休
め
る
の
で
す
。
併
し
家
に
居

れ
ば

手
拭
一
本
洗
た
こ
と
な
か
っ
た
が
今
で
は
シ
ャ
ッ
チ
や
モ
モ
ヒ
キ
を
全
部

洗
濯
で
す
。

　
此
処
ま
で
来
る
間
に
田
、
畑
、
山
、
草
刈
、
道
を
通
る
人
、
老
も
若
き
も
女

も
歩
け
る
位
の
子
供
さ
ん
ま
で
皆
手
を
上
げ
又
日
の
丸
の
旗
を
振
り
乍
ら
萬
才

を
せ
か
ん
で
私
等
を
送
て
く
れ
る
の
で
す
。
山
形
県
を
通
る
時
、
田
の
中
で
頭

の

は
げ
た
爺
が
草
刈
カ
マ
を
振
り
ま
わ
し
乍
ら
萬
才
を
し
て
く
れ
た
時
は
全
く

涙
が
出
ま
し
た
。
今
頃
は
父
も
此
ん
な
に
し
て
る
の
か
思
わ
る
と
も
う
其
処
に

居

ら
れ
ず
便
所
に
行
て
暫
く
涙
の
止
ま
る
の
を
ま
っ
て
居
ま
し
た
。
又
小
さ
い

子
供
達
や
博
位
の

奴
等
見
る
と
何
日
も
胸
張
り
さ
け
る
よ
う
で
す
。
然
し
今
は

何

と
思
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
家
を
出
る
時
云
ふ
た
如
く
僕
の
身
を
ば
決
し

て

心
配
せ
ず
に
皆
様
の
体
を
大
切
に
し
て
居
て
下
さ
い
。
私
は
丁
度
浦
島
太
郎

の
様
に
近
所
の
方
々
が
か
わ
っ
て
し
ま
ふ
ま
で
帰
ら
れ
な
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。

特
ム
兵
と
云
ふ
て
も
兵
隊
さ
ん
の
一
人
故
に
此
の
度
は
皆
が
見
ら
れ
な
い
処
遠

い
支
那

ま
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
此
れ
も
皆
天
子
様
の
御
蔭
と
父

母
の
恩

と
で
す
。
先
日
ル
リ
に
頼
ん
だ
金
は
旅
費
と
し
て
隊
か
ら
四
円
二
十
二

銭
貰
ふ
た
の
と
給
料
と
を
合
せ
て
五
円
送
た
の
で
す
。
此
の
内
か
ら
タ
カ
ヨ
に

出
し
た
電
報
料
を
何
程
か
引
か
れ
た
で
し
ょ
う
。
私
は
大
し
た
金
は
不
要
だ
か

ら
何
日
で
も
月
五
六
円
位
は
送
る
考
を
し
て
居
ま
す
。
次
に
横
川
目
駅
を
通
る

兵
隊
さ
ん
の
あ
る
時
は
必
ず
必
ず
駅
に
出
て
見
送
り
し
な
さ
い
。
知
ら
な
い
者

で

も
多
数
の
人
達
が
出
て
居
ら
る
る
と
元
気
が
出
る
よ
。
き
っ
と
わ
す
る
な

　
　
よ
。
又
出
征
兵
の
時
も
必
ず
出
る
様
に
ね
。

　
　
　
十
四
日
頃
出
帆
ら
し
い
。
私
に
来
る
手
紙
に
は
、
三
十
一
連
隊
気
附
中
村
部

　
　
隊
井
村
隊
本
部
と
し
て
下
さ
い
。
手
紙
も
あ
ん
ま
り
出
し
苦
し
い
か
ら
兄
弟
達

　
　

に
廻
し
て
見
せ
て
下
さ
い
」
（
4
）
（
筆
者
註
　
ル
リ
、
た
か
よ
は
清
止
の
妹
、
六

　
　
郎
は
た
か
よ
の
夫
）
。

　

こ
の
清
止
さ
ん
の
二
通
の
手
紙
か
ら
多
く
の
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
清
止

さ
ん
の
任
務
で
あ
る
が
「
私
は
小
行
李
隊
と
云
ふ
隊
で
す
か
ら
相
当
キ
ケ
ン
で
す
。

歩
兵
の
す
ぐ
後
約
九
町
位
の
処
ま
で
行
て
玉
を
歩
兵
の
人
達
に
渡
す
の
で
す
か
ら
相

当
キ
ケ
ン
で
す
」
（
2
）
と
あ
り
、
ほ
か
に
は
軍
馬
の
世
話
な
ど
を
行
っ
て
い
た
様

子
が

わ
か
る
が
（
2
、
4
、
5
、
7
、
8
）
、
戦
地
へ
向
か
い
な
が
ら
も
、
父
親
や

子
供
の
こ
と
を
思
い
、
涙
に
む
せ
ぶ
心
境
が
正
直
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
自
分
の
移
動
先
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
も
細
か
く
伝
え
、
弘
前
か
ら
、
広

島
（
4
）
、
宇
品
（
5
）
、
釜
山
（
6
）
、
豊
台
、
北
平
へ
（
8
）
、
趙
縣
へ
と
行
軍

（
9
）
、
石
家
荘
か
ら
順
徳
へ
戦
争
に
行
く
（
1
0
）
、
甕
鹿
縣
に
来
て
い
る
（
1
3
）
、
な

ど
と
二
〇
通
の
手
紙
の
う
ち
七
通
に
地
名
を
記
し
、
家
族
に
可
能
な
限
り
を
教
え
て

い

る
。
そ
し
て
手
紙
が
途
絶
え
た
場
合
も
「
若
し
話
の
通
り
三
四
日
で
戦
闘
に
参
加

し
た
ら
手
紙
は
出
せ
ま
せ
ん
か
ら
其
の
時
は
便
り
の
な
い
時
は
元
気
で
居
る
と
思
て

居
て

下

さ
い
」
（
8
）
と
予
め
知
ら
せ
、
家
族
が
心
配
し
な
い
よ
う
に
と
の
気
遣
い

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
自
分
自
身
の
死
の
覚
悟
と
生
へ
の
執
着
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
（
2
）
の
よ

う
に
自
分
の
任
務
は
歩
兵
に
直
接
玉
を
渡
す
危
険
な
仕
事
だ
と
い
っ
た
す
ぐ
後
で

「併
し
皆
様
の
心
が
私
を
守
て
下
さ
る
し
亦
沢
山
の
御
守
札
も
貰
て
居
る
か
ら
私
は

絶
対
に
安
全
で
す
。
此
方
に
来
て
か
ら
も
隊
か
ら
は
明
治
神
、
岩
手
県
か
ら
は
県
社

八
幡
宮
、
宿
か
ら
も
一
枚
、
家
か
ら
の
外
に
三
枚
も
貰
て
居
り
ま
す
か
ら
決
し
て
心

配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
任
務
の
危
険
性
を
打
ち
消
し
、
家
族
を
安
心
さ
せ

自
分
自
身
を
励
ま
そ
う
と
す
る
気
持
ち
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
昭
和
一
二
年

＝
月
六
日
付
け
の
、
中
国
に
渡
っ
て
行
軍
を
続
け
ま
だ
戦
闘
に
参
加
し
て
い
な
か
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っ

た
段
階
の
手
紙
に
は
「
も
し
戦
闘
に
参
加
し
て
も
家
の
人
も
諦
め
て
居
る
だ
ろ
う

し
私
も
決
心
し
て
居
る
か
ら
是
れ
も
天
皇
陛
下
の
た
め
亦
祖
先
の
た
め
で
す
か
ら
、

こ
う
な
る
の
も
前
世
の
約
束
で
す
か
ら
致
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
決
し
て
死
し

て

帰
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
心
配
せ
ず
家
の
こ
と
は
皆
で
協
力
し
て
暮
し
て
居
て

下

さ
い
」
（
9
）
と
書
い
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
家
の
人
も
諦
め
て
い
る
だ
ろ
う
、

自
分
も
死
の
覚
悟
は
で
き
て
い
る
、
と
死
の
覚
悟
を
示
し
て
お
り
、
自
分
の
死
に
つ

い
て

は
天
皇
陛
下
と
祖
先
の
た
め
で
あ
り
前
世
の
約
束
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
、
と
自

分
な
り
に
納
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
後
半
部
分
で
は
、
自
分

は
生
き
て
帰
る
と
い
い
、
家
の
こ
と
は
皆
で
や
っ
て
く
れ
、
と
も
い
っ
て
、
こ
の
時

の
清
止
さ
ん
に
は
、
死
と
生
と
の
間
で
大
き
な
迷
い
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
二
日
後
、
昭
和
＝
一
年
＝
月
八
日
、
は
じ
め
て
第
一
戦
の
戦
場
に

行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
の
手
紙
に
は
、
「
私
も
覚
悟
の
上
で
す
か
ら
も
う
私
の
こ

と
は
心
配
し
て
下
さ
る
な
　
決
し
て
不
名
誉
な
こ
と
は
致
さ
ず
立
派
に
国
家
の
た
め

に
働
き
ま
す
。
（
中
略
）
後
は
手
紙
は
出
せ
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
皆
様
元
気
で

居
て

下

さ
い
。
何
事
も
前
世
の
運
命
と
諦
め
よ
」
（
1
0
）
と
、
国
家
の
た
め
、
前
世

の

運
命
だ
か
ら
諦
め
る
し
か
な
い
と
の
心
境
が
語
ら
れ
て
い
る
。
戦
場
に
向
か
う
兵

士

た
ち
は
こ
う
し
て
否
応
な
く
死
の
覚
悟
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
闘
は
一
一
月
九
日
、
一
〇
日
、
＝
日
の
三
日
間
行
わ
れ
、
約
二
〇
名
の

死
者
が
出
た
。
そ
の
仲
間
の
死
を
体
験
し
て
清
止
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
か
く
こ
し
て

居

る
こ
と
だ
か
ら
」
（
H
）
と
書
い
て
い
な
が
ら
、
そ
の
同
じ
手
紙
に
は
「
姉
達
二

元
気
で
居
る
こ
と
を
知
ら
し
て
く
れ
」
と
追
記
し
て
い
る
。
死
の
覚
悟
の
中
に
あ
っ

て

も
家
族
を
想
っ
て
の
生
へ
の
執
着
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
死
の
淵
に
立
ち
な
が
ら
戦
場
の
兵
士
た
ち
が
最
も
願
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
れ
は
凱
旋
帰
郷
で
あ
っ
た
。
清
止
さ
ん
も
凱
旋
へ
の
期
待
の
機
会
が
あ
っ
た
。
昭

和
＝
二
年
旧
正
月
七
日
付
の
手
紙
に
、
「
此
の
前
に
言
た
○
○
を
こ
し
ら
へ
て
を
い

た
ほ
う
が
よ
い
。
此
の
頃
の
話
で
は
あ
ん
ま
り
長
く
な
い
間
に
か
へ
れ
る
か
知
れ
な

い

も
よ
う
だ
。
早
く
か
へ
っ
て
三
三
の
祝
（
妻
コ
メ
の
三
三
才
の
年
祝
い
）
と
ガ
イ

セ

ン
祝
と
一
し
ょ
に
し
た
い
ね
。
（
中
略
）
必
ず
○
○
は
こ
し
ら
へ
て
を
け
」
（
1
8
）

（○
○
は
ド
ブ
ロ
ク
の
意
味
と
推
定
さ
れ
る
）
と
書
い
て
お
り
、
清
止
さ
ん
の
周
囲

で

帰
郷
の
話
が
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
（
1
8
）
の
手
紙
の
後
、
旧
正

月
二
二
日
付
の
手
紙
は
、
ヒ
ゾ
ク
セ
イ
バ
ツ
を
し
て
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
戦
争
終

了
の
話
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
帰
郷
の
話
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で

あ
る
。
そ
こ
で
清
止
さ
ん
は
「
い
く
さ
も
し
ま
っ
た
と
思
て
居
た
が
今
度
は
又
山

を
く
の
方
に
い
く
さ
に
行
く
や
う
な
話
で
す
。
三
月
ご
ろ
か
へ
る
に
よ
か
ら
う
と
思

て

居

た
が
だ
め
だ
。
今
年
中
は
か
へ
れ
ぬ
と
思
て
居
れ
ば
ま
ち
が
い
な
か
ら
う
（
中

略
）
又
さ
け
の
こ
と
は
見
あ
わ
せ
て
く
れ
。
か
へ
る
も
か
へ
ら
な
い
も
今
十
日
位
で

わ
か
る
だ
ら
う
。
今
年
の
新
年
会
は
家
で
や
る
よ
う
に
な
っ
て
る
は
ず
だ
。
私
が
居

な
く
と
も
や
っ
て
く
れ
。
お
前
の
三
十
三
の
祝
は
私
が
行
て
か
ら
や
る
や
う
に
ね
」

（
2
0
）
と
望
郷
と
妻
恋
い
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
一
日
も
早
く
家
族

の

も
と
に
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
新
年
会
と
三
三
歳
の
祝
い
な
ど
戦
地
に
あ

っ

て

も
家
長
と
し
て
の
自
覚
と
妻
を
思
い
や
る
愛
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
2
）
記
憶

　
清
止
さ
ん
は
昭
和
＝
二
（
一
九
三
八
）
年
三
月
三
日
に
戦
病
死
し
た
。
現
在
郵
便

と
一
緒
に
息
子
の
小
原
博
さ
ん
の
も
と
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
死
亡
者
情
況
」
と
い

う
陸
軍
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
報
告
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

「
死
亡
者
情
況

　
　
一
、
死
亡
者
　
故
陸
軍
輕
重
兵
上
等
兵
　
小
原
清
止

　
　
一
、
本
籍
地
　
岩
手
縣
和
賀
郡
横
川
目
村
古
舘
壱
百
弐
拾
番
地

　
　
一
、
病
死
自
殺
其
ノ
他
変
死
中
毒
ノ
別
　
公
傷
死

　
　
一
、
病
名
　
咽
喉
頭
部
丹
毒

　
　
一
、
死
亡
場
所
　
中
華
民
国
山
西
省
臨
扮
域

　
　
一
、
死
亡
年
月
日
　
昭
和
拾
参
年
三
月
三
日
午
前
八
時
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一

、
當
時
ノ
概
要

　
　
　

昭
和
十
三
年
二
月
上
旬
山
西
省
方
面
二
作
戦
ス
ヘ
ク
行
動
ヲ
開
始
ス
ル
ヤ
第

　
　
三
大
隊
小
行
李
駆
兵
ト
シ
テ
参
加
シ
弐
月
中
旬
先
ツ
路
安
城
ヲ
攻
略
シ
更
二
西

　
　
進

シ
数
十
里
二
亙
ル
敵
ノ
堅
陣
ヲ
突
破
シ
弐
月
弐
拾
七
日
前
兵
タ
ル
第
三
大
隊

　
　

ハ
臨
沿
域
二
向
ヒ
敵
ヲ
撃
破
シ
ツ
ツ
前
進
中
同
日
午
後
一
時
頃
小
行
李
ハ
千
伏

　
　
村
二
到
リ
駄
馬
二
水
與
ノ
際
隣
接
馬
岩
美
号
急
二
前
進
シ
来
リ
テ
後
方
ヨ
リ
同

　
　

人
ノ
左
側
頚
部
ヲ
大
勤
衝
ニ
テ
強
ク
擦
過
シ
該
部
二
受
傷
セ
ル
モ
支
障
ナ
ク
其

　
　

ノ
儘
戦
闘
行
動
ヲ
継
続
シ
臨
扮
域
二
入
城
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
然
ル
ニ
一
二
月
一
日
二

　
　
至
ル

急
二
悪
化
シ
第
弐
野
戦
病
院
二
入
院
加
療
二
努
メ
タ
ル
モ
其
ノ
効
ナ
ク
遂

　
　

二
一
二
月
三
日
朝
死
亡
セ
リ

　
　
一
、
其
ノ
他
留
守
宅
参
考
事
項

　
　
　
第
三
大
隊
小
李
駆
兵
ト
シ
テ
渡
支
以
来
品
行
方
正
職
務
二
熱
心
誠
實
ニ
シ
テ

　
　
同
僚
ノ
信
望
厚
ク
積
極
的
二
任
務
ノ
遂
行
二
努
メ
殊
二
戦
闘
間
ハ
弾
雨
ヲ
冒
シ

　
　
テ

行
動

シ
以
テ
小
行
李
ノ
任
務
ヲ
完
フ
シ
タ
ル
等
賞
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
清
止
さ
ん
は
二
月
上
旬
、
山
西
省
臨
扮
県
千
伏
村
で
急
に
突
進

し
て
き
た
馬
に
左
側
頚
部
を
擦
過
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
母
親
コ
メ

さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
い
う
博
さ
ん
の
話
で
は
「
馬
に
蹴
ら
れ
て
死
ん
だ
」
と
な
っ
て

お

り
、
こ
こ
に
は
微
妙
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
博

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
と
て
も
厳
格
だ
っ
た
父
親
の
死
を
知
っ
た
時
、
真
っ
先
に
思

っ

た
の
は
「
こ
れ
で
怒
ら
れ
な
い
で
す
む
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
博
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
命
助
さ
ん
は
跡
取
り
息
子
の
死
の
シ
ョ
ッ
ク
で
ま
も

な
く
死
亡
し
た
（
昭
和
一
四
年
）
と
い
う
。
清
止
さ
ん
の
戦
死
の
公
報
は
比
較
的
早

く
、
昭
和
＝
二
年
三
月
一
四
日
か
一
五
日
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
横
川
目
村
で
一
番
早

い
戦

死
、
戦
病
死
で
あ
っ
た
。
清
止
さ
ん
の
遺
体
は
、
ち
ょ
う
ど
横
川
目
村
か
ら
同

じ
昭
和
一
二
年
八
月
二
四
日
の
動
員
令
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
人
物
が
ほ
か
に
も
三

人
一
緒
だ
っ
た
た
め
、
伍
長
の
指
揮
の
も
と
で
戦
地
に
い
た
和
尚
さ
ん
（
花
巻
市
の

人
で
当
時
二
七
歳
だ
っ
た
と
い
う
）
に
よ
る
弔
い
の
後
、
火
葬
に
付
さ
れ
て
、
骨
箱

は

軍
曹
か
将
校
か
そ
ん
な
階
級
の
人
に
付
き
添
わ
れ
て
丁
重
に
持
ち
帰
ら
れ
た
の
を

覚
え
て
い
る
と
い
う
。
骨
は
間
違
い
な
く
清
止
さ
ん
本
人
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ

る
。
三
月
末
か
四
月
に
弘
前
市
で
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
博
さ
ん
は
母
コ
メ
さ

ん

と
参
加
し
た
。
そ
し
て
合
同
慰
霊
祭
の
後
、
学
校
で
村
葬
も
盛
大
に
行
わ
れ
た
と

い
う
。
父
の
死
後
、
昭
和
一
四
年
に
二
〇
〇
〇
円
の
国
債
証
書
が
送
ら
れ
て
き
て
、

借
金

を
返
済
し
た
後
、
そ
の
利
息
九
〇
円
で
家
族
四
人
が
食
べ
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
。
村
で
一
番
早
い
戦
病
死
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
囲
か
ら
も
深
く
同
情
さ
れ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
清
止
さ
ん
の
妻
コ
メ
さ
ん
の
『
あ
の
人
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
り
に
よ
る
と
、
同
じ
横
川
目
村
出
身
で
同
じ
隊
に
所
属
し
て

い

た
兵
士
が
帰
郷
し
た
後
、
あ
ら
た
め
て
清
止
さ
ん
の
死
亡
情
況
と
そ
の
後
の
遺
体

の

取
扱
い
（
葬
儀
）
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず

死
亡
情
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
死
ん
だ
時
の
様
子
、
九
郎
殿
だ
の
友
方
殿
か
ら

後
で
詳
し
く
聞
い
た
っ
た
が
、
あ
の
人
の
死
に
方
に
し
て
は
あ
ん
ま
り
可
哀
想
だ
っ

た
ナ
。
な
ん
べ
ん
も
戦
争
さ
出
て
弾
さ
は
当
ら
ね
エ
で
い
た
っ
て
い
う
の
に
、
馬
に

蹴
ら
れ
て
死
ん
だ
な
ん
て
ス
。
な
ん
ぼ
苦
し
か
っ
た
か
。
そ
の
傷
か
ら
丹
毒
症
に
な

っ

て
、
シ
ャ
ツ
を
皆
掻
き
む
し
っ
て
、
と
な
り
の
病
人
の
卵
盗
ん
で
飲
も
う
と
し

て
、
そ
の
辺
よ
ご
し
て
朝
死
ん
で
だ
っ
て
ス
。
喉
か
わ
い
て
も
、
家
で
病
ん
だ
時
の

よ
う
に
水
飲
む
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
ん
だ
ベ
ナ
」
（
七
七
～
七
八
ペ
ー
ジ
）
と

あ
り
、
遺
体
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
「
九
郎
殿
、
友
方
殿
、
茂
治
殿
と
三
人
し
て

火

葬
に
し
て
く
れ
て
麦
粉
で
ダ
ン
ゴ
を
作
っ
て
上
げ
て
拝
ん
で
く
れ
た
っ
て
い
う

し
、
骨
っ
コ
は
間
違
い
な
く
あ
の
人
の
骨
だ
っ
て
い
う
か
ら
、
そ
れ
ば
か
り
も
い
い

と
思
わ
ね
エ
ば
な
ら
ね
エ
ナ
ス
。
で
も
口
惜
し
か
っ
た
ナ
。
オ
レ
骨
も
ら
っ
て
も
、

あ
の
骨
土
さ
埋
め
る
気
に
は
と
て
も
な
れ
な
か
っ
た
も
ヤ
。
い
つ
ま
で
も
枕
元
さ
お

い
て

寝
だ

っ

た
モ
」
（
七
八
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
（
博
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
九
郎

は

コ

メ
さ
ん
の
実
家
の
隣
に
住
ん
で
い
た
人
で
清
止
さ
ん
の
戦
死
の
時
に
仕
切
っ
て

く
れ
た
上
官
、
友
方
は
清
止
さ
ん
の
親
友
、
茂
治
は
清
止
さ
ん
の
妹
ル
リ
の
夫
だ
と
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い

う
）
。
こ
の
ほ
か
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
述
か
ら
は
未
亡
人
と
し
て
の
苦

労
と
い
う
反
面
、
出
征
当
時
抱
え
て
い
た
家
の
借
金
の
返
済
、
博
さ
ん
の
農
学
校
入

学
、
娘
節
子
さ
ん
の
結
婚
時
の
着
物
の
反
物
の
購
入
な
ど
が
で
き
て
経
済
的
に
助
か

っ

た
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
「
支
那
事
変
」
開
戦
当
初
と
い
う
清
止

さ
ん
の
戦
病
死
の
時
期
が
、
後
の
「
大
東
亜
戦
争
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
遺
体
の
取
扱
い
や
二
〇
〇
〇
円
の
国
債
証
書
の
受
領
な
ど
比

較
的
恵
ま
れ
た
対
応
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
死
者
の
表
象
物

　
一
般
に
死
者
の
表
象
物
と
し
て
は
、
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
墓
石
、
仏
壇
や
寺

に

納
め
ら
れ
て
い
る
位
牌
、
屋
内
の
座
敷
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る
額
縁
入
り
の
遺
影

や
叙
勲
の
表
彰
状
、
そ
の
他
の
遺
品
な
ど
が
あ
る
。

　
清
止
さ
ん
の
遺
骨
は
、
横
川
目
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
村
の
集
会
所
に

隣
接
す
る
共
同
墓
地
の
一
画
に
あ
る
小
原
家
の
墓
地
に
納
骨
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
忠

霊
塔

に
も
分
骨
さ
れ
納
骨
さ
れ
て
い
る
。
清
止
さ
ん
の
墓
石
が
建
立
さ
れ
た
の
は
昭

和
一
五
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
墓
石
の
正
面
に
は
「
義
心
院
忠
勲
清
止
居
士
」
、

裏
面
に
は
「
故
陸
軍
輕
重
兵
上
等
兵
勲
八
等
小
原
清
止
昭
和
十
二
年
九
月
一
日
支
那

事
変
応
召
歩
兵
第
三
十
一
聯
隊
二
入
ル
同
十
三
年
三
月
三
日
支
那
山
西
省
臨
沿
野
戦

病
院
二
於
テ
公
病
死
行
年
三
十
七
歳
　
昭
和
十
五
年
七
月
男
小
原
博
建
之
」
と
あ

る
。
位
牌
は
自
宅
の
仏
壇
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
檀
家
で
あ
る
東
光
寺
（
曹

洞
宗
・
花
巻
市
笠
間
）
の
位
牌
堂
に
納
め
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
仏
壇
の
位
牌
に

は

「
昭
和
十
三
年
俗
名
小
原
清
止
　
元
義
心
院
忠
勲
清
止
居
士
霊
　
三
月
三
日
旧

二
月
二
日
行
年
三
十
七
才
没
　
日
支
事
変
二
応
召
中
陣
没
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
仏
壇
の
あ
る
ザ
シ
キ
（
座
敷
）
に
は
昭
和
＝
二
年
三
月
三
日
付
け
で
叙
勲
の
賞
状

が
か

け
ら
れ
て
い
る
。
床
の
間
の
あ
る
オ
ク
ザ
シ
キ
（
奥
座
敷
）
に
は
遺
影
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
清
止
さ
ん
の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
表
象
物
と
し
て
は
、
墓
地
と
墓

石
、
忠
霊
塔
、
仏
壇
の
位
牌
、
寺
に
あ
る
位
牌
、
遺
影
、
表
彰
状
な
ど
が
あ
る
。
そ

の

う
ち
墓
地
や
寺
へ
参
る
機
会
は
盆
や
彼
岸
な
ど
一
年
の
う
ち
で
も
限
ら
れ
て
お

り
、
日
常
的
な
記
憶
保
存
は
仏
壇
の
位
牌
や
奥
座
敷
に
か
け
ら
れ
た
遺
影
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
横
川
目
村
の
忠
霊
塔
は
村
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
社
に
隣
接
し
た
場
所
に
設
け
ら

れ
て

お
り
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
日
支
事
変
、
大
東
亜
戦
争
で
戦
死
、
戦
病
死

し
た
村
人
一
八
九
柱
の
遺
骨
が
分
骨
さ
れ
納
骨
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
毎
年
八
月
七

日
に
横
川
目
の
遺
族
会
に
よ
っ
て
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
毎
年
参

加
者
を
代
表
し
て
博
さ
ん
が
導
師
役
を
つ
と
め
て
お
経
を
あ
げ
て
い
る
。
一
方
、
檀

家
の

東
光
寺
で
は
八
月
三
〇
日
に
檀
家
の
戦
死
者
二
二
五
名
全
員
の
戒
名
と
名
前
を

あ
げ
て
僧
侶
に
よ
る
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
博
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
清
止
さ
ん
は
一

番
先
に
戦
死
し
た
た
め
、
毎
年
一
番
最
初
に
戒
名
と
名
前
が
読
ま
れ
る
と
い
う
。

　
ま
た
戦
没
者
の
追
悼
と
慰
霊
の
行
事
と
し
て
は
、
旧
和
賀
町
、
北
上
市
、
岩
手
県

を
そ
れ
ぞ
れ
単
位
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
旧
和
賀
町
を
単
位
と
し
て
は
遺
族
会

主
催
の
追
悼
式
と
和
賀
町
英
霊
を
守
る
会
が
主
催
す
る
追
悼
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
六
（
一
九
九
五
）
年
ま
で
は
八
月
に
旧
和
賀
町
全
体
の
追
悼
式
が
竪
川
目
に
あ

る
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
和
賀
町
内
に
あ
る
慶
勝
寺

（曹
洞
宗
）
、
光
林
寺
（
浄
土
真
宗
）
、
千
徳
寺
（
曹
洞
宗
）
、
将
軍
寺
（
曹
洞
宗
）
の

四
力
寺
の
僧
侶
に
よ
っ
て
お
経
が
あ
げ
ら
れ
、
遺
族
会
の
各
位
が
一
本
ず
つ
献
花
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
追
悼
式
は
北
上
市
か
ら
の
一
五
万
円
の
補
助
金
で
営
ま
れ
て
い

た
が
、
戦
後
五
〇
年
目
に
あ
た
る
平
成
六
（
一
九
九
五
）
年
を
も
っ
て
予
算
が
打
ち

切

ら
れ
た
た
め
中
止
と
な
っ
た
と
い
う
。
遺
族
会
と
は
別
に
和
賀
町
英
霊
を
守
る
会

が
主
催
す
る
追
悼
式
も
八
月
下
旬
に
竪
川
目
の
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

た
が
、
数
年
前
に
こ
の
会
も
解
散
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
北
上
市
を
単
位
と
す
る
追
悼
と
慰
霊
の
行
事
と
し
て
は
、
諏
訪
神
社
の
春
秋
の
祭

典
の
後
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
、
大
和
神
社
の
大
祭
と
そ
の
後
行
わ
れ
る
市
主
催
の
追
悼

式
と
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
に
は
戦
没
者
の
霊
魂
（
み
た
ま
）
一
九
〇
〇
柱
が
ま
つ
ら
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れ
て

お
り
、
遺
族
は
奉
賛
会
に
所
属
し
て
、
そ
こ
で
春
秋
二
回
、
神
社
の
祭
典
の
後

慰
霊
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
和
神
社
で
は
四
月
三
〇
日
に
大
祭
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
市
民
会
館
で
北
上
市
主
催
の
追
悼
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
参

加

は
自
由
で
、
参
加
者
に
は
紅
白
の
饅
頭
が
配
ら
れ
る
。

　

岩
手
県
を
単
位
と
す
る
追
悼
と
慰
霊
の
行
事
と
し
て
は
、
盛
岡
市
の
護
国
神
社
の

春
秋
の
大
祭
と
八
月
三
一
日
に
行
わ
れ
る
岩
手
県
の
追
悼
式
と
が
あ
る
。
護
国
神
社

に
は
岩
手
県
内
三
万
三
〇
〇
〇
柱
の
霊
魂
（
み
た
ま
）
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
岩
手

県
の
追
悼
式
に
お
い
て
は
遺
族
会
と
英
霊
を
守
る
会
が
参
加
し
て
、
県
民
会
館
（
数

年
前
に
都
南
文
化
会
館
に
変
更
）
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
県
内
六
四
市
町

村
の
遺
族
会
の
主
催
で
護
国
神
社
の
前
に
テ
ン
ト
を
は
っ
て
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
に
は
村
ご
と
の
遺
族
会
か
ら
約
五
名
ず
つ
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
博
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
清
止
さ
ん
の
名
前
は
墓
地
、
仏
壇
、
寺
で
は
戒
名
で

記

さ
れ
て
い
る
が
、
忠
霊
塔
、
護
国
神
社
、
靖
国
神
社
、
表
彰
状
で
は
俗
名
で
記
さ

れ
て

い

る
と
い
う
。
一
方
、
県
の
追
悼
式
に
は
写
真
も
名
前
も
と
く
に
表
示
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　
博
さ
ん
は
昭
和
六
二
年
に
退
職
す
る
ま
で
中
学
校
教
諭
と
し
て
つ
と
め
、
日
教
組

の
組
合
員
と
し
て
熱
心
に
活
動
し
、
研
究
会
で
さ
か
ん
に
発
表
を
行
っ
た
り
も
し
た

た
め
、
教
育
委
員
会
か
ら
は
に
ら
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
一
方
、
靖
国

反
対
、
君
が
代
反
対
を
唱
え
る
日
教
組
に
対
し
、
「
父
親
が
戦
争
の
犠
牲
者
な
の
だ

か

ら
神
様
に
ま
つ
っ
て
あ
る
靖
国
神
社
に
参
る
の
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
だ
、
慰
霊
祭

が

な
ぜ
い
け
な
い
の
だ
、
個
人
で
神
社
に
参
る
の
は
当
然
だ
」
と
主
張
し
、
組
合
活

動
の

な
か
で
口
論
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い
う
。
退
職
後
、
岩
手
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局
に
つ
と
め
、
平
成
五
年
、
母
親
の
コ
メ
さ
ん
の
強
い
希
望

に
よ
っ
て
横
川
目
へ
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
遺
族
会
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
就
任

し
た
。
毎
年
、
岩
手
県
の
慰
霊
祭
お
よ
び
追
悼
式
に
三
回
、
北
上
市
の
慰
霊
祭
お
よ

び
追
悼
式
に
三
回
、
そ
し
て
横
川
目
村
の
忠
霊
塔
の
慰
霊
祭
へ
の
遺
族
会
会
員
へ
の

案
内
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
年
に
一
回
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
も
企
画
す
る
な
ど
熱
心
に

遺
族
会
の
世
話
役
を
つ
と
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
博
さ
ん
は
横
川
目
遺
族
会
会
長
と

い

う
立
場
か
ら
慰
霊
祭
や
追
悼
式
の
す
べ
て
に
直
接
関
与
し
、
忠
霊
塔
で
の
慰
霊
祭

に
お
い
て
は
導
師
役
を
つ
と
め
る
な
ど
積
極
的
に
戦
没
者
の
追
悼
と
慰
霊
を
行
っ
て

い

る
。
そ
の
博
さ
ん
が
「
父
の
死
ん
だ
山
西
省
臨
扮
に
は
、
生
き
て
い
る
間
に
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
の
言
葉
に
は
、
清
止
さ
ん
が
息
を
引

き
取
っ
た
現
地
に
行
く
こ
と
が
最
も
父
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
死

者
へ
の
追
悼
と
慰
霊
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
横
川
目
村
、
和
賀
町
、
北
上
市
、
岩
手
県
を
そ
れ
ぞ
れ
単
位
と
し
た

慰
霊
祭
や

追
悼
式
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
博
さ
ん
は
平
成
六
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

和
賀
町
全
体
の
慰
霊
祭
や
追
悼
式
が
一
番
よ
か
っ
た
と
い
う
。
同
郷
の
同
じ
境
遇
の

顔
見
知
り
同
士
が
集
ま
っ
て
行
う
慰
霊
祭
や
追
悼
式
に
お
い
て
は
死
者
に
関
す
る
記

憶
が

よ
り
強
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上

の

よ
う
に
死
者
を
表
象
す
る
物
と
し
て
は
家
屋
内
の
仏
壇
（
位
牌
）
や
遺

影
、
墓
地
の
墓
石
や
忠
霊
塔
、
寺
や
神
社
、
と
い
う
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
表
象
物
に
対
応
し
て
戒
名
や
俗
名
で
死
者
を
表
現
し
な
が
ら
供
養
や
慰
霊

の
儀
礼
が
行

わ
れ
て
い
る
一
方
、
旧
村
、
町
、
市
、
県
、
そ
し
て
国
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

幾
重
に
も
重
な
っ
て
集
団
的
な
追
悼
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
死
者
を
表
象
す
る
物
の
保
存
や
儀
礼
へ
の
参
加
の
心
理
的
中
核
に
あ
る
の

は
、
生
き
残
っ
た
者
が
悲
惨
な
戦
死
や
戦
病
死
を
と
げ
た
死
者
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ま
い
と
す
る
気
持
ち
で
あ
り
、
霊
魂
（
み
た
ま
）
の
安
ら
か
な
る
こ
と
へ
の
願
い
で

あ
る
と
い
え
る
。

⑧
菅
沼
義
平
さ
ん
の
生
と
死

（
1
）
記
録

藤
根
村
の
菅
沼
義
平
さ
ん
（
明
治
四
四
年
生
ま
れ
）
は
、
三
度
の
応
召
の
末
、
昭
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和
二
〇
年
二
月
二
二
日
に
ル
ソ
ン
島
リ
ザ
ー
ル
県
ダ
ン
バ
リ
ッ
ド
に
お
い
て
戦
死
し

た
。
第
一
回
目
の
応
召
は
昭
和
八
年
六
月
一
一
日
で
現
役
兵
と
し
て
近
衛
歩
兵
第
三

連
隊
機
関
銃
隊
に
入
営
し
、
翌
九
年
＝
一
月
一
〇
日
に
帰
休
除
隊
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
第
二
回
目
は
昭
和
一
六
年
七
月
一
七
日
に
臨
時
召
集
に
よ
っ
て
北
部
第
二
一
部

隊
に
入
隊
し
、
満
州
へ
渡
り
、
昭
和
一
八
年
二
月
一
六
日
に
召
集
解
除
と
な
っ
て
帰

郷

し
た
。
そ
し
て
第
三
回
目
は
戦
局
も
厳
し
く
な
っ
た
昭
和
一
九
年
六
月
一
六
日
、

再
び

召
集
さ
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
派
遣
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
二
月
一
三
日
、
ル
ソ

ン
島
リ
ザ
ー
ル
県
ダ
ン
バ
リ
ッ
ド
に
お
い
て
戦
死
し
た
。
当
時
三
四
歳
で
、
海
上
挺

進
基
地
第
二
〇
大
隊
陸
軍
伍
長
で
あ
っ
た
。

　
菅
沼
家
は
三
代
目
当
主
寛
司
さ
ん
が
整
理
し
た
位
牌
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
文
久
元

年
に
惣
次
郎
と
い
う
人
物
が
分
家
し
て
家
を
興
し
た
。
そ
れ
か
ら
義
平
さ
ん
で
五
代

目
と
な
る
。
寛
司
さ
ん
の
代
に
財
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
妻
ゑ
ん
さ

ん

は

菅
沼
家
の
長
女
で
、
後
に
弟
が
三
人
生
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
跡
を
継
い

だ
。
し
か
し
、
寛
司
さ
ん
と
ゑ
ん
さ
ん
の
夫
婦
に
は
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

ゑ

ん

さ
ん
の
三
人
の
弟
の
う
ち
末
の
弟
の
五
助
さ
ん
に
跡
を
と
ら
せ
た
。
こ
の
よ
う

な
相
続
は
こ
の
頃
よ
く
と
ら
れ
た
方
法
で
「
弟
家
督
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
五

助
さ
ん
の
妻
ヤ
ス
さ
ん
は
大
本
家
か
ら
も
ら
っ
た
嫁
で
、
子
供
も
四
人
生
ま
れ
た

が
、
大
正
一
〇
年
、
四
人
目
を
出
産
す
る
と
き
に
三
三
歳
で
死
亡
し
た
。
こ
の
時
、

義
平
さ
ん
は
小
学
校
に
入
っ
た
頃
で
、
そ
の
後
、
祖
母
の
ゑ
ん
さ
ん
に
育
て
ら
れ

た
。
ゑ
ん
さ
ん
は
孫
の
義
平
さ
ん
を
母
親
代
わ
り
に
な
っ
て
育
て
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
昭
和
四
年
七
月
に
盛
岡
の
病
院
で
蓄
膿
症
の
手
術
の
た
め
に
入
院
し

た
折
に
も
ゑ
ん
さ
ん
が
付
き
添
い
に
来
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（
筆
者
註
高

橋
峯
次
郎
宛
の
手
紙
（
5
5
）
）
。

　

現
在
、
妻
の
ワ
カ
さ
ん
（
大
正
五
年
生
ま
れ
）
に
よ
っ
て
、
現
役
の
時
を
除
く
二

回
の
出
征
中
の
手
紙
合
計
二
二
通
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
義
平
さ
ん
は
高
橋

峯
次
郎
の
縁
戚
に
あ
た
り
、
青
年
学
校
に
も
関
係
し
て
い
た
た
め
、
峯
次
郎
か
ら
の

新
聞
や
『
真
友
』
の
送
付
に
応
え
て
出
し
た
義
平
さ
ん
の
手
紙
が
峯
次
郎
に
よ
っ
て

他
の

教
え
子
た
ち
か
ら
の
手
紙
と
一
緒
に
合
計
六
〇
通
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
役
の

時
の
も
の
が
三
二
通
、
第
一
回
目
の
召
集
の
時
の
も
の
が
二
二
通
、
出
征
中
以
外
の

時
期
の
も
の
や
日
時
不
明
の
も
の
が
五
通
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
平
さ
ん
の
手
紙
に

は
、
家
族
へ
宛
て
た
も
の
と
、
高
橋
峯
次
郎
へ
宛
て
た
も
の
と
の
二
種
類
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
義
平
さ
ん
が
峯
次
郎
宛
て
に
出
し
た
手
紙
で
あ
る
が
、
現
役
兵
の
時
（
昭

和
八
年
六
月
一
一
日
か
ら
昭
和
九
年
一
二
月
一
〇
日
）
に
出
し
た
手
紙
は
（
1
）
～

（
3
2
）
ま
で
の
三
二
通
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
入
営
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
除
隊

の
挨
拶
で
終
わ
る
ま
で
、
訓
練
や
演
習
の
報
告
や
新
聞
送
付
の
お
礼
、
峯
次
郎
の
息

子
友
次
郎
の
面
会
、
義
平
さ
ん
の
弟
の
現
役
志
願
、
義
平
さ
ん
の
入
院
、
昇
進
な
ど

の

近
況
報
告
で
あ
る
。
次
に
、
満
州
出
征
（
昭
和
一
六
年
七
月
か
ら
昭
和
一
八
年
二

月
）
中
に
出
し
た
手
紙
は
、
（
3
3
）
～
（
5
4
）
ま
で
の
二
二
通
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

「
軍
務

に
精
励
」
、
「
眞
友
」
送
付
の
お
礼
、
青
年
学
校
の
後
進
や
村
の
様
子
を
尋
ね

る
も
の
、
そ
し
て
簡
単
な
近
況
報
告
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
「
眞
友
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
日
は
嬉
し
い
「
眞
友
」
を
御
贈
り
下
さ

い

ま
し
て
非
常
に
珍
し
く
拝
見
さ
し
て
戴
き
ま
し
た
。
誌
上
の
皆
様
の
動
静
が
手
に

と
る
様
に
判
り
ま
し
た
」
（
4
9
）
、
「
我
等
の
最
も
愛
す
る
眞
友
は
、
そ
の
後
益
々
内

容
を
充
実
な
さ
れ
ま
し
て
、
前
線
の
将
兵
を
ど
れ
丈
励
ま
し
て
く
れ
て
戦
斗
力
に
影

響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
と
感
謝
に
不
堪
へ
ま
せ
ん
。
就
き
ま
し
て
は
同
封
の
御
金
は
甚

だ

些
少
な
も
の
で
す
け
ど
、
眞
友
発
行
の
為
に
御
使
用
下
さ
れ
ま
す
な
ら
ば
、
幸
甚

至
極
で
あ
り
ま
す
」
（
3
6
）
、
「
先
日
は
嬉
し
き
眞
友
を
御
送
付
下
さ
れ
有
難
く
御
礼

申
上
ま
す
。
前
線
に
あ
る
者
は
、
何
ん
な
に
雀
躍
し
て
見
た
こ
と
か
と
思
ひ
ま
す
」

（
4
5
）
の
三
通
に
書
か
れ
て
お
り
、
「
眞
友
」
に
よ
っ
て
村
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
「
眞
友
」
発
行
を
援
助
す
る
た
め
に

資
金
を
送
付
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

ま
た
、
義
平
さ
ん
が
い
る
戦
地
の
緊
張
を
伝
え
る
手
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
み
ら
れ
る
。

242



関沢まゆみ［農民兵士の生と死］

　
「
前
略
　
皆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
私
も
元
気
に
て
働
い
て

居
り
ま
す
。
村
で
ハ
も
う
稲
刈
で
あ
り
ま
せ
う
。
青
年
学
校
方
面
も
御
多
忙
で

撫
や

御
骨
折
の
事
と
思
ひ
ま
す
。
来
る
可
き
査
関
に
ハ
活
気
あ
る
教
授
訓
練
の

下
、
優
秀
な
る
成
績
を
獲
得
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
大
陸
に
も
秋
は
訪

れ
、
秋
草
の
花
も
綺
麗
に
咲
い
て
ゐ
ま
す
。
某
国
の
汽
車
も
煙
を
吐
い
て
走
っ

て
ゐ

ま
す
。
ハ
ガ
キ
し
か
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
、
や
っ
て
ゐ
る
こ

と
も
○
○
　
先
づ
は
」
（
3
4
）
（
○
○
は
秘
密
か
）
（
昭
和
口
年
九
月
二
一
日
）

　
「
前
略
御
免
下
さ
い
。
其
後
、
先
生
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
降

小
生

ら
至
極
元
気
で
軍
務
に
励
ん
で
ゐ
ま
す
。
村
で
は
旧
お
盆
も
過
ぎ
ま
し
た

ね
。
今
年
の
招
魂
祭
ハ
何
う
で
し
た
ら
う
？
青
年
学
校
の
方
も
御
多
忙
の
事
で

あ
り
ま
せ
う
。
清
口
君
善
一
君
等
も
非
常
に
骨
が
折
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
せ

う
。
合
同
祝
祭
や
指
導
員
研
究
会
、
晦
…
や
優
秀
な
成
績
を
飾
っ
た
こ
と
・
察
し

て

ゐ

ま
す
。
来
る
べ
き
教
練
査
関
ハ
優
秀
な
成
績
を
以
て
過
さ
れ
る
様
、
遙
か

比
満
の
地
か

ら
御
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
し
か
許
さ
れ
ぬ
故
、
悪
し
か
ら

ず
」
（
3
7
）

　
「
随
分
長
ら
く
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
御
元
気
に
て
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で

村
の

為
め
、
青
年
指
導
の
為
め
御
奔
走
な
さ
れ
る
姿
が
胸
に
浮
か
ん
で
参
り
ま

す
。
私
も
元
気
に
て
務
め
て
ゐ
ま
す
。
去
る
青
年
學
校
査
閲
は
優
秀
な
る
成
績

を
収
め
ら
れ
し
由
、
ほ
ん
と
に
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
先
生
を
初
め
、
職
員

御
一
同
様
方
の
御
蓋
力
の
段
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。
横
川
目
の
指
導
員
方
は
、

親
し
い
人
達
に
変
っ
た
筈
で
し
た
ね
。
北
満
の
地
も
寒
さ
愈
々
本
格
的
に
な
っ

て

き
ま
し
た
。
何
も
詳
し
い
こ
と
も
、
又
封
書
も
止
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
御
諒

承
下

さ
い
。
御
歳
暮
も
目
鹿
に
迫
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
御
元
気
に
て
御
越
年
あ

ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
（
5
3
）
（
昭
和
一
六
年
年
末
か
）

　
「
十
億
の
赤
誠
以
っ
て
、
昭
和
の
十
七
年
は
朗
ら
か
に
明
け
ま
し
た
。
青
年

學
校
の
教
授
訓
練
、
軍
事
的
に
ブ
チ
込
ん
で
下
さ
い
。
指
導
員
諸
氏
や
先
生
方

に
よ
ろ
し
く
。
今
後
一
寸
御
便
り
出
し
兼
ね
ま
す
」
（
3
8
）
（
昭
和
一
七
年
一
月

四
日
）

　

こ
の
よ
う
に
「
ハ
ガ
キ
し
か
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
　
や
っ
て
ゐ
る
こ

と
も
○
○
」
（
3
5
）
、
「
ハ
ガ
キ
し
か
許
さ
れ
ぬ
故
、
悪
し
か
ら
ず
」
（
3
7
）
、
「
何
も
詳

し
い
こ
と
も
、
又
封
書
も
止
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
ご
諒
承
下
さ
い
」
（
5
3
）
、
「
今
後

一
寸
御
便
り
出
し
兼
ね
ま
す
」
（
3
8
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
戦
地
か
ら
の
情
報
が
制

限
さ
れ
る
一
方
、
村
の
様
子
を
尋
ね
る
文
章
が
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
一
方
、
義
平
さ
ん
か
ら
家
族
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
が
、
妻
ワ
カ
さ
ん
に
よ
っ
て

現
役
兵
の
時
の
も
の
を
除
き
計
二
二
通
が
現
在
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
て
い
る
。
い
ず

れ

も
年
月
日
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
満
州
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く

（
一
〇

通
）
、
盛
岡
（
一
通
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二
通
）
か
ら
の
も
の
も
あ
る
。
宛
名

を
み
る
と
ワ
カ
さ
ん
に
宛
て
た
も
の
が
多
い
。

　
手
紙
の
内
容
を
み
る
と
、
義
平
さ
ん
を
親
代
わ
り
に
育
て
て
く
れ
た
祖
母
ゑ
ん
さ

ん

を
気
遣
う
も
の
と
田
の
様
子
な
ど
農
作
業
を
気
に
か
け
て
い
る
も
の
と
が
注
目
さ

れ

る
。
と
く
に
、
ゑ
ん
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
ゑ
ん
さ
ん
宛
て
の
手
紙
は
二
通
（
9
、

1
3
）
だ
け
で
あ
る
が
他
の
家
族
宛
の
葉
書
や
手
紙
の
な
か
で
も
し
ば
し
ば
触
れ
ら

れ
、
「
お
婆
様
に
は
体
を
大
事
に
な
さ
れ
て
下
さ
い
」
（
1
）
、
「
御
婆
さ
ん
を
初
め
家

内
皆
ん
な
豆
し
い
由
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
（
略
）
御
婆
さ
ん
は
毎
日
ス
ゴ
あ
み
の

由
御
金
を
た
め
ず
、
御
菓
子
で
も
食
べ
る
様
に
云
っ
て
く
れ
。
先
頃
の
小
包
は
ほ
ん

と
に
あ
り
が
た
く
頂
い
た
事
も
だ
」
（
4
）
、
「
御
婆
さ
ん
を
初
め
家
内
中
ま
め
し
く

て

働
い
て
ゐ
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
」
（
5
）
、
「
御
婆
様
や
御
母
上
様
に
も
よ

ろ
し
く
た
の
む
」
（
6
）
、
「
御
婆
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
」
（
7
）
、
「
そ
の
後
御
婆
様
に

は

御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
御
伺
い
申
上
ま
す
。
定
め
し
御
達
者
に
て
御
子
守
や
ら

何
か

に
と
ほ
ん
と
に
御
苦
労
様
で
す
。
（
中
略
）
御
婆
様
は
七
十
⊥
ハ
に
な
る
処
で
す
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が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
て
ゐ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
必
ず
御
婆
様
の
御
顔
を
拝
見
す
る

日
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ゐ
ま
す
」
（
1
3
）
、
「
御
婆
さ
ん
其
後
は
達
者
で
す
か
。
あ
ま

り
働
い
て
体
を
す
て
な
い
様
に
御
気
を
つ
け
ら
れ
下
さ
い
」
（
9
）
、
「
御
婆
さ
ん
に
よ

っ

く
読
ん
で
き
か
せ
て
く
れ
、
手
紙
あ
り
が
た
か
っ
た
、
あ
の
歌
は
」
（
1
1
）
、
「
御
婆

様
に
は
御
変
り
な
く
御
働
き
で
す
か
」
（
1
2
）
、
な
ど
、
気
遣
い
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　
農
作
業
に
つ
い
て
は
、
「
稲
作
、
平
年
作
く
ら
い
に
は
行
く
と
の
由
安
心
い
た
し

ま
し
た
。
前
田
も
今
年
は
実
入
り
は
何
ら
で
し
た
ら
う
？
」
（
2
）
、
「
小
原
の
差
葺

も
終
り
稲
刈
も
大
分
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
外
の
人
の
手
紙
で
は
五
分
作
と

か
、
七
分
作
と
か
云
っ
て
ゐ
る
が
、
家
の
事
も
正
直
な
処
何
の
位
だ
か
」
（
4
）
、

「稲
刈
ハ
何
の
位
に
な
り
ま
し
た
か
」
（
5
）
、
「
今
は
稲
こ
き
盛
ん
で
せ
う
」
（
6
）
、

「
こ
の
ハ
ガ
キ
の
届
く
頃
は
田
打
も
終
っ
た
こ
ろ
か
、
又
は
田
こ
な
し
で
も
始
ま
っ

て

ゐ

る
だ
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。
今
年
の
田
打
始
め
に
は
馬
な
ら
し
は
何
ら
で
し
た

ら
う
か
」
（
7
）
、
「
今
で
は
二
番
除
草
も
初
ま
っ
て
ゐ
る
頃
か
」
（
8
）
、
「
供
出
米
は

完
納
し
た
で
せ
う
か
」
（
1
2
）
、
「
稲
扱
き
も
す
つ
か
り
と
終
っ
た
で
せ
う
。
今
年
は

収
穫
も
あ
っ
た
で
せ
う
。
供
出
米
の
方
は
何
の
位
で
せ
う
か
、
御
知
ら
せ
下
さ
い
」

（
1
3
）
、
な
ど
、
家
族
の
田
の
仕
事
や
米
の
出
来
具
合
に
つ
い
て
案
じ
て
い
る
も
の
が

多
い
。

　

こ
こ
で
、
峯
次
郎
宛
て
の
手
紙
と
家
族
宛
て
の
手
紙
を
比
べ
て
み
る
と
大
変
興
味

深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
峯
次
郎
宛
て
の
手
紙
に
は
義
平
さ
ん
の
近
況
報
告
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
満
州
出
征
中
の
手
紙
に
は
「
何
も
詳
し
い
こ
と
も
、
封
書
も
止
め
ら
れ

て

ゐ

ま
す
」
「
今
後
一
寸
御
便
り
出
し
兼
ね
ま
す
」
な
ど
、
戦
地
か
ら
の
情
報
が
制

限

さ
れ
て
い
た
、
そ
の
緊
張
し
た
状
況
も
正
直
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
家

族
へ
は
余
計
な
心
配
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
そ
の
よ
う
な
文
言
は
書
か
れ
て
は
い
な

か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
真
友
』
送
付
の
御
礼
、
青
年
学
校
の
後
進
の
者
や

村
の
様
子
を
尋
ね
る
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ

れ

た
後
の
手
紙
は
家
族
に
は
二
通
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
峯
次
郎
に
は
一
通
も
残
さ

れ
て

い

な
い
。
緊
迫
し
た
戦
況
の
中
で
葉
書
や
手
紙
を
出
す
余
裕
も
な
く
な
っ
て
い

っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ブ
イ
リ
ピ
ン
か
ら
家
族
宛
に
出
さ
れ
た
手
紙
は
次
の
二
通
で
あ
る
。
一
通
目
の
手

紙
は
父
宛
て
（
1
2
）
、
二
通
目
は
祖
母
ゑ
ん
さ
ん
宛
て
（
1
3
）
で
あ
る
。

　
「
そ
の
後
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
々
様
に

は
定
め
し
御
壮
健
に
て
秋
の
収
穫
に
多
忙
な
こ
と
と
遠
察
申
上
ま
す
。
御
婆
様

に
は
御
変
り
な
く
御
働
き
で
す
か
。
盛
、
光
子
（
注
、
義
平
さ
ん
の
次
男
、
次

女
）
等
の
子
守
に
て
御
苦
労
様
で
す
。
私
も
途
中
圭
心
な
く
元
気
に
て
表
記
に
到

着
い
た
し
服
務
い
た
し
居
り
ま
す
故
、
他
事
乍
ら
御
口
心
く
だ
さ
い
。
当
地
は

年
中
夏
の
国
で
す
。
今
が
一
番
寒
い
時
な
さ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
蝿
は
澤
山
居

り
、
夜
蚊
や
蛍
が
飛
ん
で
ゐ
ま
す
。
バ
ナ
ナ
や
椰
子
の
実
な
ど
あ
り
食
べ
ら
れ

ま
す
。

　
村
か
ら
一
緒
に
来
た
者
、
七
三
、
克
巳
、
石
田
、
松
沼
（
長
沼
）
、
権
蔵
等

皆
ん

な
元
気
で
ゐ
ま
す
。
今
が
丁
度
御
七
書
夜
の
頃
と
思
い
此
の
手
紙
を
書
い

て

ゐ

ま
す
。
黒
沢
尻
の
御
口
も
ち
き
で
す
ね
。
家
の
仔
馬
も
大
き
く
な
っ
た
で

せ
う
か
。
ニ
ハ
ト
リ
は
卵
を
産
ミ
ま
す
か
。
供
出
米
は
完
納
し
た
で
せ
う
か
。

　
清

君
（
注
義
平
さ
ん
の
長
男
）
に
　
　
清
君
二
学
期
も
な
く
な
る
所
で
す

ね
。
大
い
に
勉
強
し
ま
し
た
か
。
よ
く
お
母
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
守
り
勉
強
し

た
り
手
つ
だ
い
し
た
り
す
る
の
で
す
よ
。
通
信
簿
が
き
た
ら
何
が
良
と
か
優
と

か
書
い
て
此
の
ハ
ガ
キ
の
と
り
返
事
を
出
し
て
下
さ
い
。
家
の
方
に
て
変
っ
た

こ
と
は
何
か
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
皆
様
寒
く
な
る
折
柄
御
身
大
切
に
、
サ
ヨ
ナ

ラ
」
（
1
2
）

　
「
そ
の
後
御
婆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
御
伺
い
申
上
ま
す
。
定
め

し
御
達
者
に
て
御
子
守
や
ら
何
か
に
と
ほ
ん
と
に
御
苦
労
様
で
す
。
随
分
長
ら

く
御
無
沙
汰
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
最
も
早
い
つ
も
り
の
便
り
で
す
。
今
は

黒
澤
尻
の
お
口
の
頃
で
せ
う
ね
。
稲
扱
き
も
す
つ
か
り
と
終
っ
た
で
せ
う
。
今
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年
は
収
穫
も
あ
っ
た
で
せ
う
。
供
出
米
の
方
は
何
の
位
で
せ
う
か
、
御
知
ら
せ

下

さ
い
。
こ
の
便
り
の
少
し
前
に
や
は
り
飛
行
郵
便
を
出
し
ま
し
た
が
、
私
は

途

中
圭
心
な
く
表
記
に
て
服
務
い
た
し
て
元
気
に
て
ゐ
ま
す
か
ら
御
安
心
下
さ

い
。
御
婆
様
は
七
十
六
に
な
る
処
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
て
ゐ
て
下
さ

い
。
そ
し
て
必
ず
御
婆
様
の
御
顔
を
拝
見
す
る
日
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ゐ
ま

す
。
御
友
達
の
鍋
倉
の
人
や
熊
ロ
カ
ネ
様
等
皆
達
者
（
欠
）
か
。
家
の
方
に
て

何
か
変
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
此
の
便
り
の
返
事
（
欠
）
知
ら
せ
て
下
さ
い
ま

せ
。
堀
之
内
へ
も
便
り
を
出
せ
ず
に
ゐ
る
か
ら
よ
ろ
し
く
伝
え
て
下
さ
い
。
康

志
様

は
ま
だ
帰
り
ま
せ
ん
か
。
清
水
の
（
欠
）
様
は
何
の
で
す
か
、
御
知
ら
せ

下
さ
い
。
右
一
報
ま
で
」
（
1
3
）

（欠
は
葉
書
の
左
上
部
分
が
三
角
に
切
り
取
ら
れ
て
い
た
箇
所
）

　

こ
う
し
て
最
後
ま
で
、
家
族
宛
て
の
手
紙
に
は
同
じ
よ
う
な
内
容
で
、
祖
母
の
ゑ

ん

さ
ん
を
思
い
や
る
言
葉
と
稲
の
生
育
や
農
作
業
の
心
配
な
ど
が
繰
り
返
し
繰
り
返

し
書
か
れ
て
お
り
、
家
族
に
心
配
を
か
け
る
よ
う
な
軍
隊
生
活
や
戦
闘
に
つ
い
て
は

ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
家
族
に
伝
え
た
い
言
葉
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
い
て

も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
義
平
さ
ん
の
手
紙
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
受
け

取
り
手
で
あ
っ
た
家
族
も
、
手
紙
や
葉
書
が
く
る
だ
け
で
ま
だ
無
事
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
安
心
で
き
た
と
い
う
。
ま
さ
に
家
族
宛
の
手
紙
は
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ

る
た
め
の
手
紙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
記
憶

　

ワ
カ
さ
ん
の
語
り
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
年
に
結
婚
し
、
二
男
二
女
に
恵
ま
れ
た

が
、
長
女
サ
ツ
子
は
昭
和
八
年
一
二
月
に
数
え
年
二
歳
で
死
亡
し
た
。
義
平
さ
ん
は

現
役
兵
と
し
て
東
京
で
任
務
に
つ
い
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
ワ
カ
さ
ん
が
サ
ツ
子

を
エ
ジ
コ
と
呼
ば
れ
る
藁
を
編
ん
で
作
っ
た
籠
に
座
ら
せ
て
座
敷
に
お
い
て
農
作
業

に
出
た
後
、
お
や
つ
の
時
間
に
母
乳
を
飲
ま
せ
よ
う
と
帰
っ
て
み
る
と
、
頭
か
ら
ジ

ヤ

ブ

ジ
ャ
ブ
と
汗
を
か
き
、
咳
き
込
ん
で
お
り
乳
も
吸
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
い

う
。
病
院
に
連
れ
て
行
き
酸
素
吸
入
な
ど
し
て
も
ら
っ
た
が
赤
ん
坊
は
助
か
ら
な
か

っ

た
。
子
供
が
死
ん
だ
た
め
義
平
さ
ん
を
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
が
、
大
姑
の
ゑ
ん
さ

ん

が

「途
中
で
帰
ら
せ
て
は
二
等
兵
で
階
級
が
上
が
ら
な
い
か
ら
」
と
反
対
し
た
た

め
、
義
平
さ
ん
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
ワ
カ
さ
ん
は
、
夫
は
子
供
が
死
ん
だ
の
に

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
大
姑
の
ゑ
ん
さ
ん
が
帰
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と

を
、
今
で
も
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

義
平
さ
ん
は
昭
和
二
〇
年
二
月
；
百
に
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
し
て
い
た
。
し
か
し

家
族

は
そ
れ
を
知
ら
ず
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
一
三
日
に
戦
死
の
公
報
が
入
る
ま
で

義
平
さ
ん
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
ワ
カ
さ
ん
が
盛
岡
へ
遺
骨
を
も
ら
い
に
行
っ
た

が
、
箱
の
中
に
は
木
片
と
紙
片
が
入
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
木
片
と
紙
片

は

菅
沼
家
の
先
祖
代
々
之
墓
と
刻
ま
れ
た
石
塔
に
納
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
ワ
カ
さ
ん
は
夫
が
「
死
ん
だ
と
思
え
な
い
」
の
で
、
役
場
の
遺
族
会
で

調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
た
人
は
皆
義
平
さ
ん
と
同
じ
日
に
死

亡

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
ワ
カ
さ
ん
は
「
こ
ん
な
ば
か
な
こ

と
あ
る
は
ず
な
い
」
と
思
っ
た
。
こ
の
時
ワ
カ
さ
ん
が
手
が
か
り
に
し
た
人
名
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
義
平
さ
ん
と
一
緒
に
い
た
「
村
か
ら
一
緒
に
来
た
者
、
七
三
、
克
巳
、

石

田
、
松
沼
（
長
沼
）
、
権
蔵
等
皆
ん
な
元
気
で
ゐ
ま
す
」
（
1
2
）
と
の
一
文
に
よ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
公
報
の
入
っ
た
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
た
人
の
な
か

で
、
同
じ
村
の
義
一
さ
ん
と
い
う
人
が
一
人
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
ワ
カ

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。
「
舅
の
五
助
が
駅
の
そ
ば
の
農
協
の
精
米
所

に
米
摘
き
に
行
っ
た
時
、
駅
か
ら
降
り
て
「
似
た
人
来
た
な
」
と
思
っ
た
の
で
、

「

義
一
さ
ん
」
と
聞
い
た
ら
、
「
そ
ん
だ
ん
す
」
と
言
う
の
で
、
「
義
平
、
ど
う
…
」

と
聞
く
と
、
二
緒
だ
っ
た
け
ど
、
後
、
知
ら
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
で
ル
ソ
ン

島
に
上
陸
し
た
こ
と
ま
で
は
確
認
で
き
た
」
。

　
終
戦
後
、
ま
も
な
く
義
平
さ
ん
の
弟
の
誠
さ
ん
が
妻
と
二
人
で
満
州
か
ら
引
き
上

げ
て
藤
根
村
の
実
家
に
帰
っ
て
き
た
。
ワ
カ
さ
ん
は
誠
さ
ん
の
話
で
、
引
き
上
げ
の
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図3　菅沼義平さんの墓　碑文について説明してくれるワカさん

途

中
の
船
で
、
奥
さ
ん
は
「
ロ
ス
ケ
（
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
当
時
の
蔑
称
）
に
か
わ

い
が

ら
れ
な
い
よ
う
に
髪
の
毛
を
切
っ
て
坊
ヒ
頭
に
し
た
」
と
い
い
、
藤
根
村
に
帰

っ

て

来
た
時
も
ま
だ
髪
の
毛
は
生
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
「
ロ
ス
ケ
は
子
供
が
泣

く
の
も
嫌
が
っ
た
」
と
い
う
こ
と
、
二
歳
の
子
供
を
栄
養
失
調
で
亡
く
し
、
海
に
投

げ
て

き
た
こ
と
、
な
ど
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
誠
さ
ん
は
ま
ず
一
番
に
子

供
の
墓
を
作
っ
た
と
い
う
。

　
誠

さ
ん
夫
婦
は
子
供
の
死
の
場
に
い
て
死
ん
だ
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
が
、
義
平

さ
ん
の
死
の
様
子
を
知
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ワ
カ
さ
ん
は
終
戦
後
約
二

年
の
後
に
公
報
が
入
っ
た
時
も
今
も
「
義
平
が
死
ん
だ
の
を
見
た
人
は
い
な
い
」
、

「
死
ん
だ
と
は
思
え
な
い
」
、
「
よ
そ
の
人
は
（
義
平
は
）

が
、
信
じ
た
く
な
い
」
い
う
思
い
で
い
つ
づ
け
て
い
る
。

（
3
）
死
者
の
表
象
物

死

ん
だ
、
死
ん
だ
と
い
う

　
死
者
を
表
象
す
る
物
を
、
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
墓
石
、
仏
壇
に
納
め
ら
れ
て

い

る
位
牌
、
屋
内
や
寺
堂
内
の
遺
影
や
そ
の
他
の
遺
品
に
分
け
て
み
て
み
る
と
、
義

平
さ
ん
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
、
義
平
さ
ん
の
身
体
の
一
部
と
し
て
の
遺
骨
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
ワ
カ
さ
ん

が
盛

岡
か
ら
引
き
取
っ
て
き
た
骨
箱
に
入
っ
て
い
た
の
は
木
片
だ
け
で
あ
っ
た
、
こ

れ

は
、
村
の
共
同
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
菅
沼
家
先
祖
代
々
之
墓
に
納
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
昭
和
五
二
年
、
義
平
さ
ん
の
三
三
回
忌
を
機
に
先
祖
代
々
之
墓
の
横

に
あ
ら
た
め
て
義
平
さ
ん
の
ハ
カ
〔
石
塔
）
が
建
て
ら
れ
た
。
角
柱
型
の
、
1
1
塔
の
正

面
に
は
「
故
陸
軍
伍
長
　
勲
八
等
　
菅
沼
義
平
之
墓
」
、
裏
面
に
は
「
昭
和
五
†
一
、

年
九
月
十
五
日
菅
沼
ワ
カ
　
清
　
建
之
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
正
面
に
向
か

っ

て

左

側
側
面
に
は
軍
隊
手
帳
を
も
と
に
次
の
よ
う
な
出
征
か
ら
戦
死
に
い
た
る
ま

で
の

兵
士
と
し
て
の
年
譜
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
光
殊
院
稗
義
賢
居
士
　
俗
名
義
平
　
行
年
三
十
三
オ

　
昭
和
八
年
六
月
十
一
日
現
役
兵
ト
シ
テ
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊
二
入
営

　

昭
和
九
年
十
二
月
十
日
帰
休
除
隊

　
昭
和
卜
六
年
ヒ
月
臨
時
召
集
北
部
第
一
、
十
一
部
隊
二
入
隊
野
戦
道
路
第
三
中
隊
二

　
編
入

　
昭
和
十
六
年
八
月
盛
岡
出
発
満
州
東
安
省
虎
林
県
林
着
関
東
軍
ノ
隷
下
二
入
リ
道

　
路
改

修
整
備
及
ビ
陣
内
補
強
作
業
二
従
事

　

昭
和
十
八
年
二
月
召
集
解
除

　
昭
和
卜
九
年
九
月
第
一
．
回
召
集
比
島
派
遣
威
七
一
．
⊥
ハ
○
部
隊
二
編
入

　
昭
和
二
十
年
二
月
十
三
日
比
島
ル
ソ
ン
島
リ
ザ
ー
ル
州
ダ
ン
バ
リ
ッ
ト
ノ
戦
闘
ニ

　
テ

戦
死
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ま
た
、
小
田
嶋
恭
二
「
高
橋
峯
次
郎
と
七
千
通
の
軍
事
郵
便
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
昭
和
二
六
年
に
峯
次
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
平
和
観
音
堂
内
の
長
押

に
は
他
の
教
え
子
た
ち
と
一
緒
に
義
平
さ
ん
の
小
さ
な
写
真
も
か
け
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
、
峯
次
郎
の
個
人
的
反
省
世
界
の
中
に
義
平
さ
ん
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

家
の
仏
壇
に
は
義
平
さ
ん
の
位
牌
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
白
木
の
繰
り
出

し
位
牌
で
、
表
面
に
「
昭
和
二
十
年
二
月
十
三
日
　
五
代
目
　
光
殊
院
釈
義
賢
居

士
」
、
裏
面
に
「
俗
名
　
義
平
　
陸
軍
伍
長
　
三
十
三
才
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は

オ
ク
ザ
シ
キ
（
奥
座
敷
）
の
仏
壇
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
繰
り
出
し
位
牌

の

な
か
に
は
菅
沼
家
代
々
の
家
長
と
そ
の
妻
、
早
世
し
た
子
供
た
ち
の
白
木
の
位
牌

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ワ
カ
さ
ん
に
よ
れ
ば
三
代
目
当
主
寛
司
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
位

牌
を
整
理
し
、
各
人
の
死
亡
理
由
や
功
績
、
菅
沼
家
に
お
け
る
位
置
づ
け
な
ど
を
記

　
　
　
　
　
の
　

し
た
も
の
で
、
寛
司
さ
ん
以
後
の
死
亡
者
に
つ
い
て
は
代
々
の
当
主
が
記
録
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
菅
沼
家
は
文
久
元
年
三
月
に
三
一
歳
で
分
家

し
た
惣
次
郎
と
い
う
人
物
（
慶
応
三
年
没
）
が
初
代
と
さ
れ
、
義
平
さ
ん
が
五
代
目

の
当
主
で
あ
る
。

　

ワ
カ
さ
ん
は
夫
の
死
を
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
思
い
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
の

昭
和
五
二
年
、
夫
の
三
三
回
忌
に
墓
を
作
っ
た
理
由
は
、
や
は
り
ひ
と
つ
の
区
切
り

に
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
三
年
前
、
昭
和
四
九
年
に
小
野
田
寛
郎

元
陸
軍
少
尉
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
バ
ン
グ
島
か
ら
帰
還
し
た
姿
を
み
た
時
、
ワ
カ
さ

ん
は

「義
平
も
ど
こ
か
に
何
と
か
し
て
生
き
て
る
の
で
は
な
い
か
、
何
か
食
べ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
義
平
さ
ん
か
ら
の
手
紙
に
「
蚊
帳
を
吊

ら
な
い
と
眠
れ
な
い
」
と
か
「
バ
ナ
ナ
ば
か
り
食
べ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て

い

た
の
を
思
い
出
す
と
や
っ
ぱ
り
だ
め
か
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
昭
和
一
九
年
六
月
、
義
平
さ
ん
が
三
回
目
の
出
征
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
る

と
知
っ
た
時
、
義
平
さ
ん
は
ワ
カ
さ
ん
と
納
屋
の
と
こ
ろ
に
座
り
、
「
は
ー
あ
」
と

深
い
溜
息
を
つ
い
た
と
い
う
。
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
が
、
ワ
カ
さ
ん
に
と

っ

て

義
平
さ
ん
と
の
時
間
は
そ
の
場
面
で
停
止
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
今
も
よ
く
覚

え
て
い
る
と
い
う
。
義
平
さ
ん
の
死
を
心
底
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
ワ
カ
さ
ん
に
と

っ

て

は
義
平
さ
ん
か
ら
の
生
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
手
紙
こ
そ
が
ま
だ
義
平
さ
ん
と
自

分
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な
記
念
品
と
な
っ
て
い
る
。

④
生
の
知
ら
せ
と
死
の
知
ら
せ

　

こ
の
二
人
の
事
例
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
出
征
兵
士
の
家
族
へ
の
手
紙
と
は
自
分

は
ま
だ
生
き
て
い
る
と
い
う
生
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し

て

死

は
公
報
に
よ
っ
て
家
族
に
過
酷
に
知
ら
さ
れ
る
。
手
紙
と
は
ま
さ
に
生
の
知
ら

せ
で
あ
り
、
公
報
と
は
死
の
知
ら
せ
な
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
の
な
か
で
興
味
深
い
の
は
、
生
死
不
明
を
知
ら
せ
る
手
紙
や
戦
死

の

公
報
を
受
け
取
っ
た
家
族
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
死
の
知
ら
せ
を
受
け

入
れ

ら
れ
ず
、
何
と
か
聞
き
合
わ
せ
、
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て

自
分
な
り
に
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
死
の
確
認
へ
の
執
着
、
そ
れ
は

な
ぜ
か
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
た
め
に
、
三
つ
の
例
を
参
考
に
し
て
み

る
。事

例
1
　
小
原
辰
男
さ
ん
の
場
合

　
横
川
目
に
住
む
小
原
ヒ
サ
さ
ん
（
大
正
九
年
生
ま
れ
）
は
昭
和
一
七
年
一
〇
月
に

鉱

山
で
分
析
係
を
し
て
い
た
小
原
辰
男
さ
ん
（
大
正
五
年
生
ま
れ
）
と
結
婚
し
た
。

姑
の
ヨ
シ
さ
ん
も
夫
を
大
正
一
五
年
に
亡
く
し
て
い
た
た
め
、
息
子
夫
婦
と
一
緒
に

暮
ら
し
た
。
昭
和
一
八
年
＝
一
月
に
長
男
が
誕
生
す
る
。
そ
し
て
昭
和
一
九
年
三
月

一
九

日
に
出
征
し
た
。
ヒ
サ
さ
ん
は
姑
に
子
守
を
頼
み
、
鉱
山
の
配
給
所
に
勤
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
辰
男
さ
ん
か
ら
は
一
週
間
に
一
度
は
手
紙
が
き
て
い
た
。
そ
の
手

紙

は
現
在
は
紛
失
し
て
い
る
。
辰
男
さ
ん
は
は
じ
め
満
州
牡
丹
江
へ
行
き
、
の
ち
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
た
が
、
ヒ
サ
さ
ん
は
辰
男
さ
ん
の
戦
友
か
ら
「
小
原
さ
ん
は
南
方
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に
行
っ
た
。
ニ
カ
月
も
す
れ
ば
戻
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
一

九

年
＝
月
に
会
社
に
「
生
死
不
明
」
の
手
紙
が
届
い
た
。
ヒ
サ
さ
ん
は
妙
な
こ
と

に
そ
の
日
の
朝
、
「
カ
ー
ン
」
と
仏
の
鉦
の
音
が
し
た
の
で
「
は
て
、
何
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
手
紙
が
き
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
ピ
サ
さ
ん
は
そ
れ
ま

で
、
毎
朝
、
事
務
所
か
ら
配
給
所
ま
で
始
業
の
サ
イ
レ
ン
が
な
る
ま
で
に
着
け
ば
夫

は
大
丈
夫
、
サ
イ
レ
ン
が
な
れ
ば
難
し
い
と
思
っ
て
、
サ
イ
レ
ン
が
な
る
か
な
ら
な

い
か

の
う
ち
に
配
給
所
に
入
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
が
、
そ
の
朝
に
か
ぎ
っ
て
少
し

遅
れ
て

し
ま
い
、
鉦
の
音
が
聞
こ
え
た
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
生
死
不
明
の
手
紙
が
来
た
後
、
す
ぐ
に
盛
岡
の
軍
事
係
に
「
ど
う
し
て
こ
う

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
」
と
手
紙
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
千
葉
県
の
何
と
か
さ
ん

が
帰
っ
て
き
た
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
」
と
返
事
が
き
た
。
そ
こ
で
、
ヒ
サ
さ
ん

は
千
葉
の
人
に
会
っ
て
聞
き
た
い
と
思
い
、
も
う
一
度
盛
岡
に
「
そ
の
千
葉
の
人
の

住
所
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
手
紙
を
書
い
た
が
、
返
事
は
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
鉱
山
の
社
宅
の
外
を
軍
靴
が
通
る
音
が
す
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
夫
が
帰
っ
て
き

た
か
と
耳
を
す
ま
せ
た
も
の
だ
と
い
う
が
、
昭
和
二
二
年
七
月
に
と
う
と
う
戦
死
の

公
報
が
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
辰
男
は
昭
和
二
〇
年
三
月
二
八
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

死

と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
公
報
が
入
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
近
所
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
く
る
と
、
と
た
ん
に
暗
闇
の
な
か
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
と
い

う
。
姑
は
、
昭
和
一
八
年
六
月
に
次
男
を
戦
死
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
長
男

も
戦
死
し
た
た
め
、
す
っ
か
り
性
格
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
ピ

サ

さ
ん
は
姑
と
一
人
息
子
と
と
も
に
実
家
の
横
川
目
に
帰
っ
て
雑
貨
店
を
開
い
た

が
、
姑
は
ヒ
サ
さ
ん
に
「
神
も
仏
も
な
い
」
と
言
っ
た
り
、
近
所
の
人
が
餅
を
つ
い

た
と
い
っ
て
届
け
て
く
れ
た
り
し
て
も
そ
の
人
に
向
か
っ
て
「
オ
レ
は
何
も
い
ら
な

い
、
息
子
だ
け
い
れ
ば
い
い
」
な
ど
と
言
い
た
い
放
題
い
っ
て
、
い
つ
も
怒
っ
て
い

た
。
そ
の
姑
は
昭
和
三
〇
年
に
七
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
辰
男
さ
ん
の
遺
骨
は
帰
ら

ず
、
「
小
原
辰
男
」
と
だ
け
書
か
れ
た
紙
一
枚
だ
け
の
骨
箱
を
受
け
取
っ
た
だ
け
で

あ
っ
た
。

事
例
2
　
小
原
徳
士
さ
ん
の
場
合

　
小

原
ミ
ツ
さ
ん
（
大
正
二
二
年
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
一
七
年
に
横
川
目
村
荒
屋
の

小

原
徳
士
さ
ん
に
嫁
い
だ
。
結
婚
後
六
カ
月
の
昭
和
一
八
年
一
月
に
徳
士
さ
ん
は
出

征

し
、
昭
和
一
九
年
四
月
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
戦
病

死

し
た
。
出
征
当
時
、
ミ
ツ
は
妊
娠
ニ
カ
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
生
ま
れ
た
娘
に

は
、
舅
が
徳
士
さ
ん
の
ト
と
ミ
ツ
さ
ん
の
ミ
を
一
字
ず
つ
と
っ
て
ト
ミ
と
名
づ
け
た
。

　

ミ
ツ
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
親
戚
の
者
が
新
聞
を
読
ん
で
い
て
「
徳
士
は
パ
プ
ア

の

そ
ば
に
い
て
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
安
心
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
二
年

に
な
っ
て
平
泉
の
菅
原
き
ん
や
と
い
う
人
が
徳
士
さ
ん
と
同
じ
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア

か

ら
帰
還
し
た
時
、
家
を
尋
ね
て
き
た
。
「
小
原
徳
士
と
い
う
人
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
の
書
類
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ

た
。
後
で
思
え
ば
そ
の
菅
原
さ
ん
は
公
報
を
配
達
す
る
係
だ
っ
た
。
そ
こ
に
徳
士

さ
ん
の
名
前
が
あ
り
、
マ
ラ
リ
ア
で
死
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
舅
、
姑
、
徳

士

さ
ん
の
妹
、
そ
し
て
ミ
ツ
さ
ん
も
家
の
者
は
仏
壇
の
と
こ
ろ
で
わ
ん
わ
ん
泣
い

た
。
舅
は
昭
和
一
七
年
一
二
月
に
次
男
を
戦
死
さ
せ
て
お
り
、
つ
づ
い
て
跡
取
り
の

長
男
も
戦
死
し
た
と
聞
く
と
、
「
子
供
を
亡
く
し
た
悔
し
さ
」
で
手
当
た
り
し
だ
い

に
手
紙
や
葉
書
、
軍
隊
手
帳
な
ど
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
。

　
次
の

日
は
村
の
運
動
会
だ
っ
た
が
、
ミ
ツ
さ
ん
は
「
運
動
会
ど
こ
じ
ゃ
な
い
、
も

う
一
回
聞
き
に
い
か
な
き
ゃ
」
と
思
い
、
娘
を
連
れ
て
平
泉
の
菅
原
さ
ん
を
訪
ね

た
。
菅
原
さ
ん
も
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
い
て
、
し
ゃ
べ
る
の
も
辛
そ
う
だ
っ
た
。

顔

を
み
る
と
涙
ば
か
り
が
こ
ぼ
れ
て
、
実
際
に
は
何
も
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
菅
原
さ
ん
は
「
と
っ
て
も
ま
じ
め
な
小
原
さ
ん
だ
っ
た
。
ま
じ
め
な
人
に

先
立
た
れ
た
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

徳
士
さ
ん
は
「
二
年
し
た
ら
帰
っ
て
く
る
」
と
言
っ
て
舅
と
姑
を
ミ
ツ
さ
ん
に
頼

ん

で
出
征
し
て
い
っ
た
。
夜
中
の
二
時
一
五
分
頃
亡
く
な
っ
た
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
に
田
ん
ぼ
に
立
て
る
杭
が
い
き
な
り
く
ず
れ
る
音
が
し
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た
。
ミ
ツ
さ
ん
は
夜
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
を
覚
ま
し
て
子
供
を
抱
い
て
外
を
巡

っ

て

み

た
。
し
か
し
何
も
崩
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ミ
ツ
さ
ん
は
そ
の
時
こ
れ
は
何

か

不
吉
な
「
知
ら
せ
」
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
そ

の

後
、
ミ
ツ
さ
ん
は
娘
を
連
れ
て
盛
岡
に
骨
箱
を
も
ら
い
に
い
っ
た
。
箱
が
カ

タ
カ
タ
な
る
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
中
を
み
た
ら
木
片
が
一
つ
入
っ
て
い
る
だ
け
だ
つ

た
。
北
上
駅
に
下
り
る
と
駅
長
が
テ
ー
ブ
ル
に
骨
箱
を
お
い
て
蝋
燭
と
線
香
で
拝
ん

で

く
れ
た
。
こ
の
徳
士
さ
ん
の
骨
箱
は
家
の
仏
壇
に
三
年
間
あ
げ
て
お
い
た
。
そ
れ

は
父
親
の
顔
を
知
ら
な
い
娘
の
た
め
に
ミ
ツ
さ
ん
が
せ
め
て
「
自
分
の
手
で
父
親
の

骨
に
土
を
か
け
さ
せ
て
、
父
親
の
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
い
、
娘
が
七

図4　菊池スエさんによって建てられた夫の墓

歳

に
な
る
ち
ょ
う
ど
「
三
年
の
仏
」
と
呼
ば
れ
る
三
年
忌
に
石
塔
を
建
て
る
こ
と
に

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
徳
士
さ
ん
の
ハ
カ
（
石
塔
）
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て

ミ
ツ
さ
ん
自
身
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

ミ
ツ
さ
ん
は
夫
の
徳
士
さ
ん
の
死
の
知
ら
せ
を
伝
え
に
来
た
平
泉
の
菅
沼
さ
ん
の

家
を
今
一
度
、
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。

事
例
3
　
角
谷
松
太
郎
さ
ん
の
場
合

　
菊
池
ス
エ
さ
ん
（
大
正
＝
年
生
ま
れ
）
は
昭
和
＝
ハ
年
八
月
に
横
川
目
で
魚
店

を
営
む
角
谷
松
太
郎
さ
ん
と
結
婚
し
た
。
昭
和
一
七
年
一
月
九
日
に
そ
の
松
太
郎
さ

ん

は

出
征
し
た
。
ス
エ
さ
ん
は
妊
娠
三
カ
月
で
つ
わ
り
の
ひ
ど
い
時
で
あ
っ
た
。
松

太
郎

さ
ん
は
秋
田
に
三
カ
月
滞
在
し
て
、
そ
の
後
満
州
へ
渡
り
、
さ
ら
に
南
方
（
ブ

イ
リ
ピ
ン
）
へ
派
遣
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
た
。

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
二
年
が
過
ぎ
た
昭
和
二
二
年
、
軍
服
を
着
た
人
が
二
人
、
ス
エ

さ
ん
の
店
に
来
て
公
報
を
置
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
、
松
太
郎
さ
ん
が
昭
和
一
九
年

一
一
月
一
五
日
に
戦
死
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
も
な
く
秋
田
か
ら
松
太
郎

さ
ん
の
名
前
で
爪
と
髪
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
満
州
に
行
く
前
に
松
太
郎
さ
ん

が
用
意
し
て
い
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
家
で
は
こ
れ
を
神
棚
に
あ
げ
て
拝
ん
で
い
た

が
、
後
に
忠
霊
塔
に
納
め
た
。
ま
た
、
役
場
に
骨
箱
を
と
り
に
い
っ
た
ら
、
「
故
角

谷
松
太

郎
」
と
書
か
れ
た
木
片
だ
け
が
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
角
谷
家
の
墓
に
納
骨

し
た
。
学
校
で
村
葬
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
何
日
か
し
て
家
で
も
葬
式
を
し
た
。
そ
の

翌

日
、
檀
家
寺
の
慶
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
へ
仏
送
り
を
し
て
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
で
、
親

族
一
同
に
残
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
ま
で
酒
癖
が
悪
く
て
ス
エ
さ
ん
を
困
ら
せ
て
い

た
舅
を
避
け
て
、
娘
を
連
れ
て
実
家
に
帰
る
許
可
を
得
た
。

　
ス

エ

さ
ん
は
夫
の
骨
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
は
そ
ん
な
舅
の
も
と
で
も
が
ま
ん
し
よ

う
と
心
に
決
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ス
エ
さ
ん
は
角
谷
家
か
ら
は
籍
を
抜
い
た
も

の
の
松
太
郎

さ
ん
を
供
養
す
る
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
い
つ
も
、
夫
が
ど

こ
で
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
「
海
で
死
ん
だ
」
と
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だ

け
は
聞
い
て
い
た
の
で
、
暖
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
毎
朝
仏
壇
に
熱
い
お
茶

を
供
え
る
こ
と
だ
け
は
欠
か
さ
ず
今
も
行
っ
て
い
る
。

　
昭
和
五
五
年
、
松
太
郎
さ
ん
の
公
報
が
入
っ
て
か
ら
三
三
年
目
に
あ
た
っ
て
行
わ

れ

た
三
三
回
忌
に
あ
た
り
、
檀
家
寺
の
僧
侶
の
口
か
ら
、
ス
エ
さ
ん
が
分
骨
を
希
望

し
て
い
る
こ
と
を
角
谷
家
に
伝
え
て
も
ら
い
、
自
分
の
菊
池
家
の
墓
地
に
松
太
郎
さ

ん

の
石
塔
を
あ
ら
た
め
て
建
立
し
た
。
石
塔
に
は
「
放
光
院
直
傑
忠
道
居
士
　
故
陸

軍
伍
長
角
谷
松
太
郎
二
十
三
才
　
昭
和
十
九
年
十
一
月
十
五
日
時
刻
不
明
　
北
緯
三

三
・
一
七
　
東
経
一
二
八
・
〇
七
ノ
海
上
二
於
テ
戦
死
ス
」
と
記
し
た
。
こ
の
死
亡

場
所
の
緯
度
と
経
度
は
遺
族
会
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
海
上
で

戦
死

し
た
と
い
う
だ
け
で
そ
の
状
況
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
＝

月
、
私
た
ち
の
聞
き
取
り
調
査
を
機
に
思
い
立
っ
て
、
ス
エ
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
一
度

も
行
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
角
谷
家
の
墓
地
の
松
太
郎
さ
ん
の
墓
石
へ
の
墓
参
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
つ
き
合
っ
た
と
き
、
私
の
目
に
は
、
角
谷
家
の
墓
石
を
前

に
し
た
ス
エ
さ
ん
は
は
る
か
遠
い
日
を
し
み
じ
み
と
思
い
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

う
つ
っ
た
。
翌
年
、
靖
国
神
社
建
立
百
二
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
御
神
前
を
送
金
し
た

と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
靖
国
神
社
か
ら
郵
送
さ
れ
て
き
た
「
祭
神
之
記
」
に
は
松
太
郎

の

死
亡
場
所
が

「南
朝
鮮
海
上
（
あ
か
つ
き
丸
）
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
早
速
、

ス

エ

さ
ん
は
私
た
ち
に
「
祭
神
之
記
」
を
書
き
写
し
た
も
の
と
手
紙
を
送
っ
て
く
れ

た
。
そ
の
手
紙
に
は
「
び
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。
五
十
七
年
ぶ
り
に
よ
う
や
く
は
っ

き
り
、
は
じ
め
て
分
り
ま
し
た
。
五
十
七
年
間
の
内
、
何
回
も
お
寺
様
で
御
供
養
は

し
て
頂
い
て
居
り
ま
し
た
が
、
此
の
住
所
は
は
じ
め
て
な
の
で
「
五
月
十
日
午
前
十

時
」
お
寺
様
へ
行
っ
て
御
供
養
を
お
願
ひ
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
娘
と
二
人
で
お
参

り
に
行
き
ま
す
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
事
で
す
…
余
り
う
れ
し
い
や
ら
び
つ
く

り
し
た
や
ら
で
、
先
づ
は
先
生
の
所
へ
お
知
ら
せ
致
し
た
く
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
」

（五
月
九
日
）
と
驚
き
と
喜
び
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
ス
エ
さ
ん
は
こ
の
時
の
私
た

ち
と
の
墓
参
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
奇
妙
な
縁
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
。
ス
エ
さ
ん
の
場
合
、
戦
後
六
〇
年
近
い
年
月
を
経
た
今
で
も
な
お
夫
の

死
ん

だ
時
の
こ
と
を
ま
だ
少
し
で
も
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
菅
沼
義
平
さ
ん
、
小
原
辰
男
さ
ん
、
小
原
徳
士
さ
ん
、
角
谷
松
太
郎
さ
ん

の

い

ず
れ
の
場
合
も
昭
和
一
九
年
以
降
に
戦
死
し
て
い
る
が
、
そ
の
公
報
は
昭
和
二

二
年
に
な
っ
て
入
っ
て
い
る
。
そ
の
ち
ょ
う
ど
昭
和
一
九
年
頃
と
い
う
の
は
、
現
在

私
が
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
元
兵
士
で
京
都
市
在
住
の
鳥
谷
芳
雄
さ
ん
（
大
正
一

一
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
自
分
は
元
野
砲
兵
第
一
二
二
連
隊
に
所
属
し
、
中
支
、
揚
子
江
の
沿
岸
警
備
の
任

務
に
つ
い
て
い
た
が
、
昭
和
一
九
年
く
ら
い
か
ら
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
食
料
や
燃

料
の
補
給
が
途
絶
え
、
作
戦
に
出
た
ら
現
地
「
徴
発
」
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ

の

「徴
発
」
も
効
果
な
く
、
兵
士
た
ち
は
食
料
難
で
体
力
も
続
か
な
く
な
る
。
す
る

と
上
官
た
ち
は
「
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
い
け
、
ど
ん
ど
ん
補
充
で
き
る
」
と
平
気
で
言

っ

て

い

た
。
そ
し
て
「
行
方
不
明
の
歩
兵
は
い
ろ
い
ろ
調
べ
な
い
で
戦
死
と
い
う
こ

と
に
し
て
し
ま
っ
た
」
、
「
自
分
の
部
隊
だ
け
で
も
一
二
、
三
人
生
死
不
明
者
が
い

た
。
本
当
の
戦
死
者
よ
り
も
そ
の
方
が
多
か
っ
た
。
生
死
不
明
と
は
自
殺
や
逃
亡
し

た
者
の
こ
と
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
談
か
ら
は
、
一
兵
の
命
の
重
さ
と
軽
さ
、
が
あ
ら
た
め
て
浮
か
び

上

が
っ
て
く
る
。
一
人
一
人
の
戦
死
者
は
家
族
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
人
間

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
死
の
状
況
確
認
へ
の
こ
だ
わ
り
の
衝
動
が
共
通
し
て
い
る
の
に

対

し
、
軍
隊
と
い
う
組
織
や
集
団
に
と
っ
て
は
一
兵
は
＝
銭
五
厘
」
と
い
わ
れ

「
い

く
ら
で
も
代
わ
り
が
い
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
命
は
軽
視
さ
れ
て
い
た

の

で
あ
る
。

⑤
論
　
点
－
死
の
受
容
と
「
供
養
・
慰
霊
・
追
悼
」
1

　
以

上
、
戦
死
、
戦
病
死
と
い
う
民
俗
的
に
み
て
異
常
な
る
兵
士
の
死
を
家
族
が
ど

の

よ
う
に
受
け
と
め
た
の
か
、
そ
し
て
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
記
録
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と
記
憶
と
死
者
の
表
象
物
と
い
う
三
つ
の
資
料
的
側
面
か
ら
簡
単
な
整
理
を
試
み
て

み

た
が
、
注
目
さ
れ
た
点
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
兵
士
か
ら
家
族
へ
の
手
紙
の
特
徴
で
あ
る
。
小
原
清
止
さ
ん
の
場
合
、

そ
の
移
動
先
を
細
か
く
知
ら
せ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
分
の
生
存
を

伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
死
の
覚
悟
を
繰
り
返
し
述
べ
な
が
ら
、
決
し
て

死
ぬ

こ
と
は
あ
る
ま
い
と
も
書
い
て
生
へ
の
執
着
も
み
せ
て
お
り
、
い
よ
い
よ
戦
闘

に
参
加
す
る
に
至
っ
て
「
後
は
手
紙
は
出
せ
ぬ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
不
安
を
示
し

て

い

る
。
こ
こ
か
ら
は
生
へ
の
執
着
を
絶
ち
き
れ
な
い
ま
ま
「
覚
悟
、
覚
悟
」
と
繰

り
返
し
、
戦
場
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
農
民
兵
士
の
心
境
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
そ
し
て
清
止
さ
ん
の
手
紙
の
最
大
の
特
徴
は
、
戦
闘
状
況
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
家
の
こ
と
ば
か
り
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
家

族

に
心
配
を
か
け
ぬ
よ
う
に
と
の
配
慮
も
う
か
が
え
る
が
、
何
よ
り
も
清
止
さ
ん
の

身
体
は
戦
地
に
あ
っ
て
も
、
思
い
は
常
に
故
郷
の
家
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

菅
沼
義
平
さ
ん
の
場
合
、
妻
ワ
カ
さ
ん
へ
一
三
通
、
高
橋
峯
次
郎
へ
六
〇
通
と
宛

先
を
異
に
す
る
手
紙
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
上
の
差
異
が
注
目
さ
れ
た
。

ま
ず
、
義
平
さ
ん
の
手
紙
で
も
妻
宛
て
の
手
紙
に
は
軍
隊
生
活
や
戦
闘
に
つ
い
て
は

ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
家
の
こ
と
ば
か
り
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ

れ

は
季
節
ご
と
の
田
ん
ぼ
の
様
子
と
農
作
業
、
そ
し
て
祖
母
ゑ
ん
さ
ん
へ
の
気
遣
い

に
集
中
し
て
い
た
。
家
族
に
伝
え
た
い
言
葉
は
い
つ
、
ど
こ
に
い
て
も
変
わ
ら
ず
、

ワ
カ
さ
ん
に
よ
れ
ば
手
紙
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
よ
り
も
、
手
紙
が
届
け
ら
れ
る
こ

と
だ
け
で
、
義
平
さ
ん
の
生
の
知
ら
せ
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
で
き
た
と

い
う
。
ま
さ
に
手
紙
は
生
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
峯
次
郎
へ
の
手
紙
に
書
か

れ
て

い

た
の
は
、
『
真
友
』
送
付
の
お
礼
、
青
年
学
校
の
後
進
の
者
へ
の
配
慮
、
軍

隊
生
活

に
つ
い
て
、
な
ど
で
あ
り
、
家
族
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
戦
地
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
家
族
に
出
す
手
紙
と
先
生
に
出
す
手
紙
と
の

相
異
点
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
点
で
、
両
者
の
資
料
的
位
置
付
け
を
考
え
さ
せ
て

く
れ
る
貴
重
な
情
報
と
い
え
る
。

　

小

原
清
止
さ
ん
の
場
合
も
菅
原
義
平
さ
ん
の
場
合
も
家
族
宛
の
手
紙
に
お
い
て
共

通
す
る
特
徴
は
、
戦
闘
状
況
に
は
ふ
れ
ず
家
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
い
る
と
い
う
点

で

あ
る
。
二
人
の
農
民
兵
士
は
身
体
は
戦
地
に
い
て
も
心
は
常
に
故
郷
の
家
、
家
族

の

も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
兵
士
に
と
っ
て
は
手
紙
を
出
す
こ
と
が
、
同
様
に
家

族

に
と
っ
て
は
手
紙
が
く
る
こ
と
が
、
戦
地
に
い
る
夫
や
父
親
が
ま
だ
生
き
て
い
る

と
い
う
生
存
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
戦
死
、
戦
病
死
者
に
対
す
る
家
族
の
側
の
対
応
の
混
乱
で
あ
る
。
公
報

に
よ
っ
て
戦
死
、
戦
病
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
家
族
は
、
自
治
体
が
行
う
公
葬
に
参

加
し
、
そ
の
後
、
家
で
の
葬
式
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
集
団
的
に
い
わ
ば
流

さ
れ
る
か
た
ち
で
葬
式
が
行
わ
れ
た
が
、
妻
を
は
じ
め
そ
の
家
族
に
と
っ
て
は
看
取

り
が
行
え
な
か
っ
た
死
、
死
に
際
も
死
に
顔
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
死
、
そ
し
て
遺

体
の
な
い
葬
式
、
な
ど
、
そ
れ
ま
で
地
域
社
会
で
伝
統
的
な
民
俗
と
し
て
伝
え
ら
れ

て

き
て
い
た
死
の
迎
え
方
や
葬
式
の
あ
り
方
と
は
全
く
異
な
る
普
通
で
は
考
え
ら
れ

な
い
異
常
な
死
の
受
容
を
迫
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
葬
式
と
い
う
儀
礼
的
手
続
き
は

流
れ

の

な
か
で
終
わ
り
、
村
の
人
た
ち
は
そ
の
死
を
承
認
す
る
も
の
の
、
家
族
に
と

っ

て

は
必
ず
し
も
確
認
で
き
な
い
死
を
、
十
分
に
受
け
と
め
、
受
容
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
ま
ま
の
状
況
に
置
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
残
さ
れ
た
妻
た
ち
は
共

通
し
て
、
夫
の
死
の
確
認
の
た
め
に
何
と
し
て
も
自
分
で
聞
き
合
わ
せ
、
問
い
合
わ

せ
、
確
認
を
行
お
う
と
す
る
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
た
。
昭
和
一
三
年
に
戦
病
死
し

た
小
原
清
止
さ
ん
の
妻
コ
メ
さ
ん
の
よ
う
に
、
夫
の
死
を
看
取
っ
た
人
物
が
い
た
場

合

に
は
、
そ
の
人
物
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
送
り
届
け
ら
れ
た

遺
骨
に
よ
っ
て
死
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
菅
沼
義
平
さ
ん
、
小
原
辰
男
さ
ん
、
小

原
徳
士
さ
ん
な
ど
戦
局
が
厳
し
く
な
っ
た
昭
和
一
九
年
以
降
の
戦
死
、
戦
病
死
の
場

合
の

よ
う
に
、
必
ず
し
も
看
取
っ
た
人
物
が
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
死
の
公
報
だ

け
で
は
残
さ
れ
た
家
族
は
す
ぐ
に
は
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
看

取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
死
の
分
だ
け
、
そ
の
死
を
事
実
と
し
て
受
け
入
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れ

る
ま
で
に
長
い
時
間
と
手
続
き
と
を
要
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
戦
死
、
戦
病
死
し
た
夫
の
墓
を
作
る
動
機
で
あ
る
。
小
原
コ
メ
さ
ん
は

昭
和
一
三
年
に
夫
が
戦
病
死
し
た
後
、
比
較
的
早
く
一
五
年
に
は
墓
を
作
っ
た
。
そ

の

動
機
は
夫
の
死
が
同
郷
の
戦
友
に
よ
っ
て
家
族
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
遺
骨
も
本

人
の

も
の
が
帰
っ
て
き
た
た
め
、
死
を
疑
う
余
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
死
の

受
容
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
特
別
弔
慰
金
が
お
り
た
こ
と
に
よ
る
経
済
的
背
景

も
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
菅
沼
ワ
カ
さ
ん
は
義
平
さ
ん
の
三
三
回

忌
を
き
っ
か
け
に
昭
和
五
二
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
墓
石
を
建
て
て
い
る
。
こ
の

年
、
ワ
カ
さ
ん
は
す
で
に
六
一
歳
で
、
自
分
の
残
り
の
寿
命
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て

い

た
。
こ
の
墓
を
作
る
と
い
う
決
断
は
、
こ
れ
ま
で
た
だ
一
人
だ
け
ひ
き
ず
っ
て

き
た
夫
の
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状
態
を
一
度
断
ち
切
っ
て
、
墓
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
死
者
を
自
分
の
心
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
菊
池
ス
エ
さ
ん
の
よ
う
に
夫
の
死
を
す
で
に
受
け
入
れ
て
い
る
者
に
と
っ
て

も
、
昭
和
五
五
年
、
三
三
回
忌
に
あ
ら
た
め
て
分
骨
し
て
自
分
の
意
志
で
夫
の
墓
を

作
り
、
「
菊
池
ス
エ
建
之
」
と
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
死
者
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を

も
う
一
度
設
定
し
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
戦
死
、
戦
病
死
し
た
夫
の
死

を
受
け
入
れ
た
く
な
か
っ
た
二
人
が
、
六
〇
歳
を
越
え
る
と
い
う
老
境
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
墓
を
作
っ
た
の
は
、
来
世
へ
む
け
て
の
準
備
で
あ
り
、
ま
さ
に
墓
と
は
生

者
と
死
者
と
の
関
係
性
の
「
切
断
と
接
合
の
装
置
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
死
者
の
表
象
物
の
重
層
性
、
重
複
性
と
「
供
養
・
慰
霊
・
追
悼
」
儀
礼

の
重
層
性
、
重
複
性
で
あ
る
。
死
者
の
表
象
物
に
は
、
家
屋
内
で
は
仏
壇
の
位
牌
、

座
敷

に
飾
ら
れ
た
遺
影
や
叙
勲
の
賞
状
、
家
屋
外
で
は
墓
地
の
石
塔
、
寺
に
納
め
ら

れ

た
位
牌
、
忠
霊
塔
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
広
域
的
に
県
レ
ベ
ル
の
護
国
神
社
、

国
レ
ベ
ル
の
靖
国
神
社
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
儀
礼
が
無
意
識
の
う
ち
に

慰
霊
祭
と
呼
ば
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
内
容
の
性
格
か
ら
分
類
し

て

み

れ
ば
、
「
供
養
」
、
「
慰
霊
」
、
「
追
悼
」
の
三
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ

ら
の
関
係
性
を
整
理
し
て
み
る
と
、
家
族
、
親
族
が
行
う
法
事
や
檀
家
寺
で
行
う

仏
教
儀
礼
の

場
合

に
は
戦
没
者
の
「
供
養
」
で
あ
り
、
村
の
忠
霊
塔
や
神
社
、
ま
た

護
国
神
社
、
靖
国
神
社
な
ど
の
神
道
儀
礼
の
場
合
に
は
戦
没
者
の
「
慰
霊
」
で
あ

り
、
行
政
の
市
町
村
や
県
を
単
位
に
行
う
場
合
に
は
戦
没
者
の
「
追
悼
」
で
あ
る
。

死
者
に
対
す
る
民
俗
儀
礼
と
し
て
は
、
普
通
死
の
場
合
に
は
伝
統
的
に
「
供
養
」
で

あ
り
、
異
常
死
の
場
合
に
は
「
慰
霊
」
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
色
を
排
し
な
が
ら
儀

礼
的
に
そ
の
人
物
の
死
を
悼
む
場
合
に
は
「
追
悼
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
種
類
は

当
然
そ
の
意
味
も
機
能
も
異
な
り
、
「
供
養
」
の
場
合
に
は
成
仏
、
「
慰
霊
」
の
場
合

に
は
神
格
化
、
「
追
悼
」
の
場
合
に
は
人
格
維
持
、
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
死
者
の
位

置
づ
け
へ
の
方
向
力
が
作
用
す
る
。
そ
し
て
最
も
死
を
美
化
す
る
し
か
け
が
「
慰

　
　
　
　
（
2
3
）

霊
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
死
者
、
戦
病
死
者

の

表
象
物
お
よ
び
儀
礼
は
、
空
間
的
重
層
性
と
と
も
に
宗
教
儀
礼
的
重
層
性
、
重
複

性
を
も
内
含
し
て
い
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

註（
1
）
　
二
一
世
紀
を
迎
え
た
現
在
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
野
正
子
が
『
老
い
の
近
代
』
（
岩
波
書
店

　
二
〇
〇
〇
年
）
の
な
か
で
、
被
爆
者
が
自
分
の
「
残
さ
れ
た
時
間
」
を
意
識
し
始
め
た
と
き
、

　
は
じ
め
て
被
爆
体
験
を
語
ら
ね
ば
と
い
う
思
い
を
も
つ
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
＝
ニ
ペ
ー

　

ジ
）
、
元
兵
士
ら
に
つ
い
て
も
老
い
の
自
覚
が
、
戦
争
体
験
を
書
き
残
さ
ね
ば
、
話
し
て
お
か

　
ね
ば
、
と
い
う
大
き
な
動
き
を
つ
く
り
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

（
2
）
　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
総
合
的
な
分
析
と
活
用
の
例
に
は
、
森
岡
清
美
『
決
死
の
世
代

　
と
遺
書
ー
太
平
洋
戦
争
末
期
の
若
者
の
生
と
死
　
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
年
）
、
藤
井
忠

　

俊
『
兵
た
ち
の
戦
争
－
手
紙
・
日
記
・
体
験
記
を
読
み
解
く
ー
』
（
朝
日
新
聞
社
　
二
〇
〇
〇

　
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
現
状
は
、
方
法
論
的
な
模
索
と
と
も
に
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
と
い
え

　
る
。

（
3
）
　
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
　
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
ー
』
東
大
協
同
組
合
出
版
部
　
一
九
四

　
九
年
。

（
4
）
　
塩
川
優
一
『
軍
医
の
ビ
ル
マ
日
記
』
日
本
評
論
社
　
一
九
九
四
年
。

（
5
）
　
後
藤
弘
『
征
き
死
な
ん
春
の
海
　
海
軍
飛
行
予
備
学
生
の
日
記
ー
』
税
務
経
理
協
会
　
一
九

　
九
四
年
。

（
6
）
　
勝
見
明
『
戦
場
に
残
さ
れ
た
日
記
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
　
一
九
九
五
年
。

（
7
）
岩
丸
定
『
1
9
4
5
年
応
召
第
二
国
民
兵
の
手
記
』
近
代
文
藝
社
　
一
九
九
五
年
。
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（
8
）
　
「
平
和
の
礎
」
（
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
）
や
読
売
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部
「
新
聞
記
者
が

　
　
語
り
つ
ぐ
戦
争
」
（
新
風
書
房
）
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

（
9
）
　
岩
手
県
農
村
文
化
懇
談
会
編
『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
（
岩
波
新
書
　
一
九
六
一
年
）
。
こ

　
　
れ

に
つ
い
て
は
共
同
研
究
研
究
会
（
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
六
日
）
に
お
い
て
、
赤
澤
史
朗
氏
が

　
　
「
『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
を
め
ぐ
る
論
争
」
を
発
表
。

（
1
0
）
　
「
白
鳥
町
戦
没
者
の
手
紙
」
編
集
委
員
会
編
『
白
鳥
町
戦
没
者
の
手
紙
』
一
九
七
六
年
。

（
1
1
）
　
菊
池
敬
一
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
ー
高
橋
峯
次
郎
と
農
民
兵
士
た
ち
ー
』
柏
樹
社
　
］

　
　
九

八
三
年
。

（
1
2
）
　
和
我
の
ペ
ン
編
『
農
民
兵
士
の
声
が
き
こ
え
る
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
一
九
八
四
年
。

（
1
3
）
　
吉
田
と
ら
・
成
子
編
『
と
う
ち
ゃ
ん
の
軍
事
郵
便
』
そ
し
え
て
　
一
九
八
七
年
。

（
1
4
）
　
青
木
一
『
一
日
一
信
i
戦
地
か
ら
妻
へ
の
一
六
〇
〇
通
の
葉
書
』
（
大
空
社
　
一
九
九
六

　
　
年
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
共
同
研
究
研
究
会
（
一
九
九
八
年
九
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、
青
木

　
　
氏
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
鹿
野
政
直
氏
よ
り
発
表
が
な
さ
れ
、
「
”
兵
隊
先
生
”
青
木
一
の

　
　
中
国
戦
線
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
四
ー
四
　
一
九
九
九
年
）
に
論
じ

　
　
ら
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
岩
崎
稔
『
或
る
戦
い
の
軌
跡
ー
岩
崎
昌
治
陣
中
書
簡
よ
り
ー
』
近
代
文
藝
社
　
一
九
九
五
年
。

（
1
6
）
　
四
条
紫
雷
『
ガ
島
に
死
す
ま
で
ー
一
兵
士
の
手
紙
よ
り
ー
」
近
代
文
藝
社
　
一
九
九
六
年
。

（
1
7
）
　
前
掲
註
（
1
6
）
、
五
ペ
ー
ジ
。

（
1
8
）
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
兵
士
の
最
期
の
手
紙
を
「
遺
書
」
と
し
て
そ
の
声
を
編
集
し
た
り

　
　
（
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
・
私
の
遺
書
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
］
九
九
五
年
な
ど
）
、
そ
の
声

　
　
の
分
析
を
試
み
た
論
考
（
森
岡
清
美
『
決
死
の
世
代
と
遺
書
ー
太
平
洋
戦
争
末
期
の
若
者
の
生

　
　
と
死
1
』
）
な
ど
に
も
、
死
の
覚
悟
を
迫
ら
れ
た
兵
の
声
を
「
遺
書
」
と
し
て
明
確
に
位
置
付

　
　
け
て
あ
ら
た
め
て
聞
こ
う
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
受
け
取
り
手
よ
り
も
書
き
手
の
声
に
注
目
さ

　
　
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1
9
）
　
和
賀
町
は
一
九
五
五
年
に
藤
根
村
、
横
川
目
村
、
岩
崎
村
の
旧
三
村
が
合
併
し
た
翌
年
の
町

　
　
制
施
行
に
よ
っ
て
で
き
た
町
で
あ
る
。
日
中
戦
争
お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
、
和
賀
町
全

　
　
体
の
戦
病
死
者
は
、
藤
根
村
で
一
三
〇
名
、
横
川
目
村
で
↓
八
八
名
、
岩
崎
村
で
二
二
五
名

　

　
の
、
合
計
五
三
五
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
未
亡
人
」
と
な
り
、
そ
の
「
生

　

を
お
く
っ
て
き
た
女
性
た
ち
は
す
で
に
多
く
が
八
〇
歳
代
に
な
っ
て
い
る
。
和
賀
町
を
単
位
と

　
　
し
て
「
戦
争
未
亡
人
」
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
黄
菊
会
と
い
う
組
織
が
あ
る
が
、
そ
の
黄

　

菊
会
の
会
員
は
昭
和
六
〇
年
に
は
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
死
亡
者
が
増
え
、
二

　
　
八
名
に
減
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
子
供
た
ち
も
五
〇
歳
代
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
黄
菊
会
の

　

妻

た
ち
へ
の
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
葉
書
や
手
紙
は
す
べ
て
舅
姑
が
隠
し

　

持
っ
て
し
ま
い
、
手
紙
が
き
た
こ
と
す
ら
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
話
や
、
夫
が
死
亡

　

し
た
後
の
転
居
な
ど
が
重
な
り
ど
さ
く
さ
の
な
か
で
郵
便
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う

　
　

な
話
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
家
を
改
築
す
る
時
に
仏
壇
を
動
か
し
た
ら
仏
壇
の
背
板
の
間
か

　
　

ら
手
紙
が
出
て
き
た
が
、
代
が
わ
り
し
て
い
た
た
め
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
も

　
　

聞
か
れ
る
。

　
　
　

ま
た
和
賀
町
の
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
菊
池
敬
一
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
－

　
　
高
橋
峯
次
郎
と
農
民
兵
士
た
ち
ー
』
（
柏
樹
社
　
一
九
八
三
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
菊
池
は

　
　

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
藤
根
村
の
高
橋
峯
次
郎
と
い
う
青
年
学
校
教
師
が
明
治
三
八

　
　
（
一
九
〇
五
）
年
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
『
真
友
』
と
い
う
村
の
様
子
な
ど
を
書
い
た
通
信
を
出

　
　
征
し
た
教
え
子
の
兵
士
た
ち
に
送
り
、
そ
れ
に
対
す
る
返
事
を
ま
と
め
て
観
音
堂
脇
の
隠
居
所

　
　

と
自
宅
の
物
置
に
保
管
し
て
い
た
の
を
発
見
し
た
。
そ
の
時
発
見
さ
れ
た
峯
次
郎
宛
て
の
軍
事

　
　
郵
便
の
数
は
七
〇
〇
〇
通
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
八
年
、
歴
博
の
本
共

　
　
同
研
究
の
調
査
に
よ
っ
て
峯
次
郎
の
実
家
で
あ
る
高
橋
家
の
仏
壇
脇
の
戸
棚
か
ら
息
子
の
友
次

　
　
郎
か
ら
の
葉
書
と
手
紙
が
発
見
さ
れ
た
。
峯
次
郎
は
息
子
の
手
紙
だ
け
は
教
え
子
た
ち
か
ら
の

　
　
葉
書
や
手
紙
と
は
別
に
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
峯
次
郎
に
と
っ
て
も
肉
親
か
ら
の
葉
書
や

　
　
手
紙
に
は
教
え
子
た
ち
か
ら
の
そ
れ
と
は
異
な
る
特
別
な
感
情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

　
　
る
。

（
2
0
）
　
「
夢
ま
で
悲
し
い
」
（
菊
池
敬
一
・
大
牟
羅
良
編
『
あ
の
人
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
』
岩
波
新

　
　
書
　
一
九
六
四
年
、
七
二
～
八
五
ペ
ー
ジ
）
。

（
2
1
）
　
寛
司
さ
ん
と
峯
次
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ゑ
ん
さ
ん
の
末
の
妹
の
ス
エ
さ
ん
が
峯
次
郎

　
　
に

嫁
い
で
い
た
関
係
で
、
峯
次
郎
は
寛
司
さ
ん
が
買
い
求
め
た
仏
教
関
係
の
本
を
よ
く
読
ん
で

　
　

お
り
、
寛
司
さ
ん
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
寛
司
さ
ん
は
仏
教
関
係

　
　
の
本

を
定
期
購
読
し
た
り
、
お
寺
参
り
で
京
都
な
ど
に
行
っ
た
と
き
に
購
入
し
て
き
て
い
た
と

　
　
い
う
。
ま
た
、
昭
和
六
年
、
ワ
カ
さ
ん
が
嫁
い
だ
頃
、
菅
沼
家
に
は
水
田
が
三
町
歩
あ
っ
た
。

　
　
も
と
も
と
の
元
田
（
二
町
歩
）
に
加
え
、
寛
司
さ
ん
が
よ
そ
か
ら
約
一
町
歩
買
い
求
め
て
、
増

　
　
や

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
司
さ
ん
は
墓
地
に
つ
い
て
も
、
分
家
以
来
本
家
の
墓
地
の
そ

　
　
ば
に

も
ら
っ
て
い
た
が
、
「
先
祖
が
あ
る
か
ら
」
と
い
っ
て
共
同
墓
地
の
一
画
に
新
た
に
墓
地

　
　
を
設
け
、
分
家
初
代
以
来
の
先
祖
の
墓
も
移
し
た
。
寛
司
さ
ん
は
婿
養
子
と
し
て
菅
沼
家
に
来

　
　
て

以

来
、
土
地
の
拡
張
や
墓
地
の
整
備
を
行
う
一
方
、
藤
根
村
村
長
も
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ

　
　
た
。
ワ
カ
さ
ん
が
嫁
ぐ
二
年
前
に
寛
司
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
寛
司
さ
ん
が
買
い
求
め

　
　
た
本
な
ど
は
ワ
カ
さ
ん
に
よ
っ
て
現
在
も
小
さ
い
木
製
の
本
箱
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
岩
手
県
と
は
別
の
例
で
あ
る
が
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
島
の
松
岡
藤
太
郎
さ
ん
（
大
正
九

　
　
年
生
ま
れ
）
は
先
の
戦
争
で
牡
丹
江
近
く
の
エ
ッ
カ
に
行
っ
た
。
エ
ッ
カ
病
院
で
は
兵
士
ら
八

　
　
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
。
松
岡
さ
ん
た
ち
は
「
殉
国
の
霊
」
と
記
し
た
墓
標
を
立
て
、
仲
間
に
い

　
　
た
僧
侶
に
よ
っ
て
「
慰
霊
祭
」
（
本
人
の
言
葉
に
よ
る
）
を
行
っ
た
と
い
う
。
今
、
松
岡
さ
ん

　

　
は
「
生
き
て
る
者
の
義
務
と
し
て
後
世
に
書
き
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
財

　
　
団
法
人
全
国
共
生
抑
留
者
協
力
『
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
語
り
継
ぐ
労
苦
』
（
平
成
一
〇
年
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度
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
労
苦
調
査
研
究
受
託
業
務
結
果
報
告
書
第
一
〇
巻
ー
①
）
に
寄
稿

　
し
た
と
こ
ろ
、
聞
き
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
（
二
〇
〇
一
年
八
月
調
査
）
。
今
で
も
戦
死
者

　
の
聞
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
家
族
が
各
地
に
い
る
の
で
あ
る
。

（
2
3
）
　
新
谷
尚
紀
「
慰
霊
と
軍
神
」
（
藤
井
忠
俊
・
新
井
勝
紘
編
『
戦
い
と
民
衆
』
（
人
類
に
と
っ
て

　
戦
い
と
は
3
）
東
洋
書
林
　
二
〇
〇
〇
年
。

⑤
資
料
紹
介
1
兵
士
の
手
紙
1

1

（
1
）
小
原
清
止
さ
ん
か
ら
家
族
宛
の
手
紙
一
覧

（本
文
の
番
号
下
は
葉
書
お
よ
び
封
筒
に
記
載
さ
れ
た
住
所
と
宛
名
。
（
）
内

は

差
出
人
の
表
記
。
本
文
中
句
読
点
お
よ
び
改
行
は
筆
者
に
よ
る
）

岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
　
小
原
博
君

（弘
前
ニ
テ
父
よ
り
）

番号 宛　　名 差出人場所 年月日

1 小原博 弘前 不明

2 小原コメ 弘前 S12．9．11

3 小原命助 秋田→京都 S12．9．13消印

4 小原（家族） 広島 S12．9．13

5 小原（家族） 宇品→大陸 S12．9□6～

6 小原命助 釜山発 S12．9．21消印

7 小原専三郎・命助 大陸 不明

8 小原コメ・政一 豊台→北平 S12．□．29

9 小原（家族） 北平→趙懸 S12．1L6

10 小原命助 支那 S12．11．8

11 小原コメ 支那 S12．11．21

12 小原博・節子 北支 S12．11．21

13 小原命助 支那 S12．11．30

14 小原コメ 北支 S12．12．27（旧11．25）

15 小原博 北支 Sl3．1．24過ぎ

16 小原コメ 北支 S13．1

17 小原博・コメ 北支 S13．□．23（正月過ぎ）

18 小原コメ 北支 S13，（旧1．7）

19 小原博・コメ 北支 S13．1．29

20 小原コメ 北支 S13．2．22

21 小原命助 東羊市村 年月日不詳

　

お
か
は
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
か
わ
り
な
く
は
た
ら
い
て
居
る
か
ら
安
心
し
て

下

さ
い
。
毎
日
あ
そ
ん
で
居
る
様
だ
。
リ
ン
ゴ
は
ず
い
ぶ
ん
な
っ
て
居
る
。
く
は
し

い

こ
と
は
書
か
れ
な
い
か
ら
書
か
ぬ
。
御
前
た
ち
の
体
ヲ
大
せ
つ
に
し
て
居
る
様
に

し
て
居
れ
。
昨
日
セ
ノ
も
り
の
万
作
殿
（
筆
者
註
清
止
の
従
姉
妹
の
嫁
ぎ
先
の
父
）

に
合
っ
た
。
く
は
し
い
様
子
は
き
い
て
く
れ
。

2
　
大
日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
コ
メ

　
今

日
十
一
日
午
前
再
度
の
軍
装
検
査
を
終
へ
、
午
後
か
ら
馬
を
汽
車
に
積
み
八
時

頃
出
発
の
予
定
で
す
。
去
る
四
日
に
は
第
二
大
隊
機
関
銃
隊
の
兵
士
が
機
関
銃
を
積

ん

だ
車
に
引
か
れ
て
重
傷
を
負
て
翌
日
五
日
朝
死
ん
だ
そ
う
で
す
。
又
盛
岡
出
身
の

今
度
召
集
兵
歩
兵
伍
長
は
九
日
夜
首
を
切
て
自
殺
し
た
者
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
馬

は
地
方
か
ら
徴
発
し
た
馬
故
、
使
に
は
仲
々
骨
が
折
ま
す
。
幸
に
私
の
馬
は
年
よ
り

馬
故
楽
な
も
ん
で
す
。
子
馬
を
残
し
て
来
た
馬
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
私
は
小
行
李
隊

と
云
ふ
隊
で
す
か
ら
相
当
キ
ケ
ン
で
す
　
歩
兵
の
す
ぐ
後
約
九
町
位
の
処
ま
で
行
て

玉

を
歩
兵
の
人
達
に
渡
す
の
で
す
か
ら
相
当
に
キ
ケ
ン
で
す
。
併
し
皆
様
の
心
が
私

を
守
て
下
さ
る
し
亦
沢
山
の
御
守
札
も
貰
て
居
る
か
ら
私
は
絶
対
に
安
全
で
す
。
此

方
に
来
て
か
ら
も
隊
か
ら
は
明
治
神
、
岩
手
県
か
ら
は
県
社
八
幡
宮
、
宿
か
ら
も
一

枚
、
家
か
ら
の
外
に
三
枚
も
貰
て
居
り
ま
す
か
ら
決
し
て
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
部
落
の
人
達
に
は
出
来
る
丈
心
尽
く
し
を
し
て
決
し
て
恨
ま
れ
様
な
こ
と
を
せ
ず

に
ね
。
父
上
も
亦
君
も
弱
い
体
故
充
分
注
意
し
て
帰
り
を
待
て
居
れ
。
円
治
君
（
筆

者
註
清
止
の
従
兄
弟
∀
に
も
頼
ん
で
居
る
が
博
の
教
育
は
し
っ
か
り
や
れ
。
父
の

居

な
い
後
で
今
ま
で
よ
り
成
績
の
下
る
様
な
こ
と
せ
ぬ
様
に
し
て
く
れ
。
手
紙
を
出

す
時
は
、
弘
前
歩
兵
三
十
一
連
隊
気
附
中
村
部
隊
井
村
隊
特
ム
兵
と
か
け
。
兄
弟
達

に
も
是
れ
は
知
ら
せ
て
置
け
。
十
一
日
午
後
八
時
頃
出
発
し
て
二
日
半
日
位
で
広
島

に
着
く
様
で
す
。
途
中
は
合
ふ
こ
と
は
出
来
ま
す
ま
い
。
何
れ
体
は
く
れ
ぐ
れ
も
大

切
に
し
な
さ
い
。
又
途
中
か
ら
も
出
し
ま
す
。
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十
日

妻
へ

清
止

3
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
あ
ら
や
　
小
原
命
助
様

　
秋

田
ニ
テ
ル
リ
子
ニ
ア
ッ
タ
　
ソ
レ
カ
ラ
　
タ
カ
ヨ
ト
六
郎
ニ
モ
ア
ッ
タ
　
エ
チ

ゴ

の

お
や
し
ら
ず
、
子
し
ら
ず
ヲ
見
テ
今
ハ
ビ
ワ
コ
ノ
ミ
ヅ
ウ
ミ
ヲ
見
乍
ラ
京
都
二

行
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

4
　
大
日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原

　
父
上
様
や
皆
様

は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
次
の
様
な
順
序
で
広
島
に
き
て
居

ま
す
。
弘
前
を
十
…
日
午
後
八
日
時
五
拾
分
発
車
で
し
た
。
客
車
九
ツ
馬
は
約
二
十

車
位
と
思
ひ
ま
し
た
。
十
一
日
は
朝
か
ら
雨
降
で
し
た
。
頭
か
ら
ぬ
れ
て
汽
車
に
馬

を
積
み
終
た
の
は
八
時
半
頃
そ
れ
か
ら
私
と
友
方
（
筆
者
註
清
止
の
親
友
）
と
二

人

で
一
ツ
車
の
馬
番
を
し
て
行
き
ま
し
た
。
客
車
よ
り
は
馬
の
方
は
楽
に
ね
る
こ
と

が

出
来
た
の
で
し
た
。
秋
田
駅
に
来
た
時
思
い
が
け
な
く
ル
リ
（
筆
者
註
清
止
の

妹
）
に
会
た
の
で
皆
様
が
黒
沢
尻
に
出
た
の
を
聞
き
ま
し
た
。
秋
田
か
ら
た
か
よ
に

電
報
を
出
さ
せ
た
の
で
新
潟
県
の
糸
魚
川
駅
で
六
郎
と
た
か
よ
（
筆
者
註
清
止
の

妹
夫

婦
）
に
合
ふ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
だ
ら
う
と
思
て
居

た
。
幸
に
此
の
駅
で
馬
番
の
交
代
だ
っ
た
の
で
自
分
の
持
物
を
持
て
る
間
に
た
か
よ

に
呼
び
出
さ
れ
全
く
夢
の
様
で
し
た
。
約
二
十
分
位
停
車
あ
っ
た
の
で
話
が
出
来
ま

し
た
。
時
間
に
な
っ
て
別
れ
る
時
に
は
全
く
泣
き
出
し
た
く
な
っ
た
が
沢
山
の
兵
隊

の

前
で
涙
は
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
萬
才
の
声
は
出
せ
な
か
っ
た
。
紙
包
を
貰
ふ
た
が

見

る
ひ
ま
が
な
か
っ
た
の
で
今
夜
見
た
ら
千
人
針
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
仁
丹
で
し
た
。

次

に
汽
車
か
ら
見
て
行
た
の
は
越
後
の
親
シ
ラ
ズ
子
し
ら
ず
を
見
て
富
山
駅
に
七
時

半
に

着
き
ま
し
た
。
此
処
で
は
婦
人
方
が
駅
に
出
て
御
茶
や
ら
水
や
ら
薬
（
仁
丹
）

を
く
れ
ま
し
た
。
ツ
ル
ガ
に
は
前
三
時
二
十
五
分
、
米
原
に
五
時
半
、
朝
早
く
（
ビ

ワ
コ
）
を
眺
め
乍
ら
朝
食
を
し
て
草
津
、
大
津
、
京
都
、
神
戸
、
明
石
と
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。

　

ア

カ
シ
で
は
有
名
な
瀬
戸
内
海
を
見
て
姫
路
、
広
島
に
着
い
た
の
は
午
後
六
時
四

十
五
分
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
馬
屋
に
馬
を
入
れ
て
休
ん
だ
の
は
十
三
日
朝
四
時
、
一

晩
中
馬
を
手
入
し
た
り
荷
物
の
整
理
し
た
り
し
た
の
で
す
。
今
日
は
一
日
ゆ
っ
く
り

休
め

る
の
で
す
。
併
し
家
に
居
れ
ば
手
拭
一
本
洗
た
こ
と
な
か
っ
た
が
今
で
は
シ
ャ

ッ
チ
や
モ
モ
ヒ
キ
を
全
部
洗
濯
で
す
。

　
此
処
ま
で
来
る
間
に
田
、
畑
、
山
、
草
刈
、
道
を
通
る
人
、
老
も
若
き
も
女
も
歩

け
る
位
の
子
供
さ
ん
ま
で
皆
手
を
上
げ
又
日
の
丸
の
旗
を
振
り
乍
ら
萬
才
を
せ
か
ん

で
私
等
を
送
て
く
れ
る
の
で
す
。
山
形
県
を
通
る
時
、
田
の
中
で
頭
の
は
げ
た
爺
が

草
刈
カ
マ
を
振
り
ま
わ
し
乍
ら
萬
才
を
し
て
く
れ
た
時
は
全
く
涙
が
出
ま
し
た
。
今

頃
は
父
も
此
ん
な
に
し
て
る
の
か
思
わ
る
と
も
う
其
処
に
居
ら
れ
ず
便
所
に
行
て
暫

く
涙
の
止
ま
る
の
を
ま
っ
て
居
ま
し
た
。
又
小
さ
い
子
供
達
や
博
位
の
奴
等
見
る
と

何
日
も
胸
張
り
さ
け
る
よ
う
で
す
。
然
し
今
は
何
と
思
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
家

を
出
る
時
云
ふ
た
如
く
僕
の
身
を
ば
決
し
て
心
配
せ
ず
に
皆
様
の
体
を
大
切
に
し
て

居
て

下

さ
い
。
私
は
丁
度
浦
島
太
郎
の
様
に
近
所
の
方
々
が
か
わ
っ
て
し
ま
ふ
ま
で

帰
ら
れ
な
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。
特
ム
兵
と
云
ふ
て
も
兵
隊
さ
ん
の
一
人
故
に
此
の
度

は

皆
が
見
ら
れ
な
い
処
遠
い
支
那
ま
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
此
れ
も
皆

天
子
様
の
御
蔭
と
父
母
の
恩
と
で
す
。
先
日
ル
リ
に
頼
ん
だ
金
は
旅
費
と
し
て
隊
か

ら
四
円
二
十
二
銭
貰
ふ
た
の
と
給
料
と
を
合
せ
て
五
円
送
た
の
で
す
。
此
の
内
か
ら

タ
カ
ヨ
に
出
し
た
電
報
料
を
何
程
か
引
か
れ
た
で
し
ょ
う
。
私
は
大
し
た
金
は
不
要

だ

か

ら
何
日
で
も
月
五
六
円
位
は
送
る
考
を
し
て
居
ま
す
。

　
次

に
横
川
目
駅
を
通
る
兵
隊
さ
ん
の
あ
る
時
は
必
ず
必
ず
駅
に
出
て
、
見
送
り
し

な
さ
い
。
知
ら
な
い
者
で
も
多
数
の
人
達
が
出
て
居
ら
る
る
と
元
気
が
出
る
よ
。
き

っ

と
わ
す
る
な
よ
。
又
出
征
兵
の
時
も
必
ず
出
る
様
に
ね
。
十
四
日
頃
出
帆
ら
し

い
。
私
に
来
る
手
紙
に
は
三
十
一
連
隊
気
附
中
村
部
隊
井
村
隊
本
部
と
し
て
下
さ

い
。
手
紙
も
あ
ん
ま
り
出
し
苦
し
い
か
ら
兄
弟
達
に
廻
し
て
見
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
十
三
日
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家
内
一
同
へ

広
島
ニ
テ

5
　
大
日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原

　
変

わ
り
な
い
で
し
ょ
う
。
私
も
相
変
わ
ら
ず
当
地
に
無
事
に
到
着
致
し
居
り
ま
す

か

ら
御
安
心
下
さ
い
。
前
に
知
ら
せ
た
様
に
宇
品
を
十
六
日
午
後
出
発
致
し
、
夜
中

は

舟
に
て
瀬
戸
内
海
を
通
過
致
し
十
七
日
午
後
六
時
半
頃
着
き
ま
し
た
。
夜
故
に
上

陸
は
致
し
ま
せ
ん
。

　
夜
中
舟
で
暮
し
翌
朝
五
時
か
ら
上
陸
を
始
め
、
私
等
は
九
時
頃
上
陸
致
し
ま
し

た
。
（
赤
い
夕
日
）
と
云
ふ
唱
歌
に
も
あ
る
様
に
ゲ
ン
カ
イ
ナ
ダ
を
通
る
時
は
相
当

に
海
は
荒
れ
ま
し
た
。
舟
に
は
茂
治
、
九
郎
、
喜
兵
衛
、
長
作
、
甚
四
、
其
の
他
村

の

人
達
は
沢
山
来
て
居
ま
し
た
。
皆
で
一
千
三
百
人
も
居
ま
し
た
。
此
れ
と
同
じ
舟

は
一
緒
に
三
ツ
も
出
ま
し
た
。
私
の
居
る
舟
の
人
は
半
分
位
は
よ
っ
て
し
ま
っ
た
が

私
は

平
気
で
し
た
。
そ
れ
だ
か
ら
馬
屋
に
は
折
角
行
て
、
馬
に
食
せ
る
や
ら
弁
当
を

持
て

来
る
や
ら
働
き
ま
し
た
。
舟
に
長
く
乗
た
の
は
始
め
て
で
し
た
の
で
海
の
眺
め

は
実
に
面
白
い
の
で
し
た
。
波
の
上
を
飛
魚
が
沢
山
飛
ん
だ
り
又
大
き
い
魚
が
波
の

上
を
走
っ
た
り
実
に
面
白
か
っ
た
。

　
宇

品
で
舟
に
馬
を
入
る
時
は
小
さ
い
舟
に
十
頭
つ
つ
入
れ
て
運
び
ま
し
た
。
馬
は

平
気
の
も
あ
れ
ば
亦
非
常
に
暴
れ
る
の
も
あ
っ
た
。
機
関
銃
隊
の
馬
は
一
匹
海
に
落

ち
ま
し
た
が
す
ぐ
あ
げ
ま
し
た
。
舟
の
中
で
は
馬
も
相
当
ヨ
ッ
タ
の
も
あ
り
ま
す
。

舟
に
乗
た
翌
日
の
中
食
の
時
な
ど
は
麦
を
食
は
ぬ
馬
が
半
分
も
あ
っ
た
。
十
八
日
朝

上
陸

す
る
時
は
亦
舟
か
ら
小
さ
い
舟
で
陸
に
運
び
ま
し
た
。
朝
か
ら
雨
で
体
中
ま
る

ぬ
れ
で

し
た
。
雨
の
中
を
約
一
里
位
の
処
を
引
い
て
馬
繋
場
に
入
れ
終
た
時
は
後
一

時
で
し
た
。
そ
の
時
雨
は
晴
れ
た
の
で
す
。
外
で
中
食
を
し
て
町
に
来
て
宿
舎
に
入

た
の
で
す
。

　
町

は
山
に
建
て
た
処
故
に
段
々
に
な
っ
て
居
ま
す
が
大
変
に
大
き
い
町
で
す
。
皆

日
本
人
ば
か
り
で
す
。
人
は
亦
五
萬
人
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
の
町
中
で
も
五
六

番
な
そ
う
で
す
。

　
馬
繋
場
に
は
大
し
た
馬
で
す
。
黒
沢
尻
セ
リ
の
時
の
十
倍
位
も
来
て
居
り
ま
す
。

ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
集
め
た
か
と
思
い
ま
す
。
何
処
の
兵
隊
の
馬
だ
か
知
れ
ま
せ
ん

が
、
今
夕
方
一
匹
死
（
ん
）
で
居
た
の
も
あ
り
ま
す
。
舟
で
け
が
を
し
た
馬
も
相
当

あ
り
ま
す
。
私
等
の
馬
に
は
け
が
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い
。

今

日
支
那
に
出
る
兵
隊
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
私
等
も
明
日
頃
出
発
す
る
ら
し
い
様
で

す
。
何
回
も
云
ふ
様
に
私
は
案
ず
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
体
を
大
切
に
し
て

暮
し
て
下
さ
い
。
し
ば
ら
く
手
紙
は
出
せ
ま
せ
ん
。
近
所
の
人
達
に
も
出
せ
ま
せ
ん

か

ら
よ
く
話
し
て
礼
を
云
ふ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
十
八
日
夜

　
　
　
　
　
　
　

（姉
達
や
十
六
石
、
西
に
も
見
せ
て
下
さ
い
）

6
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
あ
ら
や
　
小
原
命
助

　
二

十
日
午
後
十
一
時
半
釜
山
発
某
地
に
而
て
行
進
中
、
四
、
五
日
に
し
て
予
定
地

着
。
其
の
時
亦
便
り
し
ま
す
。
車
中
ニ
テ

　
姉
達
や
親
類
達
十
六
石
（
筆
者
註
　
妻
コ
メ
の
実
家
）
に
聞
か
せ
て
く
れ
。

7
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
あ
ら
や
　
小
原
専
三
郎
様
、
命
助
様
　
　
　
（
清
止
）

　
一
寸
五
半
出
般
、
元
気
で
当
地
安
着
致
し
候
。
海
上
に
て
は
全
員
の
七
割
位

倒
れ
、
馬
当
番
や
歩
哨
は
元
気
の
良
い
人
で
、
交
代
な
し
に
や
る
様
な
状
態
に
候
。

舟
中
に
て
は
村
の
人
七
八
人
同
舟
に
候
。
十
七
日
後
口
着
陸
致
し
候
間
、
他
事
乍
ら

御
安
心
被
下
致
候
。

　
奨
君

に
も
聞
か
せ
て
呉
れ

8
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
小
原
コ
メ
殿
　
　
　
　
　
（
天
津
ニ
テ
清
止
）

　
か
わ

り
な
い
か
。
私
も
げ
ん
き
で
居
る
か
ら
あ
ん
し
ん
し
て
く
れ
。
家
の
方
に
も

馬
を
ち
ょ
う
は
つ
が
あ
っ
た
り
又
し
ょ
う
し
ゅ
（
召
集
）
さ
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す

ね
。
く
に
の
た
め
だ
か
ら
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ネ
か
り
も
し
ま
っ
た
ら
う
、
ず
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い
ぶ
ん

つ

ら
い
こ
と
も
あ
ら
う
が
、
が
ま
ん
し
て
く
ら
せ
。
博
も
だ
ん
だ
ん
に
や
く

に
立
つ
だ
ろ
う
。
つ
づ
（
地
図
）
を
出
し
て
見
な
さ
い
。
私
は
釜
山
ト
云
ふ
所
か
ら

新
の
廿
日
の
夜
十
一
時
出
で
京
城
新
義
州
。
奉
天
、
天
津
と
云
ふ
所
を
す
ぎ
て
今
は

ペ

キ
ン
（
北
京
）
と
云
ふ
所
に
行
く
の
で
す
。

　
廿
一
日
の
ば
ん
か
ら
つ
づ
い
て
汽
車
の
馬
屋
ば
ん
を
し
て
今
夜
で
四
ば
ん
で
す
。

馬
は
を
そ
ろ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
夜
る
ね
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
こ
ま
り
ま

す
。
釜
山
で
は
ち
ょ
う
ど
旧
の
八
月
十
五
日
で
し
た
。
ち
ょ
う
せ
ん
人
は
こ
の
日
か

ら
お
ぼ
ん
だ
そ
う
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
の
き
も
の
を
き
た
人
は
町
の
中
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
あ

る
き
ま
す
。
キ
シ
ャ
で
皆
の
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
を
見
る
の
も
を
も
し
ろ
い
。

ち
ょ
う
せ
ん
は
山
が
多
い
が
、
ま
ん
し
ゅ
う
は
平
地
だ
。
ブ
ダ
を
た
く
さ
ん
連
れ
て

あ
そ
ん
で
居
る
人
も
あ
る
。
シ
ナ
は
又
平
地
だ
。
山
は
少
し
も
見
ら
れ
な
い
。
シ
ナ

の
子
供

は
キ
シ
ャ
の
く
る
た
び
に
来
て
ベ
ン
ト
ウ
カ
ラ
を
ヒ
ロ
ッ
テ
行
っ
て
め
し
の

つ
い
て

る
の
を
く
う
の
で
す
。
か
わ
い
そ
う
な
所
も
あ
る
。
今
日
、
天
津
と
云
う
所

で
セ

ン

ソ
ウ
で
ケ
ガ
し
た
人
た
ち
は
五
、
六
百
人
と
死
ん
だ
コ
ツ
を
の
せ
た
キ
シ
ャ

に
あ
っ
た
。
あ
ん
ま
り
よ
い
き
も
ち
は
し
な
い
ヨ
。
あ
た
ま
、
足
、
手
、
ほ
う
た
い

し
て
る
か
ん
ゴ
フ
が
つ
い
て
る
の
も
あ
る
。
私
も
こ
ん
な
こ
と
は
カ
ク
ゴ
し
て
る
か

ら
私
は
あ
ん
ず
る
な
、
お
前
た
ち
ば
か
り
か
ら
だ
を
た
い
せ
つ
に
し
て
居
て
く
れ
。

　
豊
台
（
ホ
ウ
ダ
イ
）
と
云
ふ
処
か
ら
北
平
（
ペ
イ
ピ
ン
）
と
云
ふ
と
こ
ろ
ま
で
来

て

居
ま
す
。
廿
六
日
の
朝
八
時
出
で
十
一
時
三
十
分
出
発
、
ペ
イ
ピ
ン
ニ
六
時
着
き

ま
し
た
。
み
ち
は
四
里
位
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
シ
ナ
で
も
よ
い
ほ
う
の
町
で
す
が
全

く
汚
い
処
で
す
。
自
動
車
は
少
し
し
か
見
へ
ま
せ
ん
。
日
本
で
持
っ
て
来
た
軍
用
車

が
見
へ
る
位
で
す
。
人
力
車
は
並
通
で
す
。
市
内
は
五
銭
で
乗
れ
る
そ
う
で
す
。
市

街
両
側
に
内
地
の
カ
メ
ヤ
キ
様
な
物
、
カ
ン
ト
ウ
豆
、
ナ
シ
等
を
売
る
人
は
歩
く
に

困
難
の
程
並
ん
で
居
り
ま
す
。
汚
い
こ
と
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
周
囲
は
煉
瓦

で
造

ら
へ
た
ヘ
イ
で
ま
わ
し
て
居
り
ま
す
。
門
は
日
光
で
見
る
様
な
美
し
い
造
へ
か

た
で
す
。
私
等
今
の
愛
馬
の
手
入
を
す
る
外
、
乗
馬
運
動
で
市
内
を
歩
く
位
で
弘
前

に
居
た
時
よ
り
勤
ム
は
激
く
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
線
（
戦
闘
）
に
は
出
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
ま
だ
三
、
四
日
位
あ
る
ら
し
い
で
す
。

　
毎
日
飛
行
機
が
飛
び
過
て
居
り
ま
す
。
廿
六
日
に
は
野
砲
の
音
も
し
ま
し
た
。
昨

日
（
廿
八
日
）
に
は
歩
兵
の
九
中
隊
の
人
が
演
習
か
ら
帰
て
か
ら
銃
の
手
入
の
時
弾

丸
を
打
た
人
が
あ
る
し
又
演
習
中
に
ス
ネ
を
折
た
人
も
あ
る
。
天
津
で
日
本
兵
の
ケ

ガ

人
五
百
名
位
と
骨
四
百
位
と
来
た
汽
車
に
会
た
が
死
と
ケ
ガ
を
覚
悟
し
て
来
た
こ

と
だ
が
余
り
良
い
気
持
ち
を
し
な
か
っ
た
。
若
し
話
の
通
り
三
四
日
で
戦
闘
に
参
加

し
た
ら
手
紙
は
出
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
其
の
時
は
便
り
の
な
い
時
は
元
気
で
居
る
と
思

て

居
て

下

さ
い
。
御
身
大
切
に
し
て
家
内
の
こ
と
は
操
り
事
乍
ら
宜
し
く
願
ま
す
。

　
　
　
　
廿
九
日

　
　
　

政
一
様
（
筆
者
註
清
止
の
妹
の
夫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

9
　
大
日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原

　
拝
啓
　
私
事
無
事
に
て
北
平
を
七
日
午
前
七
時
出
発
、
毎
日
行
軍
で
只
今
は
趙
縣

と
云
ふ
処
に
来
て
居
り
ま
す
。
道
順
は
北
平
、
古
城
鎮
、
除
水
、
保
定
、
定
縣
、
正

定
と
云
ふ
様
に
進
軍
し
ま
し
た
。
今
日
（
廿
二
日
）
は
滞
在
で
す
。
趙
縣
と
云
ふ
処

は
正
定
か
ら
六
里
も
離
れ
た
部
落
で
す
。
是
れ
か
ら
は
愈
々
第
一
線
に
向
て
行
軍
だ

そ
う
で
す
。
此
処
ま
で
来
る
途
中
、
支
那
兵
、
土
民
等
日
本
軍
馬
の
死
体
は
路
辺
に

あ
る
こ
と
実
に
多
数
あ
り
ま
し
た
。
腐
れ
て
骨
ば
か
り
の
馬
も
あ
れ
ば
足
が
き
を
し

た
あ
と
も
あ
る
死
馬
も
あ
り
ま
す
。
十
八
日
正
定
か
ら
来
る
時
は
砲
声
も
し
ま
し

た
。
亦
、
鉄
橋
も
爆
破
さ
れ
て
居
る
処
も
あ
り
　
其
の
橋
の
中
頃
に
汽
車
も
交
て
五

六

時
間
位
で
す
。
道
は
ま
る
で
土
煙
で
向
の
人
の
姿
は
見
え
ぬ
様
な
時
も
あ
り
ま

す
。
横
川
目
か
ら
私
等
の
後
に
召
集
（
に
）
な
っ
た
人
達
に
も
合
ひ
ま
し
た
。
私
等

ら
連
隊
中
三
大
隊
に
伊
藤
實
、
オ
ソ
ヤ
シ
キ
の
人
、
又
今
日
は
藤
根
の
高
藤
医
者
に

も
合
ひ
ま
し
た
。
高
藤
様
の
話
に
依
れ
ば
（
井
隆
）
で
は
千
人
位
の
負
傷
者
は
出
た

そ
う
で
す
。

　
私
は
第
一
線
に
は
出
る
こ
と
は
な
い
だ
ら
う
。
今
度
の
行
軍
も
戦
闘
に
参
加
す
る
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筈
で
し
た
が
、
も
う
「
大
源
」
も
落
ち
た
ら
し
い
様
子
で
す
か
ら
も
う
行
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
戦
闘
に
参
加
し
て
も
家
の
人
も
諦
め
て
居
る
だ
ら
う
し
私
も
決

心

し
て
居
る
か
ら
是
れ
も
天
皇
陛
下
の
た
め
、
亦
祖
先
の
た
め
で
す
か
ら
、
こ
う
な

る
の
も
前
世
の
約
束
で
す
か
ら
致
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
決
し
て
死
し
て
帰
る

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
心
配
せ
ず
家
の
こ
と
は
皆
で
協
力
し
て
暮
し
て
居
て
下
さ

い
。

　
金

も
一
ヶ
月
八
円
二
十
銭
貰
っ
て
居
る
が
何
も
買
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家

に
送
る
に
も
送
ら
れ
ず
、
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
居
り
ま
す
。
其
の
中
に
送
れ
る
時
は
送

り
ま
す
。
書
き
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
亦
後
で
書
き
ま
す
。
而
し
様
子
が
変

（
っ

）
て

戦
闘
に
出
れ
ば
出
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
皆
様
元
気
で
暮
し
て
下
さ
い
。
何
事

も
仏
と
神
の
力
で
す
。

　
　
　
十
一
月
六
日

　
　
　
　

家
内
一
同
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

　
　
　
　
　
博

に
よ
く
注
意
し
て
教
育
し
て
下
さ
い

10

　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
小
原
命
助
様
　
　
　
　
（
支
那
　
小
原
清
止
）

　
取
急
ぎ
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
私
等
は
本
日
午
後
一
時
、
石
家
荘
か
ら
汽
車
で
南

の
方
の
順
徳
と
云
ふ
方
面
、
戦
争
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
は
元
気
で
暮

し
て
下
さ
い
。
私
も
覚
悟
の
上
で
す
か
ら
、
も
う
私
の
こ
と
は
心
配
し
て
下
さ
る

な
。
決
し
て
不
名
誉
な
こ
と
は
致
さ
ず
立
派
に
国
家
の
た
め
に
働
き
ま
す
。
皆
様
に

頼
ん

で
子
供
等
の
教
育
を
し
て
地
方
か
ら
後
指
を
さ
・
る
・
様
な
こ
と
を
せ
ず
に
下

さ
い
。
後
は
手
紙
は
出
せ
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
皆
様
元
気
で
居
て
下
さ
い
。

何
事
も
前
世
の
運
命
と
諦
め
よ
。

　
　
　
十
一
月
八
日

　
　
　
　
父
上
様

　
　
　
　
家
内
一
同
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

11

　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
小
原
コ
メ
殿
　
　
（
支
那
ニ
テ
　
小
原
清
止
）

　
お
手
紙
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
く
よ
み
ま
し
た
。
皆
元
気
で
居
る
そ
う
で
安
心
し

ま
し
た
。
私
も
元
気
で
居
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ
。
送
（
っ
）
た
も
の
は
ま
だ
う
け

と
り
ま
せ
ん
が
近
い
う
ち
に
は
来
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
を
た
の
し
み
に
し
て
居
ま
す
。

何

も
そ
ん
な
に
心
配
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
毛
糸
の
ち
ょ
っ
き
も
あ
る
し
ど
う
ま

き
も
あ
る
。
寒
い
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た
の
に
す
ま
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
何
も
送
る

こ
と
は
な
い
よ
。

　
次

に
シ
ャ
ッ
金
の
方
は
ど
う
な
っ
た
。
と
み
ち
殿
（
筆
者
註
高
利
貸
し
）
に
は

政
一
、
奨
（
筆
者
註
隣
り
に
住
む
友
人
）
、
円
治
さ
ん
た
ち
に
そ
う
だ
ん
し
て
は
ら

っ

て

を
く
よ
う
に
し
て
く
れ
。
そ
れ
で
も
米
が
あ
ん
ま
り
出
来
な
い
よ
う
だ
ら
そ
の

ま
ま
に
し
て
を
く
よ
う
に
、
み
ん
な
に
ね
が
っ
て
も
ら
い
、
な
る
べ
く
ま
け
て
も
ら

い

な
さ
い
。
町
の
方
は
ど
う
な
っ
た
、
知
ら
し
て
く
れ
。

　

去
る
九
日
十
日
十
一
日
と
三
日
間
い
く
さ
を
し
た
。
私
も
で
た
が
少
し
も
け
が
は

せ
ん

か

ら
安
心
せ
。
こ
れ
か
ら
も
な
ん
か
い
も
出
る
だ
ら
う
が
心
配
は
す
る
な
。
横

川
目
の
人
で
は
春
吉
一
人
だ
。
死
ん
だ
人
も
二
十
人
位
は
あ
ら
う
。
み
ん
な
が
か
く

こ

し
て
居
る
こ
と
だ
か
ら
、
私
の
身
は
け
っ
し
て
心
配
す
る
な
。
家
の
こ
と
だ
け
た

の

む
。
亦
、
次
二
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
手
紙
を
送
ル
。
今
は
二
三
日
前
か
ら
休
（
ん
）

で
居
る
。

　
　
　

十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　

こ
め
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

　
　
　
　
　
　
　
姉
達
二
元
気
で
居
る
こ
と
を
知
ら
し
て
く
れ

12

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
小
原
清
止
方
　
小
原
博
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
支
下
元
本
部
中
村
静
部
隊
井
村
隊
小
行
李
小
原
清
止
）

　
博
君
元
気
で
居
る
で
し
ょ
う
。
父
も
元
気
で
国
の
た
め
に
働
い
て
居
る
か
ら
安
心

し
て
く
れ
。
お
ち
い
さ
ん
や
お
母
様
の
言
付
を
守
て
よ
く
勉
強
し
て
居
れ
。
出
世
を

す
る
に
は
勉
強
す
る
子
供
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
よ
。
何
事
に
も
よ
く
注
意
し
る
よ
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う
に
せ
。
支
那
の
キ
ッ
テ
を
二
枚
送
ル
。
学
校
に
一
枚
や
れ
、
一
枚
は
君
が
も
っ
て

日
本
の
キ
ッ
テ
と
ど
こ
が
ち
が
う
か
し
ら
べ
て
居
れ
。
小
さ
い
子
供
は
い
ぢ
め
な

よ
。　

　
　
　
博
君

父

よ
り

　
セ

ツ

子
サ
ン

　
大

キ
ク
ナ
ッ
タ
ロ
ウ
ネ
　
父
サ
ン
ハ
ゲ
ン
キ
デ
イ
ル
ヨ
オ
カ
ア
サ

ン
ヤ
オ
ヂ
イ
サ
ン
ノ
オ
シ
ヘ
ヲ
キ
イ
テ
　
ヨ
リ
ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
テ
イ
ナ
サ
イ
　
ツ
イ

シ
ン
ボ
ハ
ミ
ン
ナ
甲
ヲ
モ
ラ
ッ
テ
イ
ナ
サ
イ
　
オ
父
サ
ン
ハ
イ
マ
ス
コ
シ
　
タ
ッ
タ

ラ
カ
エ
ル
カ
ラ
ガ
ッ
コ
ウ
ニ
イ
ッ
タ
ラ
　
セ
ン
セ
イ
ノ
オ
シ
ヘ
ヲ
ヨ
ク
キ
イ
テ
　
ジ

ヲ
タ
ク
サ
ン
オ
ボ
ヘ
テ
イ
ル
ヨ
ウ
ニ
セ
ヨ

　
　
　
十
一
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
ヨ
リ

　
　

　
　
セ
ツ
子
サ
ン

13
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
小
原
命
助
様
　
　
　
（
支
那
ニ
テ
一
息
ヨ
リ
）

　
私
等
は
元
気
で
服
務
致
し
居
り
ま
す
か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
現
在
は
甕
鹿
縣
に
来

て

居
り
ま
す
。
戦
闘
の
跡
を
眺
め
乍
ら
行
軍
で
す
。
第
一
線
に
出
る
様
な
こ
と
は
な

い
様
で
す
か
ら
心
配
無
用
で
す
。
気
候
は
日
本
の
九
月
頃
で
す
。
支
那
の
国
は
全
く

広

い

国
で
す
。
今
ま
で
の
行
軍
で
山
は
見
へ
ま
せ
ん
。
今
晩
の
宿
営
地
の
西
方
に
山

を
見
ま
し
た
。
当
地
に
今
日
は
滞
在
で
す
（
十
一
月
三
日
）
。
私
等
は
今
後
の
活
動

状
況
不
解
で
す
。
元
気
で
居
る
、
心
配
す
る
な
。

14

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
コ
メ

　
か

わ
り
な
い
か
、
私
も
元
気
で
居
る
か
ら
心
配
す
る
な
。
黒
沢
尻
の
方
は
ど
ん
な

に
し
た
か
。
又
富
治
の
方
も
ど
う
し
た
か
心
配
し
て
居
る
。
一
人
で
家
の
こ
と
を
み

ん

な
や
っ
て
見
た
ら
ず
い
ぶ
ん
な
ん
ぎ
だ
ら
う
。
私
等
も
あ
ま
り
長
く
は
こ
っ
ち
に

居

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
か
ら
が
ま
ん
し
て
ま
っ
て
居
る
よ
う
に
た
の
む
。

　
今
年
は
米
も
た
く
さ
ん
取
れ
た
だ
ら
う
。
役
場
か
ら
銭
は
も
ら
っ
て
居
る
か
、
も

ら
わ
れ
ぬ
な
ら
ば
小
使
は
な
く
て
こ
ま
っ
て
居
る
だ
ら
う
。
私
も
送
（
っ
）
て
や
り

た
い
が
、
何
日
も
郵
便
局
が
な
い
の
で
送
ら
れ
ず
持
（
っ
）
て
居
る
。
こ
ま
っ
て
居

る
だ
ら
う
と
思
て
も
し
か
た
な
い
。

　
小
包

は
今
日
き
た
。
有
難
か
っ
た
。
シ
ャ
シ
ン
も
見
た
が
ず
い
ぶ
ん
心
配
か
を
を

し
て
る
な
。
私
の
出
し
た
手
紙
は
キ
ン
ジ
ョ
の
人
た
ち
に
と
“
か
ぬ
か
、
さ
っ
ぱ
り

手
紙
は
来
な
い
。
父
か
ら
と
お
前
か
ら
と
十
六
石
か
ら
二
本
、
た
か
よ
か
ら
一
本

（廿
五

日
）
又
お
前
の
一
本
と
六
本
し
か
来
な
い
。
今
か
ら
は
テ
ツ
ド
ウ
の
そ
ば
に

来
て
る
か
ら
手
紙
は
早
く
も
ら
へ
る
だ
ら
う
。
私
も
時
々
出
す
か
ら
、
家
の
方
か
ら

も
ほ
し
い
。

　
雪
は
ど
の
位
ふ
っ
た
、
こ
っ
ち
は
少
し
も
な
い
。
土
け
む
り
が
立
て
あ
る
く
に
こ

ま
る
。
た
だ
夜
は
ず
い
ぶ
ん
さ
む
い
。
で
も
ま
だ
風
ひ
き
も
し
な
い
か
ら
心
配
す
る

な
。
み
ん
な
か
ら
だ
を
た
い
せ
つ
に
し
て
居
る
よ
う
に
し
ろ
。
い
く
さ
の
も
よ
う

は
、
し
ん
ぶ
ん
を
見
る
人
か
ら
き
け
ば
わ
か
る
だ
ら
う
。
こ
れ
か
ら
は
ひ
ま
が
あ
る

か

と
思
ふ
か
ら
時
々
手
紙
を
出
す
。
十
六
石
の
父
母
は
た
っ
し
ゃ
か
、
良
一
兄
は
妻

を
も
ら
っ
た
か
。
主
計
は
三
月
ま
ん
し
ゅ
（
う
）
に
来
る
そ
う
だ
な
。
寒
い
と
こ
ろ

ら
し
い
。
良
一
兄
も
心
配
し
て
居
る
だ
ら
う
。
な
ぐ
さ
め
る
や
う
に
し
て
居
な
さ

い
。
妻
も
早
く
も
ら
う
や
う
に
し
た
ら
よ
い
と
思
ふ
。
か
ら
だ
（
だ
）
け
丈
夫
に
し

て

居
な
さ
い
。

　
　
　
十
二
月
廿
七
日
　
　
旧
十
一
月
廿
五
日

15

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
博
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
支
下
元
本
部
中
村
静
部
隊
井
村
隊
小
行
李
　
小
原
清
止
）

　
皆
さ
ん
が
カ
ゼ
を
引
（
い
）
て
ね
て
居
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
父
は
元
気
で
居

る
か
ら
安
心
し
て
く
れ
。
父
の
シ
ャ
シ
ン
が
届
た
か
早
く
へ
ん
じ
を
見
た
い
。

　
何

日
も
云
ふ
通
り
良
く
勉
強
し
て
先
生
か
ら
も
ほ
め
ら
れ
又
立
派
な
人
に
な
る
様

に
せ
よ
。
父
は
一
月
七
日
の
命
令
で
兵
士
が
七
十
六
人
の
中
第
三
番
目
で
一
等
兵
と

な
っ
た
よ
。
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
。
そ
れ
か
ら
一
月
廿
四
日
に
は
天
皇
陛
下
か
ら
タ
バ
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を
も
ら
っ
た
。
家
に
行
く
ま
で
の
ま
な
い
で
行
く
か
ら
ね
。

　
手
紙
を
時
々
書
（
い
）
て
よ
こ
せ
。
手
紙
も
上
手
に
な
る
ん
だ
し
又
作
文
の
練
習

に
も
な
る
ん
だ
。
せ
つ
子
に
も
よ
く
字
を
教
へ
な
さ
い
。
そ
れ
か
ら
六
年
生
の
女
、

武
田
フ
サ
子
、
小
原
キ
ヨ
、
名
須
川
ス
ト
ミ
の
三
人
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
の
で
私

は
十
二
月
廿
八
日
に
返
事
を
出
し
た
っ
た
が
、
届
い
た
か
き
い
て
見
て
く
れ
。
何
回

も
云
ふ
が
よ
く
勉
強
し
て
六
年
に
な
る
時
優
等
生
と
な
る
様
に
心
が
け
よ
。
正
月
で

遊
ん

で

る
時
も
自
分
よ
り
少
い
子
供
や
弱
い
子
供
は
け
っ
し
て
イ
ヂ
メ
ル
な
よ
。

16

　
封
筒
な
し

　
此
の

手
紙
の
見
る
頃
は
お
正
月
の
こ
と
と
思
ふ
。
ち
か
ご
ろ
は
家
の
方
の
こ
と
で

か

わ
つ
た
ゆ
め
ば
か
り
見
へ
る
。
何
も
か
わ
ら
な
い
か
。
私
は
何
日
も
元
気
だ
。
先

日
源
吉
、
徳
四
郎
に
子
供
の
兵
隊
に
行
く
こ
と
を
祝
た
こ
と
を
手
紙
を
や
つ
た
筈
だ

っ

た
が
と
ど
い
た
か
と
ど
か
ぬ
か
を
め
よ
か
ら
き
い
て
み
る
。
ま
た
又
一
に
は
荒
屋

の
人
達
皆
に
き
か
せ
て
く
れ
と
書
い
て
十
一
月
七
日
と
一
月
に
な
て
か
ら
出
し
て
い

た
。
こ
れ
も
と
ど
い
た
か
を
め
よ
に
き
い
て
も
ら
ひ
な
さ
い
。
私
の
一
等
兵
に
な
っ

た
こ
と
を
ま
だ
だ
れ
に
も
話
さ
ず
に
居
ル
や
う
に
ね
。
博
に
も
き
か
せ
て
く
れ
。

17

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
博
君

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
支
下
元
本
部
隊
中
村
静
部
隊
井
村
隊
小
行
李
　
小
原
清
止
）

　
か

わ
り
な
い
だ
ら
う
ね
、
私
も
元
気
で
す
。
十
九
日
ル
リ
と
は
ま
に
手
紙
を
出
し

た
。
其
時
家
に
届
け
る
物
を
入
て
や
っ
た
。
受
取
（
っ
）
た
ら
し
ま
っ
て
を
け
よ
。

キ
ネ
ン
に
な
る
も
ん
だ
か
ら
ね
。
十
九
日
お
前
と
子
供
ら
に
も
出
し
た
か
ら
ね
。
又

廿
三

日
正
行
と
お
前
に
も
出
し
た
シ
ャ
シ
ン
は
茂
治
（
筆
者
註
妹
ル
リ
の
夫
）
と

一
し
ょ
に
送
（
っ
）
た
。
受
取
（
っ
）
た
ら
返
事
を
く
れ
。
又
此
れ
は
正
月
二
日
に

名
古
屋
か
ら
来
た
イ
モ
ン
ヒ
ン
に
入
（
っ
て
）
た
エ
ハ
ガ
キ
だ
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
の
チ

ャ
ヤ
女
の
も
ん
だ
。
な
く
さ
ず
に
し
ま
っ
て
を
く
様
に
し
な
さ
い
。

　
　
　
廿
三
日

な
つ
か
し
き
妻
へ

夫
よ
り

18

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
コ
メ

　
か

わ
り
な
い
だ
ら
う
、
私
も
元
気
で
居
る
よ
。
此
方
は
ず
い
ぶ
（
ん
）
暖
か
く
な

っ

た
。
日
中
は
外
に
も
ね
る
に
も
寒
く
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
家
の
方
は
ま
だ
雪
が

ふ
っ

て

居
る
だ
ら
う
。
フ
キ
も
毎
日
ブ
イ
て
居
る
だ
ら
う
と
思
て
る
。
博
や
節
子
も

元
気
で
学
校
に
行
（
っ
）
て
る
だ
ら
う
。

　
何

日
も
な
ら
今
日
あ
た
り
は
毎
日
酒
の
み
を
し
て
る
時
だ
ね
。
今
日
は
旧
の
正
月

七

日
だ
ね
。
私
等
も
此
の
間
は
毎
晩
酒
を
も
ら
っ
て
の
ん
で
る
。
昨
日
慰
問
袋
を
も

ら
っ
た
。
今
度
私
の
も
ら
っ
た
の
は
あ
ま
り
よ
い
も
ん
で
な
か
っ
た
。
外
の
人
に
は

カ
ミ
ソ
リ
、
サ
ル
マ
タ
、
テ
チ
ョ
ー
、
テ
ヌ
グ
イ
な
ど
も
あ
っ
た
。

此
の

あ
い
だ
は
手
紙
は
こ
な
い
ね
。
風
（
カ
ゼ
）
で
も
ひ
い
て
ね
て
る
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
る
。
私
等
は
毎
日
あ
そ
ん
で
居
る
や
う
な
も
ん
だ
。
近
い
う
ち
に
亦
遠

く
の
方
に
行
く
ら
し
い
。

此
の

前
に
言
た
○
○
を
こ
し
ら
へ
て
を
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
此
の
頃
の
話
で
は
あ
ん

ま
り
長
く
な
い
間
に
か
へ
れ
る
か
知
れ
な
い
も
よ
う
だ
。
早
く
か
へ
っ
て
三
三
の
祝

と
ガ
イ
セ
ン
祝
と
一
し
ょ
に
し
た
い
ね
。
私
等
の
も
ち
も
の
は
隊
か
ら
も
ら
っ
た
も

の
の

ほ
か
は
み
ん
な
は
こ
に
入
れ
て
つ
つ
ん
で
し
ま
っ
た
。
元
気
を
出
し
て
風
（
カ

ゼ
）
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
に
せ
。
病
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
イ
シ
ャ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ね
。
子
供
達
に
は
よ
く
チ
ュ
ウ
イ
し
て
勉
強
さ
せ
な
さ
い
。
手
紙
も
時
々
か
い

て

よ
こ
す
よ
う
に
ね
。
手
紙
を
か
く
う
ち
に
ツ
ヅ
リ
カ
タ
ガ
上
手
に
な
る
ん
だ
か
ら

と
よ
く
を
し
え
て
毎
日
出
し
て
も
よ
か
ら
う
。
か
ね
ぞ
う
、
キ
ヨ
シ
、
長
左
工
門
の

方
は
何
と
し
た
。
ス
ス
ム
に
も
ず
い
ぶ
ん
め
い
わ
く
を
か
け
て
る
だ
ら
、
土
堀
や
西

で
は

春

に
な
っ
た
ら
家
の
フ
キ
ガ
へ
を
す
る
か
、
そ
れ
ま
で
に
は
か
へ
る
こ
と
が
出

き
る
だ
ら
う
と
思
ふ
か
ら
ね
。
で
も
つ
ク
か
つ
か
ヌ
か
又
か
き
か
せ
て
く
れ
。
必
ず

○
○
は

こ
し
ら
へ
て
を
け
　
よ
く
き
を
つ
け
て
ね
。
一
人
で
出
来
な
い
だ
ら
う
か
ら

十
六
石
の
兄
と
そ
う
だ
ん
を
し
て
ね
。
よ
く
キ
ヲ
つ
け
な
い
と
こ
ま
る
よ
。
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か

ら
だ
は
大
事
だ
か
ら
ね
。
喜
代
松
（
筆
者
註
　
コ
メ
の
兄
）
に
は
私
が
ま
だ
手

紙
は

出
さ
な
い
が
お
前
か
ら
出
し
て
を
け
。
私
が
元
気
で
居
る
こ
と
を
ね
。
十
六
石

の
父
母
も
元
気
だ
ら
う
、
よ
く
話
し
て
き
か
せ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

旧
七
日

　
　
　
　
妻
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
止

　
　
　
　
　
　
　

要
之
進
や

円
治
は
何
と
し
た
か
知
ら
し
て
く
れ

19

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
　
小
原
清
止
方
　
小
原
博
君

博
、
か
わ
り
な
い
か
。
父
も
元
気
で
居
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ
。
雪
が
た
く
さ
ん
ふ

っ

た
そ
う
で
す
が
何
尺
位
あ
る
か
学
校
に
行
く
に
ひ
ど
い
日
あ
る
だ
ら
う
。
け
れ
ど

も
毎
日
元
気
で
行
て
勉
強
し
な
さ
い
。
日
本
の
国
に
生
れ
た
子
供
は
幸
福
だ
よ
。
支

那
の
小
供
等
は
学
校
に
行
て
居
る
の
は
少
し
し
か
な
い
よ
。
日
本
で
は
子
供
の
時
か

ら
皆
勉
強
し
て
る
か
ら
立
派
な
人
ば
か
り
た
く
さ
ん
居
る
。
そ
れ
だ
か
ら
何
日
ど
こ

の

国
と
戦
争
を
し
て
も
勝
つ
の
だ
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て
エ
ラ
イ
人
に
な
る
よ
う
に

心
掛
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
。

　
御
祖
父
様
の
云
ふ
こ
と
や
母
様
の
云
ふ
こ
と
を
よ
く
守
（
っ
）
て
ね
。
又
セ
ツ
子

の

も
よ
く
か
あ
い
が
っ
て
、
知
ら
な
い
字
は
教
へ
て
や
り
な
さ
い
。
お
前
達
が
級
第

し
て
通
信
簿
を
も
ら
う
ま
で
に
は
か
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。
通
信
簿
は
み
ん
な
甲
を

も
ら
う
よ
う
に
勉
強
し
な
さ
い
。

　
支
那
で
は

今
日
（
十
七
日
）
雪
が
三
寸
位
降
た
が
夕
方
に
は
き
え
て
し
ま
っ
た
。

春
の

よ
う
に
暖
だ
。
牛
の
小
さ
い
の
を
養
て
居
る
そ
う
だ
ね
。
う
ん
と
物
を
喰
べ
さ

せ
て

大

き
く
し
て
を
け
。
春
、
田
を
掘
る
時
や
田
植
え
の
時
に
使
ふ
よ
う
に
ね
。
元

気
で
勉
強
を
し
な
さ
い
。
父
は
支
那
に
来
て
か
ら
は
馬
を
ひ
か
な
い
で
テ
ッ
ポ
ー
を

持
て

他
人
の
世
話
を
し
て
歩
て
居
る
。
戦
の
話
は
帰
て
か
ら
き
か
せ
ま
せ
う
。

　
か

は
り
な
い
か
ね
、
私
も
変
り
な
く
元
気
で
居
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ
。
か
ね
ぞ

う
、
清
、
長
左
門
の
こ
と
は
ま
だ
き
ま
ら
な
い
と
奨
か
ら
手
紙
が
来
た
が
ま
だ
き
ま

ら
な
い
か
。
黒
沢
尻
ケ
イ
サ
ツ
の
部
長
が
来
て
る
か
ら
話
し
て
見
て
ケ
イ
サ
ツ
を
た

の

む
か
も
知
れ
な
い
（
奨
に
も
こ
の
話
は
し
て
や
っ
た
）
下
村
の
円
治
は
家
に
居
な

い
が
何
か

イ
手
紙
を
や
っ
て
も
返
事
は
こ
な
い
。
番
吉
、
栄
一
も
ま
ん
し
ゅ
う
に
来

た
ら
し
い
が
合
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
手
紙
は
番
吉
か
ら
二
ど
き
た
。
そ
れ
に
返
事

も
出
し
た
し
栄
一
に
も
手
紙
は
や
っ
た
。

　
良
一
（
筆
者
註
　
コ
メ
の
兄
）
は
妻
を
も
ら
っ
た
か
。
十
六
石
の
父
母
は
病
気
を

し
な
い
か
。
兼
八
は
か
へ
（
っ
）
た
か
、
喜
代
松
兄
（
筆
者
註
　
コ
メ
の
兄
）
も
か

ヘ
ッ

た
ら
し
い
が
ほ
ん
と
う
か
。
私
も
三
月
の
は
じ
め
に
は
か
へ
る
か
と
思
て
居

る
。
主
計
君
（
筆
者
註
、
良
一
の
長
男
）
は
何
月
何
日
家
を
立
（
っ
）
て
行
く
か
知

ら
し
て
く
れ
。
か
へ
っ
た
時
使
ふ
酒
を
家
で
こ
し
ら
へ
た
ら
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。
お

前
一
人
で
は
め
ん
ど
う
だ
ら
う
か
ら
十
六
石
の
兄
に
話
し
て
手
つ
だ
っ
て
も
ら
っ
て

や

り
な
さ
い
。
い
ツ
も
の
か
め
で
ニ
ツ
位
あ
っ
た
ら
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。
出
来
る
だ

け
早
く
や
て
を
き
な
さ
い
。

　

た
ツ
シ
の
居
た
と
こ
ろ
し
っ
か
り
書
て
よ
こ
し
て
く
れ
。
正
月
八
日
か
ら
町
を
出

で
、
七
里
ば
か
り
の
山
の
中
に
ヒ
ゾ
ク
セ
イ
バ
ツ
に
来
て
居
る
。
廿
二
三
日
に
な
ら

な
い
と
町
に
か
え
ら
な
い
。
シ
ャ
シ
ン
を
と
っ
た
か
ら
送
（
っ
）
て
や
る
。
よ
わ
い

か

ら
だ
だ
が
病
気
を
せ
ぬ
よ
う
に
し
な
さ
い
。

20
　
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
　
小
原
コ
メ
様

　
手
紙
あ
り
が
た
く
よ
み
ま
し
た
。
九
日
と
十
一
日
と
に
出
し
た
の
が
二
本
今
日

（廿
二

日
）
も
ら
ひ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
町
か
ら
七
里
も
山
を
く
に
行
て
ヒ
ゾ
ク
セ

イ
バ
ツ
を
し
て
居
て
今
日
か
へ
っ
て
来
ま
し
た
。
　
来
て
み
る
と
今
ま
で
の
話
は
す

っ

か

り
か
わ
っ
て
居
り
ま
し
た
。
い
く
さ
も
し
ま
っ
た
と
思
て
居
た
が
今
度
は
又
山

を
く
の
方
に
い
く
さ
に
行
く
や
う
な
話
で
す
。
三
月
ご
ろ
か
へ
る
に
よ
か
ら
う
と
思

て

居

た
が
だ
め
だ
。
今
年
中
は
か
へ
れ
ぬ
と
思
て
居
れ
ば
ま
ち
が
い
な
か
ら
う
。

シ
ナ
の
様
子
を
聞
き
た
い
と
云
ふ
た
と
て
何
も
あ
る
ま
い
。
今
ま
で
に
知
ら
せ
た
通

り
だ
。
今
度
の
ヒ
ゾ
ク
セ
イ
バ
ツ
に
は
何
も
を
そ
ろ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
五
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21

　
大

日
本
岩
手
県
和
賀
郡
横
川
目
村
荒
屋
清
止
方
　
小
原
（
父
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（北
支
　
山
下
兵
團
　
中
村
静
部
隊
井
村
隊
東
部
特
ム
兵
）

　
（
前
欠
）
ブ
ラ
下
て
居
り
ま
す
。
亦
、
部
落
に
依
っ
て
は
湯
茶
を
出
し
て
飲
ま
せ

日
か
ン
毎
日
ね
た
り
、
支
那
の
子
供
を
カ
モ
ッ
タ
り
し
て
あ
そ
ん
で
来
た
。
く
し
ガ

キ
、
ナ
シ
は
あ
き
る
ほ
ど
食
て
来
た
よ
。
正
行
か
ら
金
サ
キ
八
ま
ん
の
御
札
を
送
て

も
ら
っ
た
（
十
九
日
の
夜
）
。
お
正
月
に
は
も
ち
は
四
合
位
ツ
ツ
食
た
。
内
地
か
ら

丸
く
こ
し
ら
へ
て
は
こ
入
に
し
て
送
て
来
た
の
で
し
た
。
酒
も
来
た
。
其
の
中
に
天

皇
陛
下
か

ら
も
ら
っ
た
の
も
少
し
あ
っ
た
。
く
り
や
ス
ル
メ
は
く
ミ
の
人
十
二
人
で

食
べ
た
。
友
方
に
は
た
ば
こ
を
や
っ
た
。
茂
治
、
九
郎
に
も
少
し
や
っ
た
。

　

ヒ
ロ
サ
キ
の
宿
か
ら
私
ら
の
取
（
っ
）
た
シ
ャ
シ
ン
が
来
た
か
。
こ
っ
ち
で
う
つ

し
た
シ
ャ
シ
ン
を
送
る
か
ら
姉
さ
ん
た
ち
に
も
見
せ
て
く
れ
。
前
の
茂
治
、
九
郎
、

タ
ツ
カ
メ
ノ
バ
バ
の
初
太
郎
、
後
の
は
タ
ツ
カ
メ
ノ
甚
十
郎
の
モ
ゴ
、
順
三
郎
、
私

と
下
村
の
伊
兵
衛
の
弟
マ
サ
ト
と
七
人
だ
。
私
は
ず
い
ぶ
ん
フ
ク
レ
て
る
ね
。
心
配

顔
も
見
へ
る
や
う
だ
ね
。
笑
（
っ
）
て
見
て
く
れ
。

　
次

に
ノ
中
の
イ
シ
ヤ
に
は
何
も
あ
る
は
つ
は
な
い
。
修
の
見
ら
れ
た
の
が
あ
る
だ

け
だ
が
、
あ
れ
は
は
ら
っ
て
し
ま
っ
た
は
ず
だ
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
ん
ま
り
心
配
せ

ず
に
居
た
が
よ
か
ら
う
。
荒
屋
コ
ー
中
一
同
ど
し
て
、
久
一
あ
て
に
二
本
出
し
て
居

た
が
、
と
ど
い
た
ら
う
か

　
又

さ
け
の
こ
と
は
見
あ
わ
せ
て
く
れ
。
か
へ
る
も
か
へ
ら
な
い
も
今
十
日
位
で
わ

か

る
だ
ら
う
。
今
年
の
新
年
会
は
家
で
や
る
よ
う
に
な
っ
て
る
は
ず
だ
。
私
が
居
な

く
と
も
や
っ
て
く
れ
。
お
前
の
三
十
三
の
祝
は
私
が
行
て
か
ら
や
る
や
う
に
ね
。
ホ

オ
ン
コ
ー
（
報
恩
講
）
や
っ
た
ら
父
も
よ
ろ
こ
ん
で
居
た
ら
う
。
お
前
だ
け
心
配
か

け
る
ね
。
し
か
し
国
の
た
め
だ
か
ら
ね
。
し
ご
と
を
す
る
気
で
居
て
病
気
に
な
る
な

よ
。
そ
れ
は
私
に
の
一
番
の
つ
と
め
又
国
の
た
め
だ
。
又
あ
と
で
知
ら
せ
る
。

　
　
　
廿
二
日
夜

　
　
　
　
シ
ャ
シ
ン
は
茂
治
ト
一
シ
ョ
ニ
入
リ
　
受
取
タ
ラ
ヘ
ン
ジ
ヨ
コ
セ

菅沼義平さんから家族宛の手紙一覧

番号 宛　　名 差　出　人　住　所

1 菅沼五助 盛岡市東部第70部隊友永隊（き）

2 菅沼ワカ 満州国東安省虎頭第5244部隊嶋谷隊牡丹江第20軍事郵便所気付

3 菅沼ワカ 満州国牡丹江第20軍事郵便所気付満州城第5244部隊嶋谷隊

4 菅沼ワカ 満州国牡丹江第20軍事郵便所気付満州城第5244部隊嶋谷隊

5 菅沼ワカ 満州国牡丹江第20軍事郵便所気付満州城第5244部隊嶋谷隊

6 菅沼ワカ 満州国牡丹江第20軍事郵便所気付満州城第5244部隊嶋谷隊

7 菅沼ワカ 満州国吉林省公主嶺満州第8部隊高橋隊

8 菅沼ワカ 満州国錦川省錦川第8軍事郵便所気付満州第2部隊桜田隊中島隊

9 菅沼ゑん 満州国東安省虎頭軍事郵便所気付　満州城第5244ノ嶋谷隊

10
菅沼寅男・ゑん

あき・ぬか
満州国東安省虎頭軍事郵便所気付　満州城第5244ノ嶋谷隊

11
菅沼寅男・キサ

清・光子
満州国牡丹江第19軍事郵便所気付満州城第5244部隊嶋谷隊

12 菅沼五助 比島派遣威7260部隊木内隊

13 菅沼ゑん 比島派遣威第7260部隊木内隊

る
処
や
甘
藷
の
煮
た
の
を
出
し
て
食
わ
せ
る
処
も
あ
る
。
道
は
ま
る
で
土
煙
の
上
る

処

と
車
の
埋
ま
る
様
な
処
で
石
な
ど
は
一
粒
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
元
気
で
居
る
か
ら

心
配
せ
ず
に
丈
夫
で
居
て
下
さ
い
。

　
　
　
廿
二

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
羊
市
村
ニ
テ
　
清
止

　
　
　
　
　
（
近
所
の
方
や
姉
様
達
に
宜
敷
）

　
　
　
　
父
上
様
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1

（
2
）
菅
沼
義
平
さ
ん
か
ら
家
族
宛
の
手
紙
一
覧

（す
べ
て
年
月
日
不
明
。
本
文
の
句
読
点
は
筆
者
が
適
宜
補
足
し
た
も
の
）

　
慈
な
く
入
り
ま
し
た
。
御
安
心
下
さ
い
。

診
て

も
ら
い
ま
し
て
大
丈
夫
で
あ
り
ま
す
。

元
気
良
く
毎
日
を
過
し
て
ゐ
ま
す
。

お
婆
様
に
は
体
を
大
事
に
な
さ
れ
て
下
さ
い
。

清
君
へ

ま
じ
め
に
べ
ん
き
や
う
す
る
や
う
に
せ
よ
。
家
へ
か
へ
つ
て
か
ら
も
、
父
さ
ん
が
、

お

ま
へ
に
い
い
つ
け
た
や
う
に
や
り
な
さ
い
。
先
生
に
も
た
の
ん
で
き
た
か
ら
し
つ

か
り
や
り
な
さ
い
。
又
後
便
に
て
。

2　
御
手
紙
あ
り
が
た
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
家
の
辺
り
の
近
況
は
変
っ
た
所
も
あ

り
ま
す
ね
。
稲
作
、
平
年
作
く
ら
い
に
は
行
く
と
の
由
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
前
田

も
今
年
は
実
入
り
は
何
ら
で
し
た
ら
う
？
家
の
あ
た
り
の
人
々
に
は
ハ
ガ
キ
を
出
し

た
が
、
そ
の
人
々
か
ら
皆
ん
な
返
事
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
く
る
前
に
と
っ

た
写
真
を
口
口
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
お
き
か
っ
た
ら
す
つ
か
り
袋
に
入
れ
て
開

封
で
よ
い
の
だ
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。
掘
之
内
で
は
男
の
子
を
産
う
け
た
由
、
康
志

さ
ん
も
喜
ん
で
二
人
で
お
祝
を
や
り
ま
し
た
。
又
、
村
の
様
子
を
お
く
っ
て
下
さ

い
。

3　
先
頃
、
送
れ
と
云
っ
た
物
を
至
急
だ
し
て
く
れ
。
そ
の
外
、
着
る
物
な
ど
は
全
々

送

る
な
。
ク
ツ
下
、
手
袋
、
何
ん
で
も
い
ら
ぬ
。
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
図
蓑
と
一
緒
で
あ

る
な
ら
、
菓
子
が
と
け
て
も
皮
に
し
み
な
い
様
に
た
の
む
。

　
二
月
四
日

4　
拝
復
　
御
婆
さ
ん
を
初
め
家
内
皆
ん
な
豆
し
い
由
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
小
原
の

差
葺
も
終
り
稲
刈
も
大
分
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
外
の
人
の
手
紙
で
は
五
分
作

と
か
、
七
分
作
と
か
云
っ
て
ゐ
る
が
、
家
の
事
も
正
直
な
処
何
の
位
だ
か
、
光
子
ハ

丈
夫
と
の
事
、
御
婆
さ
ん
は
毎
日
ス
ゴ
あ
み
の
由
御
金
を
た
め
ず
、
御
菓
子
で
も
食

べ
る
様
に
云
っ
て
く
れ
。
先
頃
の
小
包
は
ほ
ん
と
に
あ
り
が
た
く
頂
い
た
事
も
だ
。

写
真
も
見
た
。
曲
屋
敷
の
父
さ
ん
は
困
っ
た
ね
。
中
級
徴
章
ハ
虎
男
ハ
学
校
か
ら
も

ら
ふ
だ
ら
う
。
そ
の
検
査
で
合
格
し
な
け
れ
ば
服
に
も
つ
け
ら
れ
ぬ
も
の
だ
。
各
物

ハ
何
も
い
わ
ぬ
。
あ
ま
り
、
物
が
あ
る
と
困
る
。
隊
か
ら
渡
る
も
の
ば
か
り
で
も
澤

山
だ
か
ら
。
誠
の
所
へ
武
君
、
良
吉
君
、
国
五
郎
君
と
ゐ
る
。
去
る
十
二
日
ハ
我
隊

の
慰
安
会
あ
っ
て
、
余
興
も
あ
っ
て
、
面
白
か
っ
た
。

5　
御
婆
さ
ん
を
初
め
家
内
中
ま
め
し
く
て
働
い
て
ゐ
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

俺
も
変
り
な
し
。
稲
刈
ハ
何
の
位
に
な
り
ま
し
た
か
。
小
包
の
件
、
ま
だ
送
ら
な
い

で
ゐ

た

ら
、
お
守
入
（
リ
リ
ア
で
あ
ん
だ
も
の
）
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
手
拭
い
あ

る
、
買
不
に
よ
い
。
お
守
入
れ
ハ
た
だ
強
い
封
筒
に
入
れ
て
曲
に
出
し
て
も
き
ま

す
。
フ
サ
子
か
ら
も
手
紙
を
い
た
だ
き
う
れ
し
く
見
ま
し
た
。
誠
の
方
へ
武
君
、
国

五
郎
、
良
吉
君
が
口
っ
て
ゐ
る
手
紙
が
来
ま
し
た
。

　
（
絵
葉
書
の
面
）

　
色
々
と
美
し
い
満
州
風
景
も
見
え
す
し
、
そ
ち
ら
は
も
う
稲
刈
も
始
ま
る
か
と
思

い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
額
は
少
な
い
と
の
事
、
本
当
に
困
っ
て
ゐ
る
や
う
で
す
　
そ
れ

で

は
ま
た
元
気
に
働
い
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
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6　
十
一
日
に
て
差
出
し
の
小
包
、
本
日
正
に
受
領
い
た
し
ま
し
た
。
安
心
下
さ
い
。

四

色
共
何
の
変
り
も
な
く
豆
で
届
き
ま
し
た
。

　
誠
か

ら
も
度
々
便
り
あ
り
ま
す
。
ス
ワ
町
の
父
様
（
イ
ネ
子
の
）
か
ら
も
小
包
を

送
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
は
稲
こ
き
盛
ん
で
せ
う
。
御
婆
様
や
御
母
上
様
に
も

よ
ろ
し
く
た
の
む
。

7　
月
日
の
経
つ
の
は
は
や
い
も
の
、
早
や
五
月
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
、
こ
の

ハ
ガ

キ
の
届
く
頃
は
田
打
も
終
っ
た
こ
ろ
か
、
又
は
田
こ
な
し
で
も
始
ま
っ
て
ゐ
る

だ

ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。
今
年
の
田
打
始
め
に
は
馬
な
ら
し
は
何
ら
で
し
た
ら
う

か
、
お
父
様
も
田
に
あ
っ
た
で
せ
う
ね
。

　
当
地
　
天
長
節
に
は
営
庭
に
整
列
し
て
遙
に
拝
み
式
を
行
っ
た
。
次
の
日
は
清
国

神
社
大
祭
の
最
後
の
日
、
隊
で
は
割
か
ん
な
演
芸
会
あ
り
、
久
し
振
り
で
と
て
も
面

白
か
っ
た
。
御
婆
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
。

8　
六
月
二
十
三
日
の
手
紙
、
本
日
届
き
ま
し
た
。
今
度
、
隊
が
変
っ
た
為
め
に
こ
ん

な
に
し
ば
ら
く
か
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
は
や
い
こ
と
と
思
ふ
。
田
植
も

近
所
の
人
達
に
助
け
ら
れ
て
終
っ
た
由
、
仙
台
の
方
は
遅
か
っ
た
ん
だ
な
。
か
へ
っ

て

遠
く
の
人
よ
り
は
植
な
を
し
が
か
か
ら
な
い
で
良
か
っ
た
ん
で
せ
う
。
今
で
は
二

番
除
草
も
初
ま
っ
て
ゐ
る
頃
か
、
写
真
を
見
ま
し
た
。
子
供
等
も
大
き
く
な
っ
た
様

だ
。
今
度
は
光
子
は
よ
く
と
れ
ま
し
た
。
清
も
う
こ
い
た
な
、
山
母
み
た
い
な
の
も

ゐ

た
。
早
い
も
の
去
年
の
今
日
は
盛
岡
に
入
っ
た
日
だ
。
盛
岡
で
は
榊
さ
ん
に
随
分

厄
介

に
な
っ
た
け
。
俺
は
今
少
し
で
よ
く
な
っ
た
ら
康
志
さ
ん
の
所
へ
行
く
の
だ
。

安
心
し
て
く
れ
。
冬
、
と
っ
て
送
っ
た
俺
の
写
真
余
り
が
あ
っ
た
ら
一
枚
手
紙
に
入

れ
て

送

れ
。
子
供
等
や
何
か
に
気
を
つ
け
て
、
ま
ち
が
ひ
起
こ
さ
ぬ
様
に
。

9　
御
婆
さ
ん
其
後
は
達
者
で
す
か
。
あ
ま
り
働
い
て
体
を
す
て
な
い
様
に
御
気
を
つ

け
ら
れ
下
さ
い
。
外
の
兵
隊
ハ
シ
ャ
ツ
や
胴
巻
、
チ
ョ
ッ
キ
等
を
送
っ
て
も
ら
い
ま

す
が
、
私
ハ
来
る
時
も
っ
て
き
た
の
で
都
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
康
志
さ
ん
と
一
緒

の
所
に
ゐ
ま
す
。
男
の
子
で
喜
ん
で
ゐ
ま
す
。
又
後
で
。

10　
御
手
紙
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

満
州
も
春
の
暖
か
さ
と
は
云
へ
時
々
寒
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

イ
ネ
子
様
が
ス
ル
メ
を
お
く
っ
て
く
れ
た
と
手
紙
に
あ
り
ま
し
た
。

百
姓
も
だ
ん
だ
ん
忙
し
く
な
っ
て
き
た
で
せ
う
。
元
気
で
働
い
て
下
さ
い
。

清
も
新
し
い
帽
子
を
も
ら
っ
て
さ
う
だ
ね
。

11　
家
で
は
コ
ガ
を
ふ
い
た
さ
う
だ
ね
。
よ
か
っ
た
。
今
は
農
家
も
忙
し
い
だ
ろ
う
。

二

人
と
も
最
後
の
学
問
だ
、
ム
ヱ
回
や
り
な
ほ
し
た
い
と
て
後
悔
は
で
き
ぬ
ぞ
。
寅

男
も
随
分
字
も
文
も
う
ま
く
な
っ
た
ね
。
し
人
間
は
磨
け
ば
光
る
も
の
だ
ね
。
キ
サ

子

も
女
と
し
て
は
上
手
だ
。
フ
サ
子
や
ハ
ツ
子
は
学
校
に
入
る
と
か
、
君
は
手
伝
っ

て

く
れ
、
飯
も
焚
く
と
か
、
家
の
人
達
も
ど
ん
な
に
よ
い
か
。
清
は
あ
ん
ま
り
あ
ば

れ

た
り
、
い
た
づ
ら
は
や
る
な
よ
。
今
に
俺
が
帰
っ
た
ら
許
さ
ぬ
ぞ
。
俺
の
事
は
心

配
せ
ず
も
よ
い
よ
、
ず
ん
ず
ん
よ
く
な
る
か
ら
。
口
口
症
で
す
か
ら
。
恥
つ
か
し
い

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御
父
さ
ん
も
ほ
ん
と
に
骨
を
折
る
だ
ら
う
ね
。
御
母
さ
ん
も
無

理
し
て
又
悪
く
な
ら
ぬ
や
う
祈
る
。
御
婆
さ
ん
に
よ
っ
く
読
ん
で
き
か
せ
て
く
れ
、

手
紙
あ
り
が
た
か
っ
た
、
あ
の
歌
は
。

12

そ
の
後
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
々
様
に
は
定
め

264



関沢まゆみ［農民兵士の生と死］

し
御
壮
健
に
て
秋
の
収
穫
に
多
忙
な
こ
と
と
遠
察
申
上
ま
す
。
御
婆
様
に
は
御
変
り

な
く
御
働
き
で
す
か
。
盛
、
光
子
等
の
子
守
に
て
御
苦
労
様
で
す
。
私
も
途
中
圭
心
な

く
元
気
に
て
表
記
に
到
着
い
た
し
服
務
い
た
し
居
り
ま
す
故
、
他
事
乍
ら
御
口
心
く

だ

さ
い
。
当
地
は
年
中
夏
の
国
で
す
。
今
が
一
番
寒
い
時
な
さ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

蝿

は
澤
山
居
り
、
夜
蚊
や
蛍
が
飛
ん
で
ゐ
ま
す
。
バ
ナ
ナ
や
椰
子
の
実
な
ど
あ
り
食

べ
ら
れ
ま
す
。

　
村
か
ら
一
緒
に
来
た
者
、
七
三
、
克
巳
、
石
田
、
松
沼
（
長
沼
）
、
権
蔵
？
等
皆

ん

な
元
気
で
ゐ
ま
す
。
今
が
丁
度
御
七
書
夜
の
頃
と
思
い
此
の
手
紙
を
書
い
て
ゐ
ま

す
。
黒
沢
尻
の
御
口
も
ち
き
で
す
ね
。
家
の
仔
馬
も
大
き
く
な
っ
た
で
せ
う
か
。
ニ

ハ
ト
リ
は
卵
を
産
ミ
ま
す
か
。
供
出
米
は
完
納
し
た
で
せ
う
か
。

　
清
君
に
　
　
清
君
二
学
期
も
な
く
な
る
所
で
す
ね
。
大
い
に
勉
強
し
ま
し
た
か
。

よ
く
お
母
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
守
り
勉
強
し
た
り
手
つ
だ
い
し
た
り
す
る
の
で
す

よ
。
通
信
簿
が
き
た
ら
何
が
良
と
か
優
と
か
書
い
て
此
の
ハ
ガ
キ
の
と
り
返
事
を
出

し
て
下
さ
い
。
家
の
方
に
て
変
っ
た
こ
と
は
何
か
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
皆
様
寒
く
な

る
折
柄
御
身
大
切
に
、
サ
ヨ
ナ
ラ

13　
そ
の
後
御
婆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
御
伺
い
申
上
ま
す
。
定
め
し
御
達

者

に
て
御
子
守
や
ら
何
か
に
と
ほ
ん
と
に
御
苦
労
様
で
す
。
随
分
長
ら
く
御
無
沙
汰

を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
最
も
早
い
つ
も
り
の
便
り
で
す
。
今
は
黒
澤
尻
の
お
口
の

頃
で
せ
う
ね
。
稲
扱
き
も
す
つ
か
り
と
終
っ
た
で
せ
う
。
今
年
は
収
穫
も
あ
っ
た
で

せ
う
。
供
出
米
の
方
は
何
の
位
で
せ
う
か
、
御
知
ら
せ
下
さ
い
。
こ
の
便
り
の
少
し

前
に
や
は
り
飛
行
郵
便
を
出
し
ま
し
た
が
、
私
は
途
中
志
な
く
表
記
に
て
服
務
い
た

し
て
元
気
に
て
ゐ
ま
す
か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
御
婆
様
は
七
十
六
に
な
る
処
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
て
ゐ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
必
ず
御
婆
様
の
御
顔
を
拝
見
す
る

日
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ゐ
ま
す
。
御
友
達
の
鍋
倉
の
人
や
熊
ロ
カ
ネ
様
等
皆
達
者

…
か
。
家
の
方
に
て
何
か
変
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
此
の
便
り
の
返
事
…
知
ら
せ
て

下

さ
い
ま
せ
。
堀
之
内
へ
も
便
り
を
出
せ
ず
に
ゐ
る
か
ら
よ
ろ
し
く
伝
え
て
下
さ

い
。
康
志
様
は
ま
だ
帰
り
ま
せ
ん
か
。
清
水
の
…
様
は
何
の
で
す
か
、
御
知
ら
せ
下

さ
い
。
右
一
報
ま
で

（
3
）
菅
沼
義
平
さ
ん
か
ら
高
橋
峯
次
郎
宛
の
手
紙
一
覧

（本
文
中
句
読
点
お
よ
び
改
行
は
筆
者
に
よ
る
）

1
（
S
8
・
6
・
H
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村

帝
国
在
郷
軍
人
会
藤
根
村
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

拝
啓
　
今
般
入
営
二
際
シ
テ
ハ
全
ク
農
繁
期
御
多
忙
中
ニ
モ
不
拘
御
見
送
被
下
剰
へ

多
大
ノ
御
饅
別
御
恵
与
被
下
誠
二
有
難
ク
奉
多
謝
候
　
途
中
無
事
左
記
部
隊
へ
繰
入

相
成
候
間
御
休
心
被
下
度
候

慈
今
一
意
専
心
軍
務
二
服
ス
可
倍
心
ノ
御
指
導
ト
御
鞭
捷
ノ
程
願
上
候

右
不
取
敢
御
禮
芳
々
安
着
御
報
知
申
述
候

　
　
　
昭
和
八
年
六
月
十
一
日

　
　
　
　
東
京
市
赤
坂
区
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
　
三
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
関
銃
隊
　
菅
沼
義
平

2
（
S
8
・
6
・
1
8
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
外
家
内
一
同
様

承
れ
ば
伊
藤
君
に
は
補
欠
入
営
に
て
来
る
廿
日
入
営
の
由
で
す
ね
。
入
る
部
隊
は
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何
処
で
あ
り
ま
す
か
。
一
寸
御
伺
ひ
致
升
。

　
扱

て
、
早
や
入
営
後
八
日
間
も
暮
れ
ん
と
致
し
て
居
り
ま
す
。
今
は
余
程
馴
れ
ま

し
て
、
様
子
も
分
る
や
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
今
日
は
引
率
外
出
で
、
午
前
八
時

頃
出
発
し
て
乃
木
神
社
、
憲
法
発
布
記
念
堂
、
宮
城
、
赤
坂
離
宮
、
日
日
谷
公
園
、

日
枝
神
社
等
見
物
致
し
、
午
前
十
一
時
頃
帰
営
致
し
ま
し
た
。
今
は
執
銃
教
練
も
大

分
進
み
ま
し
た
。

　
　
時
節
柄
御
身
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
度
々
御
便
り
願
ひ
ま
す
。

　
　
　
東
京
市
赤
坂
区
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊

　
　
　
機
関
銃
隊
第
三
班
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
　
　
六
月
十
八
日

3
　
（
S
8
・
8
・
1
5
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
東
京
近
歩
三
ー
M
G
五

　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
八
月
十
五
日

　
其
後
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
あ
り
ま
す
か
。
私
は
一
期
野
外
検
閲
も
了
り
ま
し
て

帰
る
十
五
日
の
夜
行
で
午
前
一
時
乗
車
四
時
頃
に
は
品
川
着
で
あ
り
ま
す
。
菊
池
や

伊
藤

と
は
何
時
も
会
て
ま
す
。
先
づ
は

　
車
中
に
て

4
　
（
S
8
・
盛
夏
）

岩
手
県
和
賀
郡

藤
根
村
帝
国
在
郷
軍
人
分
会
藤
根
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

暑
中
御
伺

　
平
素
は
打
絶
へ
御
無
沙
汰
致
居
候
貴
家
御
一
統
様
の
御
健
勝
を
祈
上
候
。
以
御

　
陰
様
私
も
壮
健
に
て
日
々
軍
務
に
精
励
致
居
り
候
間
、
乍
他
事
御
休
心
被
下
度

　
候
　
先
は
不
敢
御
挨
拶
ま
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

昭
和
八
年
盛
夏

近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊
五
班

　
　
菅
　
沼
　
義
　
平

5
（
S
8
・
9
・
2
4
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
藤
根
字
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
外
御
家
内
御
一
同
様

　
　
　
　
　
　

東

京
近
歩
三
M
G
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
拝
啓

　
長

ら
く
御
無
沙
汰
致
し
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
に
は
御
変
り
な
く
御
暮

し
で
あ
り
ま
す
か
。
御
伺
ひ
致
し
ま
す
。
降
り
て
私
も
元
気
に
て
服
務
致
し
て
居
り

ま
す
か
ら
御
安
心
被
下
さ
い
。
次
に
本
年
の
徴
兵
抽
銭
の
結
果
は
未
だ
判
ら
な
い
で

あ
り
ま
す
か
。
判
っ
た
時
は
御
迷
惑
乍
ら
御
一
報
を
願
ひ
ま
す
。

　
私
等
は
今
度
去
る
二
十
二
日
御
守
衛
の
査
閲
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
御
守
衛
の

重

き
任
ム
も
務
め
さ
し
て
頂
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。
来
る
二
十
九
日
よ
り
十
月
十
二

日
迄
下
志
津
に
出
張
演
習
で
あ
り
ま
す
。
　
先
づ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

6
　
（
S
8
・
H
・
3
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
大
字
後
藤
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高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
千
葉
県
千
葉
市
寒
川
に
て

　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
一
筆
申
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
小
兵
も
元
キ
で
あ

り
ま
す
。
去
る
廿
七
日
は
早
九
回
の
軍
旗
拝
受
記
念
祝
典
が
あ
り
ま
し
て
、
油
も
賑

や
か
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
其
晩
グ
ッ
ス
リ
寝
込
ん
だ
所
非
常
呼
集
が
あ
り
ま
し
て
は

ね
起
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
廿
一
日
は
秋
キ
演
習
に
出
発
、
夜
は
寝
つ
に
襲
撃
、
書
は
眠
く
て
困
り
ま
す
。
今

日
は
諸
兵
聯
合
演
習
終
り
て
一
日
中
滞
在
で
す
。
濱
辺
に
て
宿
舎
の
軒
下
が
海
で

す
。
潮
が
干
け
る
と
ア
サ
リ
貝
な
ど
や
蟹
が
出
て
ゐ
ま
す
。
中
々
気
持
の
よ
い
所
で

ご

ざ
い
ま
す
。
明
日
か
ら
聯
隊
対
抗
で
終
れ
ば
茨
城
へ
行
き
て
師
団
対
抗
で
す
。
先

づ7
　
（
S
8
・
1
1
・
7
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　

千
葉
県
中
山
丁
滞
在
地

　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
前
略

　
聯
隊
対
抗
は
諸
兵
聯
合
に
比
し
て
中
々
強
演
習
で
あ
り
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
沸
携

戦

ま
で
行
軍
続
け
通
し
に
て
少
し
も
知
ら
ぬ
地
を
歩
い
て
や
っ
て
ゐ
る
の
で
す
。
聯

隊
対
抗
は

終
了
し
て
明
日
か
ら
は
旅
団
対
抗
で
あ
り
ま
す
。
昨
日
一
日
雨
に
や
ら
れ

て

困
り
ま
し
た
。
中
山
町
は
相
当
よ
い
町
で
あ
り
ま
す
。

　
先
づ
は
摘
筆
致
し
ま
す
。

8
　
（
S
8
・
1
1
・
1
6
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
在
郷
軍
人
会
藤
根
村
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　

東
京
市
赤
坂
区
一
ツ
木
町

　
　
　
　

近
ヱ
歩
兵
第
三
聯
隊
M
G
五

　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
拝
啓

　
愈
々
厳
冷
の
候
と
相
成
り
ま
し
た
。
折
柄
分
会
長
殿
に
は
如
何
御
消
光
遊
れ
て
居

り
ま
す
か
、
御
伺
ひ
致
し
ま
す
。
降
っ
て
小
兵
も
去
る
二
週
間
に
亘
る
秋
キ
演
習

中
、
諸
兵
聯
合
冶
師
営
対
抗
に
至
る
間
無
事
勤
ム
致
し
、
去
る
十
四
日
夕
刻
帰
営
致

し
ま
し
た
故
、
他
事
乍
ら
御
安
心
被
下
度
ご
ざ
い
ま
す
。
只
今
は
営
内
生
活
口
除
隊

気
分
が
沸
つ
て
ゐ
ま
す
。
正
夫
君
の
入
営
は
七
五
な
さ
ろ
で
あ
る
事
を
聞
き
ま
し

た
。
　
先
づ
は
近
況
報
知
迄

9
　
（
S
8
・
1
2
・
1
3
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　

近

ホ
三
M
G
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
其
後
は
御
無
沙
汰
口
口
み
打
過
ぎ
誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
過
日
は
義
代

志
君
が
自
分
の
所
に
面
会
に
来
た
。
浮
心
あ
る
も
の
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
（
欠
）

あ
り
が
た
く
あ
（
欠
）
に
幾
重
に
も
御
礼
申
上
ま
す
。
直
ぐ
御
礼
致
可
き
に
例
の
怠

け
も
の
故
と
（
欠
）
ま
し
て
何
と
ぞ
御
許
し
願
ひ
ま
す
。

　
今

は
初
年
兵
が
入
営
し
て
連
も
賑
か
で
あ
り
ま
す
。

自
分
の
隊
に
は
二
十
一
名
も
入
っ
た
の
で
何
か
何
ん
だ
か
た
“
わ
れ
く
兵
隊
ば

267



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第101集2003年3月

っ

か
り
で
す
。
寝
台
も
ぎ
っ
し
り
で
す
。
何
も
知
ら
な
く
た
“
ま
じ
め
に
働
い
て
く

れ

る
初
年
兵
は
全
く
可
愛
い
・
気
持
が
し
ま
す
。
先
づ
は

御
礼
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

10

　
（
S
9
・
1
・
1
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村

　
帝
國
在
郷
軍
人
会
藤
根
村
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

謹
賀
新
年

　
兵
営
の
窓
よ
り
遙
か
に
御
高
堂
の
満
幅
を
祈
り

　
尚
将
来
の
厚
誼
を
希
ふ

　
昭
和
九
年
一
月
元
旦

　
　
　
　
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊

　
　
　
　
　
　
　

菅
　
沼
　
義
　
平

11

　
（
S
9
・
2
・
2
7
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　

東
京
近
歩
三
機
ノ
五

　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
拝
啓
、
一
筆
申
上
げ
ま
す

　
其
後
御
変
り
な
く
あ
り
ま
す
か
。
小
兵
も
御
蔭
様
に
て
何
変
り
な
く
勉
励
致
し
て

居
り
ま
す
。

　
来
る
三
月
三
日
、
聯
隊
は
戦
斗
教
練
は
第
一
期
の
検
閲
の
為
め
、
富
士
裾
野
滝
ヶ

原
廠
舎
に
出
張
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
品
川
駅
に
て
馬
、
兵
器
、
兵
を
搭
載
出
発
し

て

途
中
小
田
原
駅
下
車
し
て
、
箱
根
八
里
を
越
す
の
で
す
。
先
づ
は

12

　
（
S
9
・
4
・
2
8
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峰
次
郎
様

東
京
第
一
衛
戊
戌
病
院
第
二
外
科
西
宿
室

　
　
　
菅
沼
義
平

敬
具

　
拝
啓

　
其
後
は
思
ひ
掛
け
な
き
御
無
音
に
打
過
ぎ
ま
し
て
、
実
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
御
赦
し
下
さ
い
。
皆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
、
御
伺
ひ
致
し
ま

す
。　

昨
日
は
郷
里
の
新
聞
を
御
送
り
下
さ
い
ま
し
て
、
実
に
あ
り
が
た
く
拝
見
致
し
ま

し
た
。
小
兵
も
相
変
ら
ず
で
す
が
、
去
る
十
七
日
剣
術
競
技
會
の
際
、
左
手
の
示
指

を
少
々
打
撲
し
ま
し
て
、
痛
み
を
感
じ
ま
し
た
。
其
后
次
第
に
は
れ
て
来
ま
し
た
の

で
、
医
務
室
に
行
き
診
断
し
て
も
ら
ひ
湿
布
な
ん
か
し
ま
し
た
が
、
経
過
よ
く
な
か

っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
軍
医
の
申
す
に
は
少
し
長
く
な
る
か
ら
入
院
し
て
来
い
と
の

事
に
て
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
廿
一
日
入
院
、
直
ち
に
切
開
し
て
も
ら
ひ
ま
し
た

ら
、
膿
も
出
て
来
ま
し
た
。
爪
を
取
り
て
、
そ
こ
を
切
開
し
た
の
で
、
た
．
・
の
所
よ

り
治
り
が
遅
い
様
な
感
じ
が
し
ま
す
。
何
し
ろ
大
切
な
時
の
入
院
に
て
口
惜
し
い
の

で
す
。
近
衛
兵
で
あ
っ
て
こ
そ
の
大
観
兵
式
も
出
来
ず
、
そ
の
上
来
る
五
月
三
日
、

千
葉
縣
下
志
津
出
張
も
出
来
ず
、
又
聯
隊
の
瓦
斯
兵
と
し
て
銃
隊
よ
り
十
二
名
特
別

教
育
を
受
け
て
ゐ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
少
し
や
っ
た
許
り
で
入
院
と
な
り
、
実
に
口

惜
し
い
の
で
す
。
此
の
出
張
が
終
れ
ば
二
年
兵
は
直
ぐ
除
隊
と
な
る
の
で
す
。
自
分

は

云
ひ

か

ね
ま
す
が
、
進
級
な
ど
は
召
束
な
い
事
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
ほ
ん
と
に
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大
切
な
時
入
院
と
な
っ
て
、
幾
ら
も
が
ひ
た
と
て
駄
目
で
あ
り
ま
す
。

　
先
づ
こ
れ
に
て
筆
を
摘
き
ま
す
。
御
見
大
切
に
な
さ
い
ま
せ
。

　

四
月
二
十
八
日

高
橋
先
生
様

御
家
内
皆
々
様

義
平

　
先

日
は
友
次
郎
君
が
面
会
に
来
て
く
れ
て
非
常
に
面
白
く
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
と

三

人
で
営
内
参
観
を
致
し
、
兵
営
内
を
喜
ん
で
見
学
し
て
頂
き
ま
し
た
。
殊
に
M
G

の
特
意

と
す
る
銃
砲
廠
厩
等
は
細
密
に
説
明
し
て
や
り
ま
し
た
。
又
上
海
駐
屯
当
時

の
話
も
沢
山
聞
き
ま
し
て
、
愉
快
に
遊
び
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
里
義
君
や
清
雄
君
の

所
に
も
寄
り
て
行
く
と
云
っ
て
別
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

13

　
（
S
9
・
6
・
1
0
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
近
歩
三
ノ
M
G
三
班

　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
毎
日
天
気
よ
く
あ
り
ま
す
。
今
執
銃
教
練
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
今
日
は
パ
ラ
チ
フ

ス
、
チ
ョ
ウ
チ
フ
ス
の
予
防
注
射
や
っ
た
。
午
后
か
ら
出
て
ゐ
ま
す
。
あ
す
も
午
前

ね
て
ゐ
る
の
で
す
。

　
忙
し
い
故
御
無
沙
汰
す
る
事
で
あ
り
ま
せ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
筆
に
て

14

（
S
9
・
7
・
9
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
近
ホ
三
M
G

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
拝
啓
長
ら
く
の
間
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。

　
先
生
初
め
御
家
内
皆
々
様
に
は
頗
る
御
健
全
の
由
、
何
よ
り
慶
賀
に
堪
へ
ま
せ

ん
。
小
兵
も
御
蔭
様
を
以
て
無
事
軍
務
に
勉
励
致
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
他
事
乍
ら
御

安
心
被
下
さ
い
。

15

　
（
S
9
’
7
・
1
8
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
帝
國
在
郷
軍
人
会
藤
根
村
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

暑
中
御
伺

　
炎
暑
の
折
柄

御
自
愛
専
一
に
祈
上
候

昭
和
九
年
盛
夏

二
伸
、
孫
作
君
の
死
亡
、
悲
し
み
に
堪
へ
ま
せ
ん
。

　
　
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊
歩
兵
砲
班

　
　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
義
　
平

16

（
S
9
・
7
・
2
6
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

拝
啓

東
京
近
ヱ
歩
兵
第
三
聯
隊

　
　
　
機
関
銃
隊
歩
兵
砲
班

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平
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其
后
皆
々
様
に
は
御
変
り
な
く
御
働
き
の
事
と
御
察
し
申
上
げ
ま
す
。
小
兵
も
御

蔭
様
を
以
て
無
事
軍
務
に
精
励
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
扱
て
小
兵

は
、
去
る
七
月
二
十
五
日
附
を
以
て
、
歩
兵
上
等
兵
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
此
の
上

は

益
々
軍
務
に
励
み
、
大
事
な
禁
開
守
衛
の
大
任
も
慈
な
く
果
し
た
い
畳
悟
で
あ
り

ま
す
。

　
来
る
べ
き
徴
兵
検
査
は
好
成
績
の
事
と
御
察
し
申
上
ま
す
。
何
れ
結
果
を
御
知
ら

せ
下

さ
ら
ん
事
を
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

　
誠
事
今
回
現
役
志
願
を
す
る
話
で
す
が
、
何
し
ろ
宜
し
く
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

　
本
年
ハ
気
候
思
は
し
か
ら
ず
で
稲
の
成
長
に
相
当
の
影
響
あ
る
模
様
で
す
が
、
叔

父
様
の
家
で
は
如
何
で
あ
り
ま
す
か
、
御
伺
ひ
致
し
ま
す
。

　
先
日
友
次
郎
君
が
面
会
に
来
て
く
れ
た
時
は
、
何
も
御
か
ま
ひ
も
し
な
か
っ
た

が
、
営
内
参
観
文
は
ゆ
っ
く
り
と
や
っ
て
、
色
々
説
明
も
し
て
非
常
に
面
白
く
あ
り

ま
し
た
。

　
御
身
大
切
に
な
さ
い
ま
せ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
七

月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
叔
父
上
様

　
　
　
御
家
内
皆
々
様

も
御
蔭
様
に
て
無
事
励
ん
で
ゐ
ま
す
か
ら
、
他
事
な
れ
ど
御
安
心
下
さ
い
。
本
年
は

気
候
不
順

に
て
、
農
作
物
特
に
稲
作
等
は
大
打
撃
の
事
と
察
し
ま
す
。

　
本
年
の
徴
兵
検
査
は
定
め
し
好
成
績
の
事
と
遠
察
申
上
ま
す
。
甚
だ
申
兼
ね
ま
す

が
、
御
報
知
を
御
願
ひ
し
ま
す
。
自
分
等
聯
隊
は
、
来
る
十
六
日
か
ら
習
志
野
出
張

演
習
と
な
り
ま
す
。
自
分
等
は
来
る
べ
き
秋
季
の
特
別
大
演
習
に
大
い
に
活
躍
す
べ

く
、
今
よ
り
身
を
鍛
へ
て
ゐ
ま
す
。
時
節
柄
御
身
大
切
に
。

　
　
八

月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
平

　
高
橋
峯
次
郎
様

　
外
御
家
内
皆
々
様

二
伸
　
篤
眞
ハ
風
キ
衛
兵
歩
哨
掛
服
ム
の
日
、
で
あ
り
ま
す
。

18

　
（
S
9
・
8
・
1
0
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峰
次
郎
様

　
　
　
東
京
近
歩
三
M
G
／
i
A

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

17

　
（
S
9
・
8
・
5
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

東
京
近
ヱ
歩
兵
第
三
聯
隊

　
　
　
機
関
銃
隊
歩
兵
砲
班

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

前
略
御
免
下
さ
い
ま
せ
。
其
後
皆
々
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
自
分

　
拝
啓

　
先

日
は
郷
土
の
懐
し
き
新
聞
を
御
送
り
下
さ
れ
ま
し
て
、
誠
に
有
難
く
御
礼
致
し

ま
す
。
徴
兵
検
査
の
結
果
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
事
を
御
祝
ひ
申
上
げ
ま
す
。
家

の

弟
も
合
格
せ
し
と
の
事
、
小
兵
も
満
足
の
至
り
と
存
じ
ま
す
。
当
地
の
方
へ
入
る

兵
隊
も
あ
る
由
、
こ
れ
又
慶
ん
で
ゐ
ま
す
。

　
去

る
七
日
の
嵐
に
て
、
農
作
物
は
大
打
撃
を
受
け
し
由
、
驚
き
入
り
ま
し
た
。
丁

度
あ
の
日
は
友
次
郎
さ
ん
が
面
会
に
来
て
く
れ
た
日
で
、
こ
ち
ら
は
天
気
で
し
た
。

終
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19

　
（
S
9
・
9
・
8
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
近
歩
三
ノ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　

義
平

　
拝
啓
　
長
々

の
御
無
沙
汰
御
赦
し
下
さ
い
ま
せ
。

　
伯
父
様
を
初
め
、
御
家
内
皆
々
様
に
は
御
変
り
な
く
御
過
し
の
事
と
御
察
し
申
上

ま
す
。
小
兵
も
頗
る
健
全
に
て
毎
日
演
習
を
し
て
ゐ
ま
す
。

　
聯
隊
ハ
七
日
午
前
二
時
出
発
を
し
、
品
川
よ
り
御
殿
場
駅
ま
で
汽
車
行
軍
に
て
富

士
瀧
ヶ
原
の
演
習
場
に
参
り
ま
し
た
。
聯
隊
特
別
射
撃
及
歩
兵
砲
実
弾
射
撃
を
や
り

ま
す
。
我
等
の
誇
り
と
す
る
新
兵
キ
i
A
の
威
力
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る

の

で
す
。

　
先
づ
は
気
候
不
順
の
折
、
御
体
を
大
切
に
な
さ
い
ま
せ
。

20

　
（
S
9
・
9
・
2
5
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
外
皆
々

　
　
　
　
　
近
歩
三
ノ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　

義
平

　
一
筆
申
上
ま
す
。

　
其
後
皆
々
様
に
は
御
変
り
な
く
御
暮
し
の
事
と
御
察
し
申
上
ま
す
。
小
兵
も
頗
る

元
気
旺
盛
で
あ
り
ま
す
。

　
先
日
の
台
風
に
て
御
地
ハ
如
何
で
あ
り
ま
し
た
で
す
か
。
当
地
ハ
大
し
た
事
と
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
街
路
樹
や
塀
等
は
倒
れ
た
り
、
看
板
な
ど
が
飛
ん
だ
り

し
て
面
白
く
あ
り
ま
し
た
。
丁
度
外
出
の
日
で
し
た
が
、
相
当
騒
ぎ
ま
し
た
。

の
大
演
習
も
あ
っ
た
由
、
盛
大
な
ご
で
あ
っ
た
ら
う
と
察
し
ま
す
。

　
先
づ
は
皆
様
御
身
大
切
に
な
さ
い
ま
せ
。

21

　
（
S
9
・
1
0
・
4
）

巖
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
近
ヱ
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

青
訓

　
拝
啓

　
先
日
ハ
懐
し
き
新
聞
を
御
送
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
難
く
あ
り
ま
し
た
。
出
張
前

日
と
て
準
備
や
ら
で
取
紛
れ
、
御
礼
状
も
差
上
げ
ず
に
甚
だ
相
済
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
去
る
青
訓
査
閲
ハ
非
常
な
る
優
秀
成
績
を
収
め
ら
れ
し
由
、
悦
に
堪
へ
ま
せ

ん
。
先
生
を
初
め
指
導
員
各
位
及
生
徒
諸
氏
の
自
覧
努
力
の
賜
と
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。　

又
壮
丁
抽
義
ノ
結
果
も
大
多
数
現
役
兵
と
し
て
入
営
さ
れ
る
由
、
小
兵
と
し
て
も

同
慶
の
胸
高
鳴
る
次
第
で
す
。
又
愚
弟
も
志
願
兵
と
し
て
入
る
事
、
何
分
に
御
指
導

御
願
ひ
致
し
ま
す
。
御
祝
詞
迄

22

（
S
9
・
1
1
・
1
）

岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峰
次
郎
様

　
　
　
　
　
近
歩
三
歩
兵
砲
中
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
平
冶

其
後
ハ
御
無
音
御
許
し
下
さ
い
ま
せ
。
秋
キ
及
特
別
大
演
習
の
為
め
三
十
日
午
前
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二
時
R
出
発
し
、
品
川
ー
神
奈
川
県
平
塚
ま
で
汽
車
行
、
そ
れ
よ
り
小
田
原
方
向
二

戦
備
行
軍
、
諸
兵
聯
合
、
小
田
原
二
宿
営
、
三
十
一
日
二
宮
方
向
に
我
等
ハ
戦
斗
退

却
し
つ
・
、
午
后
四
時
中
郡
五
口
安
村
着
、
同
地
滞
在
、
一
日
休
み
、
二
日
出
発
の

予
定
、
各
所
に
て
御
優
待
に
な
り
恐
縮
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
も
降
ら
ず
演
習
日
和

で
す
。
太
平
洋
を
眺
め
つ
・
行
軍
も
又
興
味
が
深
い
の
で
す
。
御
便
に
て
。

23

（
S
9
・
H
・
7
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
大
演
習
地
区
　
近
歩
三
歩
兵
砲
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
平

　
御
家
内
皆
々
様
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
秋
キ
演
習
神
奈
川
県
二
宮
海
岸
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

在
以
来
、
益
々
元
キ
旺
盛
で
す
。
去
る
五
日
ハ
聯
隊
抗
を
了
り
て
滞
在
（
東
京
府
西

多
摩
郡
霞
村
）
当
村
在
郷
軍
人
の
活
動
に
は
全
く
驚
き
入
り
ま
し
た
。
馬
撃
場
な
ど

に
は
夜
通
し
に
勤
ム
致
し
て
く
れ
、
又
分
会
及
虚
女
会
員
は
戸
別
訪
問
し
て
慰
問
品

を
贈
ら
れ
、
実
に
感
涙
に
む
せ
ぶ
の
み
。
今
朝
（
六
日
）
三
時
、
宿
に
別
れ
を
告

げ
、
旅
団
対
抗
演
習
に
埼
玉
県
に
侵
入
。
ヒ
キ
郡
高
崎
村
に
て
状
況
申
す

24

（
S
9
・
1
1
・
1
8
）

　
巖
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峰
次
郎
様

　
　
　
　
東
京
市
赤
坂
区
一
ツ
木
町

　
　
　
　
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊
歩
兵
砲
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

其
後
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
小
兵
ハ
頗
る
元
キ
で
す
。
来
る
廿
五
日
ハ
軍

旗
祭
で
待
遠
し
い
の
で
す
。

　

ラ
ッ
パ
の
件
で
す
が
、
九
段
に
行
っ
て
聞
い
た
ら
、
新
品
で
六
円
位
、
中
古
で

三
、
四
円
で
す
。
数
ハ
幾
ら
位
で
す
か
。
御
知
ら
せ
下
さ
い
ま
せ
。
眞
友
ハ
有
難
く

拝
見
し
ま
し
た
。

　
高
橋
徳
三
郎
曹
長
殿
が
陸
士
へ
入
校
の
由
、
早
速
其
の
節
（
十
二
月
一
日
）
ハ
面

会
す
る
考
へ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
件
の
み
。
早
々

25

（
S
9
・
1
1
・
2
4
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　

東
京
赤
坂
区
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

御
芳
墨
拝
見
致
し
ま
し
た
。

嘲
爪
の
件
、
新
品
一
ケ
。
中
古
一
ケ
、
斗
金
拾
円
で
二
個
を
買
っ
て
行
き
ま
す
。
剛

爪
手
に
吹
い
て
見
て
も
ら
ひ
ま
す
。
代
金
ハ
表
記
宛
に
御
送
金
願
ひ
ま
す
。

愈
々
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
別
れ
を
思
へ
ば
自
分
の
家
を
離
れ
る
様

な
気
分
が
致
し
ま
す
。
廿
五
日
は
軍
旗
拝
受
記
念
祝
典
で
、
大
賑
ひ
で
す
。

先
づ
は
御
返
事
ま
で
。

外
出
の
日
が
な
く
な
り
ま
す
故
、
至
急
願
ひ
ま
す
。

26

　
（
S
9
・
1
1
・
2
8
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
在
郷
軍
人
分
会

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
近
歩
三
ノ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
平
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用
件
の
み
申
上
ま
す
。

嘲
爪
代
金
拾
円
也
、
書
留
便
を
廿
八
日
付
頂
き
ま
し
た
。
御
安
心
下
さ
い
ま
せ
。

高
橋
徳
三
郎
曹
長
殿
、
一
日
入
校
と
の
事
、
面
会
に
行
き
た
い
考
へ
で
す
。

東
京
の
地
も
寒
さ
加
は
り
、
朝
夕
縮
こ
ま
り
た
く
な
る
の
で
す
。
小
銃
隊
の
間
稽
古

に
は
（
剣
術
）
全
く
感
謝
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
最
後
ま
で
奉
公
し
ま
す
。

　
　
御
返
事
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

27

　
（
S
9
・
1
2
・
3
）

巖
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
在
郷
軍
人
会
藤
根
村
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
謹
啓
　
時
下
初
冬
の
候
、
高
堂
益
々
御
清
榮
一
段
奉
賀
候
。
扱
て
拝
別
以
来
兎
角

御
無
沙
汰
勝
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
種
々
御
厚
情
に
預
り
、
難
有
奉
深
謝
候
。
弦
に
一

年
有
半
の
平
営
生
活
近
衛
の
重
責
た
る
禁
闘
守
衛
の
大
任
を
無
事
全
ふ
す
る
事
を

得
、
愈
々
来
る
十
二
月
十
日
を
以
て
帰
休
除
隊
を
命
ぜ
ら
れ
候
、
之
れ
偏
に
郷
黛
諸

賢
の
御
後
援
の
賜
と
深
く
奉
感
謝
候
。

　
何
れ
帰
郷
の
上
、
親
し
く
御
禮
申
上
へ
く
候
へ
共
、
今
懐
し
き
兵
営
を
去
る
に
臨

ん

て
、
不
取
敢
御
挨
拶
を
兼
ね
御
通
知
申
上
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首

　
昭
和
九
年
十
二
月
　
　
日

　
　
　
　
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
機
関
銃
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
　
沼
　
義
　
平

二
伸
嘲
臥
ハ
ニ
日
発
送
致
シ
マ
シ
タ

28
　
（
年
月
日
不
詳
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　

　
　
東
京
近
ヱ
歩
兵
第
三
ノ
m
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
其
後
ハ
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気
候
の
方
は
如
何
で
す
か
。
当
地
ハ
先
頃
よ
り

ヂ

リ
〈
暑
く
な
り
ま
し
て
、
風
は
無
し
蒸
さ
れ
る
様
な
始
末
で
す
。
聯
隊
ハ
ニ
十

五

日
ま
で
十
日
間
習
志
野
に
て
第
三
期
検
閲
及
戦
斗
射
撃
の
為
め
出
張
致
し
ま
し

た
。
行
軍
は
夜
行
軍
で
し
た
。
自
分
ハ
R
東
部
取
締
の
為
め
前
の
日
に
汽
車
行
で
以

て

き
て
準
備
し
ま
し
た
。
早
々

29
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
東

京
近
歩
三
ノ
M
G
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
御
ぶ
さ
た
許
し
て
下
さ
い
。
去
る
八
月
三
日
、
冨
士
瀧
ヶ
原
廠
舎
に
来
た
の
で

す
。
五
日
に
冨
士
登
山
し
ま
し
た
。
頂
上
に
着
し
た
ら
翌
朝
で
（
八
合
目
二
一
泊
）

ま
る
で
冬
の
様
な
寒
さ
で
あ
り
ま
す
。
午
前
十
一
時
帰
廠
致
し
ま
し
た
。
先
づ
は

御
身
大
切
に
。

30
　
（
年
月
日
不
詳
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峰
次
郎
殿

　
　
　

大
演
習
地
配
達
（
朱
書
）

　
　
　
　

歩
兵
第
三
十
一
聯
隊
第
三
十
一
隊
歩
兵
砲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平
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拝
啓
　
時
下
秋
雨
の
候
、
相
来
申
候
処
、
皆
々
様
に
は
如
何
御
過
し
申
候
哉
、
御
伺

申
上
候
。
降
而
小
兵
其
後
勇
躍
演
習
参
加
致
し
而
三
大
隊
ハ
去
る
十
八
日
午
前
四
時

屯
営
出
発
致
候
。
青
森
に
一
泊
し
て
朝
、
青
函
連
絡
船
を
以
っ
て
北
海
道
上
陸
、
函

館
本
線
を
以
っ
て
墨
松
内
二
十
九
日
午
前
五
時
半
到
着
滞
在
致
居
り
候
。
今
迄
は
輸

送
二
て
面
白
く
過
し
実
に
愉
快
で
、
船
に
も
酔
は
ず
、
道
、
山
野
の
景
色
も
殿
下
を

奉
載
す
る
國
宝
聯
隊
を
歓
迎
す
る
か
の
様
。

　
　
右
御
近
況
報
知
迄
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

31
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
拝
啓
　
時
下
秋
冷
之
候
、
益
々
御
清
栄
の
段
奉
慶
賀
候
。
口
者
小
兵
渡
北
以
来
御

蔭
様
を
以
て
第
二
期
師
団
口
口
敵
演
習
も
圭
心
な
く
終
了
致
候
。
十
月
に
入
れ
ば
愈
々

最
も
光
栄
あ
る
処
の
特
別
大
演
習
二
参
加
致
可
候
。
現
在
大
演
習
集
合
ノ
為
、
苫
小

牧
二
一
二
泊
滞
在
休
養
中
二
御
座
候
。
右
近
況
報
知
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
大
演
習
地
の
苫
小
牧
町
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

32
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
在
郷
軍
人
分
会
長

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
東
京
市
近
衛
歩
兵
第
聯
隊
M
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
其
後
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
叔
母
様
に
は
御
死
去
の
由
、
御
悔
み
申
上

ま
す
。
あ
ま
り
突
然
の
事
に
て
、
三
日
程
病
ま
れ
た
由
、
老
年
と
は
云
へ
御
痛
ま
し

き
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
聯
隊
に
て
は
去
る
二
十
七
日
、
第
二
中
隊
（
四
班
）
に
法
定
十
種
の
中
の
流
行
性

脳
背
髄
膜
炎
類
似
症
発
生
し
、
外
出
も
出
来
ず
御
守
衛
に
も
行
け
ず
、
尚
発
生
中
隊

は
毎
日
午
前
十
時
6
健
康
診
断
等
に
て
、
又
二
中
隊
の
面
会
所
も
天
幕
に
て
出
来
て

ゐ

ま
す
。
先
づ
は
。

33

　
（
S
1
6
・
8
か
）

　
大

日
本
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峰
次
郎
様

　
　
　
　
満
洲
國
東
安
省
虎
林
縣
虎
林

　
　
　
　
　
満
洲
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
前
略

　
愈
々
残
暑
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
皆
々
様
に
ハ
御
変
り
な
く
村
の
為
め
、
国
家
の

為
め
、
御
働
き
の
事
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　
小
生

出
発
以
来
一
路
志
な
く
任
地
に
到
着
い
た
し
、
表
記
部
隊
の
命
名
と
な
り
ま

し
た
。

　
青
年
学
校
も
我
等
出
発
以
来
、
新
進
な
る
指
導
員
諸
氏
を
迎
へ
し
事
と
思
ひ
ま

す
。　

盛
岡
に
ゐ
る
時
は
色
々
と
御
厚
情
に
預
り
ま
し
た
。

　
　
右
御
一
報
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

34

　
（
S
口
・
9
・
2
1
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峰
次
郎
殿

　
　
　
満
洲
國
東
安
省
虎
頭
軍
治
郵
便
所
気
付

　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊
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菅
沼
義
平

　
前
略

　
皆
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
私
も
元
気
に
て
働
い
て
居
り
ま
す
。
村

で

ハ
も
う
稲
刈
で
あ
り
ま
せ
う
。
青
年
学
校
方
面
も
御
多
忙
で
嚥
や
御
骨
折
の
事
と

思
ひ
ま
す
。

　
来
る
可
き
査
閲
に
ハ
活
気
あ
る
教
授
訓
練
の
下
、
優
秀
な
る
成
績
を
獲
得
さ
れ
ん

こ
と
を
祈
り
ま
す
。
大
陸
に
も
秋
は
訪
れ
、
秋
草
の
花
も
綺
麗
に
咲
い
て
ゐ
ま
す
。

某
国
の
汽
車
も
煙
を
吐
い
て
走
っ
て
ゐ
ま
す
。
ハ
ガ
キ
し
か
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ

て

ゐ

る
　
や
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
○
○
　
先
づ
は

35

　
（
S
口
・
9
・
2
6
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　

満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日

　
前
略
御
免
下
さ
い

　
叔
父
上
様

に
は
足
を
痛
め
ら
れ
し
由
、
何
ん
な
に
か
御
不
自
由
の
事
か
と
遠
察
い

た
し
て
居
り
ま
す
。
其
後
の
御
経
過
は
如
何
で
あ
り
ま
す
か
、
御
伺
ひ
申
上
ま
す
。

　
私
事
も
益
々
元
気
に
て
軍
務
に
精
励
い
た
し
て
居
り
ま
す
れ
ば
、
他
事
な
が
ら
御

安
心
下
さ
い
。

　
稲
刈
も
大
分
進
行
し
た
こ
と
・
思
っ
て
書
い
て
ゐ
ま
す
。
去
年
に
比
べ
て
百
姓
達

も
頬
笑
ん
で
ゐ
る
で
せ
う
。
寒
さ
加
は
る
折
柄
、
早
く
癒
る
様
に
祈
り
上
げ
ま
す
。

36

　
（
S
口
・
9
・
2
9
）

　

封
筒
な
し

　

拝
啓

　
先
生

に
は
長
ら
く
の
間
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
悪
し
か
ら
ず
御
許
し
下
（
さ

い
）
。
足
を
痛
め
ら
れ
し
由
（
欠
）
た
が
御
癒
り
に
な
っ
た
で
せ
う
か
、
御
伺
ひ
致

し
ま
す
。

　
村
で
は
種
々
な
仕
事
の
為
め
、
戦
争
完
遂
の
為
め
、
一
丸
と
な
っ
て
、
御
奮
励
の

（欠
）
を
遠
察
い
た
し
て
ゐ
ま
す
。
今
年
は
稲
作
も
大
（
欠
）
と
の
事
、
こ
れ
又
邦

家
の
た
め
に
も
此
の
上
な
（
欠
）
は
せ
と
思
ひ
ま
す
。

　
降
而
、
私
事
て
御
（
欠
）
を
以
っ
て
無
事
軍
務
に
精
励
い
た
し
居
り
ま
す
（
欠
）

銃
後
の
皆
様
の
熱
誠
な
る
御
支
援
の
賜
と
（
欠
）
謝
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
高
橋
一

郎
君
の
村
（
欠
）
だ
執
行
し
ま
せ
ん
で
す
か
。
又
、
菊
池
林
口
君
、
高
橋
（
欠
）
大

君
、
柏
木
慶
作
君
の
諸
英
霊
に
対
し
て
は
、
（
欠
）
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
一
旦
村
を
離
れ
て
き
て
ゐ
（
欠
）
と
、
村
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
嬉
し
い
も
の
を
感

じ
さ
せ
（
欠
）
す
。

　
我
等
の
最
も
愛
す
る
眞
友
は
、
そ
の
後
益
々
内
容
を
充
実
な
さ
れ
ま
し
て
、
前
線

の

将
兵

を
ど
れ
丈
励
ま
し
て
く
れ
て
戦
斗
力
に
影
（
欠
）
を
及
ぼ
す
こ
と
か
と
感
謝

に

不
堪
へ
ま
せ
ん
。
就
き
（
欠
）
は
同
封
の
御
金
は
甚
だ
些
少
な
も
の
で
す
け
ど
、

眞
（
欠
）
行
の
為
に
御
使
用
下
さ
れ
ま
す
な
ら
ば
、
幸
甚
（
欠
）
で
あ
り
ま
す
。

　
時
節
柄
御
身
大
切
に
（
欠
）
御
蓋
力
あ
ら
ん
こ
と
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
　

　
　
九
月
二
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
高
橋
峯
次
（
郎
）

37
　
（
年
月
日
不
詳
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
満
洲
國
東
安
省
虎
頭
軍
事
郵
便
所
気
付
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満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

前
略
御
免
下
さ
い

　
其
後
、
先
生
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。
降
小
生
ら
至
極
元
気
で
軍
務
に

励
ん
で
ゐ
ま
す
。
村
で
は
旧
お
盆
も
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
今
年
の
招
魂
祭
ハ
何
う
で
し

た
ら
う
？
青
年
学
校
の
方
も
御
多
忙
の
事
で
あ
り
ま
せ
う
。
清
徳
君
善
一
君
等
も
非

常

に
骨
が
折
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。
合
同
祝
祭
や
指
導
員
研
究
会
、
嚥
や
優
秀

な
成
績
を
飾
っ
た
こ
と
・
察
し
て
ゐ
ま
す
。
来
る
べ
き
教
練
査
関
ハ
優
秀
な
成
績
を

以
て

過

さ
れ
る
様
、
遙
か
比
満
の
地
か
ら
御
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
し
か
許
さ

れ
ぬ
故
、
悪
し
か
ら
ず
。

38

（
S
1
7
・
1
・
4
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
十
億
の
赤
誠
以
っ
て
、
昭
和
の
十
七
年
は
朗
ら
か
に
明
け
ま
し
た
。
青
年
學
校
の

教
授
訓
練
、
軍
事
的
に
ブ
チ
込
ん
で
下
さ
い
。
指
導
員
諸
氏
や
先
生
方
に
よ
ろ
し

く
。
今
後
一
寸
御
便
り
出
し
兼
ね
ま
す
。

39

（
S
1
7
・
2
・
1
8
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
青
年
學
校

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
二
十
軍
事
郵
便
所
気
付

満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
二
月
十
八
日

　
絶
対
完
備
を
誇
る
新
嘉
城
陥
落
を
御
祝
申
上
ま
す
。
皇
軍
の
向
ふ
所
、
い
か
な
全

域
鐵
壁

と
虫
も
降
せ
ず
に
は
置
か
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
我
等
も
北
辺
の
守
り
を
彌
々

輩
固
な
ら
し
め
、
銃
後
戦
線
の
皆
様
の
期
待
に
副
ひ
た
き
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
指
導
員
諸
氏
、
生
徒
の
諸
君
へ
も
よ
ろ
し
く
。

40

（
S
1
7
・
3
・
1
5
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
二
〇
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
満
洲
城
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日

　
叔
父
上
様

に
は
其
後
御
壮
健
に
て
銃
後
戦
線
に
て
御
活
躍
の
こ
と
・
遠
察
い
た
し

ま
す
。
私
も
豆
で
す
。
而
し
多
田
君
は
病
床
生
活
の
己
む
な
き
に
い
た
り
ま
し
た
。

御
慰
問
品
を
御
送
付
な
さ
れ
し
由
、
何
ん
ぼ
首
を
長
く
し
て
も
仲
々
届
き
ま
せ
ん
。

　
我
等
の
仲
間
に
は
、
叔
父
上
様
の
様
な
光
る
連
中
も
相
当
頑
張
っ
て
ゐ
ま
す
。
此

の

間
か
ら
は
任
ム
の
重
大
な
る
を
畳
て
参
り
ま
し
た
。
青
校
指
導
員
諸
氏
も
生
業
御

多
忙
中
、
ほ
ん
と
に
御
苦
労
様
に
存
じ
ま
す
。
先
生
よ
り
御
傳
声
の
程
を
。
「
他
の

隊
」
弟
の
副
官
メ
ン
バ
イ
〈

41

（
S
口
・
3
・
1
8
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤
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高
橋
ス
エ
様

　
満
洲
國
牡
丹
江
第
二
〇
軍
事
郵
便
所
気
付

　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
　
三
月
十
八
日

　
今

日
は
叔
母
上
様
よ
り
御
心
込
め
な
さ
れ
た
御
慰
問
品
を
頂
き
、
ほ
ん
と
に
く

有
難
く
御
礼
申
上
ま
す
。
早
速
晩
に
は
村
の
者
集
り
常
會
を
開
き
、
内
の
方
の
話
に

花
を
咲
か
せ
て
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
少
し
宛
戦
友
達
へ
も
分
け
て
や
り
、
大
い

に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
満
洲
の
此
の
頃
は
と
て
も
暖
か
に
な
っ
て
、
木
々
も
芽
を
出
し
た
い
様
に
見
え
ま

す
。
道
路
な
ど
す
っ
か
り
渇
き
気
持
ち
よ
く
あ
り
ま
す
。
内
地
も
そ
ろ
く
忙
し
く

な
っ
て
き
た
で
せ
う
。
私
は
苗
代
の
事
を
思
出
す
時
、
こ
・
で
は
苗
代
が
な
く
て
よ

い
な
な
ど
・
戦
友
同
志
と
笑
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
右
御
礼
ま
で
。

42

（
S
1
7
・
5
・
2
）

巖
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
　
満
洲
國
吉
林
省
公
主
嶺

　
　
　
　
　
満
洲
第
二
四
八
部
隊
高
橋
隊
ノ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
日

　
長
々
御
無
音
に
打
過
ぎ
誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
其
後
叔
父
上
様
を
初
め

御
家
内
の
皆
々
様
に
ハ
如
何
御
過
し
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
か
、
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す
。

内
の
方
で
も
愈
々
多
忙
と
な
っ
て
猫
の
手
も
欲
し
い
秋
で
あ
り
ま
せ
う
。
満
洲
も
今

初
め
て
木
の
葉
緑
色
と
な
っ
て
き
た
許
り
で
す
。
小
生
事
不
本
意
乍
ら
当
地
に
て
任

務
遂
行
中
で
あ
り
ま
す
。
で
も
、
す
っ
か
り
元
気
し
居
り
ま
す
れ
ば
他
事
乍
ら
御
放

念
被
下
度
。

　
右
御
無
沙
汰
御
詫
び
芳
々
御
一
報
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

43

（
S
1
7
・
6
・
1
6
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
満
洲
國
吉
林
省
公
主
琴

　
　
　
　
満
洲
第
二
四
八
部
隊
高
橋
隊
ノ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

6
・
1
6

　
其
後
叔
父
上
様
を
初
め
御
家
内
皆
々
様
に
は
御
変
り
も
御
座
い
ま
せ
ん
で
す
か
、

御
伺
ひ
い
た
し
ま
す
。
降
而
私
事
至
極
元
気
に
て
任
務
に
勉
励
致
し
居
り
ま
す
故
、

乍
他
事
御
休
心
被
下
さ
い
。
近
頃
は
何
等
健
康
体
と
変
り
な
い
様
に
な
り
ま
し
た
。

村
議
選
も
新
顔
が
沢
山
出
来
た
で
せ
う
。
壮
丁
検
査
も
好
成
績
で
あ
っ
た
こ
と
・
察

し
ま
す
。
甲
幾
名
で
あ
っ
た
で
せ
う
か
？
多
田
君
と
う
く
行
っ
た
が
其
後
村
へ
は

ま
だ
で
せ
う
か
。
小
生
隊
復
帰
は
一
寸
間
が
あ
る
こ
と
・
思
ひ
ま
す
。
多
忙
な
田
植

も
終
了
し
、
の
ん
び
り
し
た
端
午
節
句
で
あ
っ
た
で
す
ね
。
当
地
は
昼
の
暑
さ
っ
た

ら
ま
る
で
炎
ら
れ
る
様
で
、
内
地
の
土
用
の
暑
さ
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。
飛
行
機
も

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
猛
訓
練
で
僕
等
が
見
て
居
て
実
に
感
謝
に
堪
へ
な
い
気
持

で
す
。
又
、
時
々
慰
問
等
も
あ
り
、
面
白
い
公
園
附
近
の
散
歩
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

先
づ
は
。

44

　
（
S
1
7
・
7
・
1
9
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
満
洲
國
錦
州
省
第
八
軍
事
郵
便
所
気
付
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満
洲
第
二
部
隊
桜
田
隊
中
嶋
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
　
七
月
十
九
日

　
愈
々
酷
暑
の
候
と
な
り
ま
し
た
折
柄
叔
父
上
様
を
初
め
、
御
家
内
皆
々
様
に
は
御

変
り
も
な
く
御
過
し
で
あ
り
ま
す
か
、
御
伺
ひ
致
し
ま
す
。
降
而
私
も
益
々
元
気
に

て

任
務
に
遭
進
致
し
て
居
り
ま
す
故
、
乍
他
事
御
安
心
下
さ
い
ま
せ
。
今
年
の
壮
丁

検
査
は

優
秀

な
成
績
の
由
、
慶
賀
に
不
堪
ず
、
稲
作
も
良
好
の
様
な
話
、
今
年
こ
そ

豊
年
で
あ
っ
て
く
れ
・
ば
と
祈
っ
て
ゐ
ま
す
。
当
地
も
二
ヶ
月
余
り
も
雨
が
な
か
っ

た
が
、
近
頃
降
っ
た
の
で
畑
の
作
物
も
生
き
返
っ
た
様
に
元
気
付
い
て
ゐ
ま
す
。
今

海
水
浴
に
て
大
賑
ひ
、
私
も
昨
日
行
き
、
眞
黒
に
な
っ
た
。

45

（
S
1
7
・
8
・
3
0
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
満
洲
國
錦
州
省
錦
州
第
八
軍
事
郵
便
（
所
）
気
付

　
　
　
満
洲
第
二
部
隊
若
杉
隊
中
嶋
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
先
日
は
嬉
し
き
眞
友
を
御
送
付
下
さ
れ
有
難
く
御
礼
申
上
ま
す
。
前
線
に
あ
る
者

は
、
何
ん
な
に
雀
躍
し
て
見
た
こ
と
か
と
思
ひ
ま
す
。
点
呼
の
成
績
は
非
常
に
優
秀

な
由
、
何
よ
り
と
慶
ん
で
ゐ
ま
す
。
校
長
先
生
も
異
動
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
役

場
（
欠
）
満
期
兵
も
優
秀
な
成
績
に
て
帰
郷
の
事
（
欠
）
次
第
で
す
。
皆
先
生
御
蓋

力
の
賜
と
深
く
感
謝
（
い
た
し
）
て
居
り
ま
す
。

　
私
も
今
少
し
に
て
東
安
の
方
へ
（
欠
）
御
奉
公
の
日
近
き
こ
と
・
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
時
節
柄
、
御
自
愛
専
一
に
な
さ
れ
る
様
祈
り
上
（
欠
）
、
御
家
内
皆
々
様
に
も
よ

ろ
し
く
御
傳
へ
下
さ
い
。

46
　
（
S
1
7
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
　
満
洲
第
五
二
四
四
部
隊
鈴
木
（
古
）
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
拝
啓

　
時
下
酷
寒
の
候
、
皆
々
様
益
々
御
健
勝
の
段
、
大
慶
に
存
じ
候
。
降
而
小
兵
事
御

蔭
様
を
以
て
無
事
頑
健
に
て
軍
務
に
精
励
致
し
居
り
候
へ
ば
、
乍
他
事
御
放
念
ヒ
下

度
候
。

　
御
地
は
丁
度
御
七
昼
夜
の
最
中
と
存
じ
候
。
我
々
は
銃
後
の
赤
誠
な
る
御
奮
斗
に

感
激
し
、
勇
躍
北
辺
の
護
り
に
つ
き
大
東
亜
戦
争
完
遂
の
為
、
適
進
致
居
り
候
。
尚

小
原
千
葉
の
両
氏
も
元
気
に
て
御
奉
公
致
居
り
候
。

　
右
乱
筆
を
以
っ
て
近
況
御
報
知
迄
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

47
　
（
S
1
8
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
満
洲
牡
丹
江
第
二
〇
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
　
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
其
後
は
長
ら
く
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
何
と
ぞ
悪
し
か
ら
ず
、
平
に
御
赦
し

被
下
度
。
御
家
内
皆
々
様
に
は
定
め
し
御
壮
健
に
て
、
大
東
亜
戦
争
の
眞
只
中
、
銃

後
戦
線
異
状
な
し
と
鉄
石
の
如
き
決
意
の
下
、
凛
然
と
し
て
御
活
躍
の
様
、
目
の
あ

た
り
彷
彿
た
る
も
の
あ
り
ま
し
て
、
我
等
感
激
い
た
し
、
勇
往
と
し
て
御
奉
公
出
来
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る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
フ
サ
子
様
か
ら
は
、
度
々
御
手
紙
頂
き
、
誠
に
有
難
く
御
礼
申
上
ま
す
。
御
蔭

様
を
以
っ
て
、
去
る
一
月
十
五
日
兵
長
に
進
級
い
た
し
ま
し
た
。
満
洲
は
寒
さ
今
た

け
な
は
で
す
。
木
々
は
花
盛
ん
の
様
で
す
。
防
寒
服
も
重
く
、
益
々
奮
励
い
た
し
て

居
ま
す
。
青
年
学
校
の
職
員
生
徒
に
よ
ろ
し
く
御
傳
言
下
さ
い
。
先
づ
は
。

48
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　

牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　

満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
拝
啓

　
愈
々
初
秋
の
候
と
相
成
候
処
、
皆
々
様
に
は
如
何
御
消
光
あ
ら
れ
候
や
、
御
伺
ひ

申
上
候
。
降
而
小
生
事
御
蔭
様
を
以
っ
て
元
気
に
て
復
帰
い
た
し
軍
務
に
精
励
い
た

し
居
り
候
へ
ば
乍
他
事
御
放
念
下
さ
れ
度
御
座
候
。

　
今
迄
は

色
々
と
御
心
配
を
相
掛
け
申
し
誠
に
恐
縮
の
至
り
に
存
知
奉
り
候
。

　
御
地
は
豊
穣
の
秋
と
て
非
常
に
御
多
忙
に
渉
ら
せ
ら
れ
活
氣
あ
る
模
様
の
事
と
遠

察
致
居
り
候
。

　
決
戦
下
の

今

日
呉
々
も
御
体
に
氣
を
付
け
ら
れ
、
益
々
御
奮
斗
の
程
祈
り
上
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

49
　
（
年
月
日
不
詳
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　

満
洲
國
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
叔
父
上
様
に
は
そ
の
後
長
ら
く
の
間
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
御
家
内
の
皆
々

様
も
嚥
や
御
変
り
な
く
御
過
し
の
事
と
思
ひ
ま
す
。
今
日
は
嬉
し
い
「
眞
友
」
を
御

送
り
下
さ
い
ま
し
て
非
常
に
珍
し
く
拝
見
さ
し
て
戴
き
ま
し
た
。
誌
上
の
皆
様
の
動

静
が
手
に
と
る
様
に
判
り
ま
し
た
。

　
叔
母
様
も
大
し
た
御
状
納
を
な
さ
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
精
神
で
我
等
も
銃
後
も
此

の
大
事
業
完
遂
の
為
め
頑
張
り
ま
せ
う
。

　
向
寒
の
折
、
御
自
愛
専
一
に
祈
り
上
げ
ま
す
。

50
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
二
十
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
新
聞
有
難
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
生
存
者
論
行
も
出
て
ゐ
ま
し
た
。
助
役
さ
ん

も
再
送
と
の
事
、
婦
人
団
体
も
統
合
さ
れ
て
、
銃
後
に
益
々
完
壁
な
る
由
、
心
置
き

な
く
軍
務
に
精
励
す
る
を
得
る
こ
と
を
謝
し
ま
す
。
分
会
査
閲
も
優
秀
な
る
成
績
に

て

了
り
し
由
、
慶
賀
に
堪
へ
ま
せ
ん
。

　
青
年
学
校
の
生
徒
諸
君
へ
も
よ
ろ
し
く
と
申
し
て
下
さ
い
。
封
筒
は
こ
ち
ら
は
ブ

シ
ン
。
不
一

51
　
（
年
月
日
不
詳
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
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高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

満
洲
城
第
五

二
四

四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
菅
沼
義
平

拝
啓
　
山
簾
に
ひ
“
く
鹿
の
聲
も
哀
は
れ
に
、
秋
の
去
る
を
傳
へ
居
り
候
。
折
柄
先
生
に

は

定
め
し
御
壮
健
に
て
銃
後
戦
線
の
為
め
御
活
躍
の
御
事
と
遠
察
申
上
候
。
猫
の
手

も
借
り
た
き
取
入
も
大
方
終
り
し
事
と
思
考
致
し
居
り
候
。
近
年
に
な
き
豊
作
と
の

事
、
農
民
達
も
笑
顔
の
様
が
目
に
浮
び
申
口
候
。
扱
て
先
日
送
付
せ
し
筈
の
（
十
月

一
日
附
）
眞
友
発
行
資
金
は
御
届
き
に
相
直
り
口
口
や
。
御
迷
惑
な
が
ら
御
一
報
ヒ

下

度
願
上
候
。
右
乱
筆
を
以
っ
て
御
願
迄
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

52
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
峯
次
郎
様
方

　
　
高
橋
ス
エ
様

　
　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
十
九
軍
事
郵
便
所
気
付

　
　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
　
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
其
後
叔
母
上
様
に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す
。
降
而
私
も

至
極
元
気
に
て
軍
務
に
精
励
い
た
し
居
り
ま
す
故
、
乍
他
事
御
安
心
下
さ
い
。

　
大
束
亜
戦
争
を
遂
行
す
べ
き
昭
和
十
七
年
の
新
春
は
朗
ら
か
に
訪
れ
て
参
り
ま
し

た
。　

定
め
し
銃
後
の
皆
様
の
御
勤
め
は
御
多
忙
の
事
と
遠
し
ま
す
。
太
平
洋
に
於
け
る

海
軍
の
大
戦
果
は
大
し
た
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
友
次
郎
様
に
は
如
何
御

勤
め
で
あ
り
ま
す
か
、
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す
。

つ
け
ら
れ
る
様
、
留
守
中
は
よ
ろ
し
く
。

寒
さ
は
げ
し
き
折
柄
、
御
身
に
気
を

53
　
（
年
月
日
不
詳
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
満
洲
國
牡
丹
江
第
二
〇
軍
治
郵
便
所
気
付

　
　
　
　
　
満
洲
城
第
五
二
四
四
部
隊
嶋
谷
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
随
分
長
ら
く
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。

　
御
元
気
に
て
ペ
タ
ル
を
踏
ん
で
村
の
為
め
、
青
年
指
導
の
為
め
御
奔
走
な
さ
れ
る

姿
が
胸
に
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。
私
も
元
気
に
て
務
め
て
ゐ
ま
す
。

　
去

る
青
年
學
校
査
閲
は
優
秀
な
る
成
績
を
収
め
ら
れ
し
由
、
ほ
ん
と
に
う
れ
し
く

感
じ
ま
し
た
。
先
生
を
初
め
、
職
員
御
一
同
様
方
の
御
蓋
力
の
段
は
感
謝
い
た
し
ま

す
。
横
川
目
の
指
導
員
方
は
新
し
い
人
達
に
変
っ
た
筈
で
し
た
ね
。

　
北
満
の
地
も
寒
さ
愈
々
本
格
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
も
詳
し
い
こ
と
も
、
又

封
書
も
止
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
御
諒
承
下
さ
い
。
御
歳
暮
も
目
睡
に
迫
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
御
元
気
に
て
御
越
年
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

54

　
（
S
口
・
8
・
1
6
）

　
大
日
本
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
　
　
八
月
十
六
日

前
略
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先
生

に
は
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
生
八
月
十
六
日
、
無
事
誠
の
ソ
バ
に
任
地

と
し
て
着
き
ま
し
た
。
村
の
人
達
や
青
年
学
校
に
よ
ろ
し
く
御
願
い
た
し
ま
す
。

55

　
（
S
4
・
7
・
3
0
）

　
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　

外
皆
々
様

　
　
　
　

盛
岡
市
内
丸
岩
手
病
院
一
四
六

　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

　
此
の

酷
い
暑
さ
に
皆
様
に
は
御
変
り
無
く
働
い
て
居
り
ま
す
か
、
お
伺
致
し
ま

す
。　

私
は
早
く
か
ら
鼻
が
悪
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
思
ひ
き
っ
て
盛
岡
の
病
院

に
来
て
診
て
も
ら
ひ
ま
し
た
ら
、
蓄
膿
症
と
の
事
で
早
速
十
八
日
に
入
院
し
て
十
九

日
に
一
回
、
一
週
間
目
に
又
一
回
手
術
し
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
今
で
は
大
分
愈
り
ま

し
た
。
お
婆
さ
ん
が
付
添
に
来
て
居
り
ま
す
。

　
今
野
先
生
は

や

つ

ば

り
同
病
院
に
居
ま
し
た
が
二
三
日
前
に
旅
館
に
移
り
ま
し

た
。

56

（
S
1
2
・
3
・
9
）

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
大
阪
に
て

　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

出
発
の
際
ハ
有
難
く
御
礼
申
上
升
。
元
気
で
見
物
し
て
ゐ
ま
す
。

57

　
（
S
1
4
・
1
2
・
7
）

岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　
日
立
市
天
神
森
二
丁
目
六
〇
〇

　
　
　
　
　
　

小
林
巳
之
吉
様
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

　
拝
啓

　
厳
寒
之
候
、
先
生
に
は
御
変
り
な
く
銃
後
の
鉄
壁
の
為
め
、
青
年
学
校
の
為
め
御

蓋
力
の
事
と
推
察
申
上
ま
す
。
小
生
も
元
気
に
て
働
い
て
居
り
ま
す
故
、
御
放
念
ヒ

下
度
。

　
青
年
学
校
の
方
に
対
し
、
甚
だ
不
本
意
な
行
動
と
は
知
り
な
が
ら
、
慾
心
の
為
め

に
は
如
何
と
も
す
る
あ
た
は
ず
、
で
、
何
と
ぞ
御
赦
し
被
下
度
。
当
地
ハ
毎
日
天
気
続

き
で
ポ
カ
〈
で
す
。
丁
度
春
先
の
様
で
す
。
時
節
柄
御
身
大
切
に
。
　
　
　
敬
具

58

　
（
S
1
5
・
1
・
1
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
殿

　
　
　
　

茨
城
縣
日
立
市
芝
内

　
　
　
　
　

天
神
森
小
林
巳
ノ
吉
様
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
義
平

謹
賀
新
年

　
　
聖
戦
第
四
の
新
春
を
寿
き
奉
り

　
　
益
々
、
後
奮
斗
を
祈
る

　
　
　
昭
和
十
五
年
　
元
旦
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59

　
（
S
1
5
・
2
・
1
8
）

和
賀
郡
藤
根
村

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
　
釜
石
市
松
原
町

　
　
　
　
　
第
五
親
和
寮

　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

青
年
學
校
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
ま
す
。

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）

（二
〇

〇

二
年
三
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
六
月
二
八
日
審
査
終
了
）

　
拝
啓

　
出
発
以
来
全
員
無
事
職
務
に
遊
進
降
て
ゐ
ま
す
。
寒
気
も
村
よ
り
ハ
弛
い
や
う
で

す
。
土
煙
が
空
高
く
飛
び
、
流
石
の
工
業
地
帯
も
埃
だ
ら
け
で
あ
り
ま
す
。
我
等
ハ

眼
だ
け
白
黒
し
て
南
洋
土
人
を
思
は
せ
ま
す
。

　
生
徒
も
一
名
の
事
故
者
も
な
く
、
規
律
あ
る
軍
隊
生
活
の
形
式
に
て
過
し
て
ゐ
ま

す
。　

　
右
近
況
報
知
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

60

　
（
S
□
・
3
・
1
9
）

　
岩
手
縣
和
賀
郡
藤
根
村
後
藤

　
　
高
橋
峯
次
郎
様

　
　
　
　
口
会
市
東
部
七
〇
部
隊
友
永
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
義
平

（き
）

　
前
略
御
免
下
さ
い
。

　
先
日
は
種
々
御
世
話
様
に
相
成
り
、
且
つ
御
鞭
捷
下
さ
れ
ま
し
た
る
段
、
厚
く
御

礼
申
上
ま
す
。
御
陰
様
に
て
元
気
に
て
軍
務
に
勉
励
い
た
し
居
り
ま
す
れ
ば
、
乍
他

事
御
放
念
被
下
度
。

　
重
大

な
る
時
局
で
叔
父
上
様
の
御
壮
健
を
祈
り
、
青
壮
年
軍
事
指
導
の
為
め
益
々

御
蓋
力
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
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Records　and　Memories　of　the　Lifb　and　Death　of　the　Farmer・soldiers：

Examples　fピom　Two　Soldiers　in　Kitakami　City

SEKIzAwA　Mayumi

With　regard　to　letters　written　by　soldiers，　until　recently　the　emphasis　was　on　listening　to　the

voice　of　the　soldier，　or　author　of　the　letter，　and　little　attention　was　paid　to　the　voices　of　those

receiving　the　letter．　This　paper　attempts　to　show，　from　the　point　of　view　of　folklore　research，

how　the　families　of　soldiers　understood　and　accepted　the　mass　abnormal　deaths　of　the　soldiers

dying　in　battle　or　from　disease　contacted　at　the　front，　as　the　war　situation　expanded　from　the

Chinese－Japanese　War　to　the　Asia－Paci丘c　War．　To　this　end，　the　paper　looks　at　the　letters　of　two

farmer－soldiers　from　Waga　Town　in　Waga　County，　Iwate　Prefecture（present－day　Kitakami

City），　classifying　and　analyzing　from　the　three　separate　aspects　of　documentation：records

（letters），memories　and　oral　accounts（interviewS），　objects（mortuaries　and　gravestones　and

other　objects　representing　the　dead）．As　a　result，　four　issues　are　discussed．　First，　one　notable

feature　of　the　letters　sent　by　the　two　farmer－soldiers　to　their　families　was　the　fact　that　they　did

not　discuss　the　actual　situation　at　the　battlefront　but　rather　kept　referring　to　the　soldiers’

homes，　revealing　how，　even　th皿gh　the　soldiers’physical　bodies　were　at　the　battlefront，　their

minds　were　with　their　families　at　home．　The　act　of　sending　letters　was，　for　the　soldiers，　a　way　of

signaling　that　they　were　still　alive，　just　as　the　act　of　receiving　the　letters　conveyed　this

information　to　the　families．　Second，　such　deaths　from　fighting　and　from　disease　contacted　at　the

front　were，　for　the　traditional　Japanese　farming　society，　a　first－time　experience．　Although　death

announcements　were　published　in　the　bulletins　and　although　village　and　family　funerals　hastily

carried　out，　the　families　could　not　immediately　accept　the　fact　that　their　loved　ones　were　dead

and　wives　felt　compelled　to　make　investigations　on　their　own　to　confirm　their　husbands’death．

Third，　special　attention　was　given　to　the　motivation　behind　the　construction　of　graves　for

soldiers　killed　in　battle　or　by　disease　at　the　front．　Analysis　indicates　that　building　a　grave　was

one　way　of　accepting　a　husband’s　death，　and　that　the　grave　served　as　the　mechanism　for

severing　and　joining　together　the　living　and　the　dead、　The　fourth　issue　concerns　the　importance

of　objects　representing　the　dead　and　of　memorial　services　such　as“kuyo，”“irei，”and“tsuito．”

The　traditional　ceremony　to　mourn　the　dead　is“kuyo”in　the　case　of　a　normal　death　and“irei”in

the　case　of　an　abnormal　death．　When　mourning　for　a　dead　person　without　bringing　religious

aspects　into　the　picture，“tsuito”would　be　the　appropriate　the　ceremony．　Naturally，　these　three

types　of　ceremonies　have　different　meanings　and　functions　and　each　follows　its　own　vector　in　its

placement　of　the　deceased：the“kuyo”lead　the　deceased　to　attaill　of　Buddhahood（enter

Nirvana），the“irei”leads　to　dei丘cation　of　the　deceased，　and　the“tsuito”demonstrates　that　the

deceased　retains　his　dignity　in　death．　It　is　characteristic　of　objects　representing　those　killed　in

battle　and　dead　from　diseases　contracted　at　the　front　as　well　as　the　appropriate　ceremonies　to

be　multi－layered　both　in　terms　of　space　and　religion．
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